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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ




　土曜の朝。

　亜あ威い黒くろ媛ひめは迷っていた。自室でひとり、かなり迷っていた。

　姿見に映っているのは、下着姿の自分自身。

　下着は、いまのところ重要じゃない。重要ではないものの、学校にはつけていったことのないおしゃれなブルーの上下をチョイスした。

　だれかに見せるわけじゃないけど……、気づいたらとっておきを身につけていた、というわけだ。

　下着は、まあ、これでヨシ。問題は……、服。どんな服を着ていこう。

　それで迷っている。かなり迷っている。服ひとつで、女の子のように迷っている。いや、紛まぎれもなく自分は女の子、だけど……。女の子しているこんな時間が、ちょっと新鮮。

　都会の喧けん噪そうに溶け込むような、黒のパンツスーツでいくべきか。

　女の子らしさを前面に押し出した、ミニスカートにすべきか。

　重要な選択である。

　きょうの目的を考えれば、躊躇ためらうことなくパンツスーツを選ぶべきなのだが……。黒のスーツなんて、女の子的な〝可愛かわいらしさ〟からはほど遠い格好で……。

　いつもの自分なら、〝可愛らしさ〟なんて意識もしないけど……。きょうは、どうしても、なんというか、いつもと違う自分を出したくて……。ほんの少しだけでも……。

　黒くろ媛ひめは、鏡の中の自分と見つめ合った。

　こんなの、らしくないよな？

　でも……。

　ため息をつきながら、昨晩のことを思い描く。




　金曜の夜。

　黒媛は自室のソファに腰を下ろし、クラスメイトに借りたムックを読んでいた。

　タイトルは、『今月の都市伝説！』という怪しいものである。

　夕食をすませ、シャワーで一日の汗を洗い流したあと、お気に入りのパジャマを着て、ゆったりとした気持ちでページを開いている。

　最初は、休み時間にクラスメイトの女子が読んでいた本を覗のぞき見ただけだったが、それをキッカケに話が始まり、その後、クラス中に都市伝説ネタが飛とび交かうことになった。

　巴ともえが特にくわしかった。驚かされたのは、魔界で生まれ育ったキュートもそこそこの知識をもっていたということだ。

　クラスメイトたちは、みんな都市伝説についてよく知っていた。

　まったくといっていいほど知識がなかったのは黒媛ただひとり、ということも新鮮な驚きだった。

　都市伝説。

　そんな真偽の判別が曖あい昧まいな話が、ゆっくりと静かに、だが確実にクラスの空気に溶け込んでいたらしい。

　黒媛ひとりを置き去りにして。

　恐るべし都市伝説。

　思わず、クラスメイトからムックを借りてしまった。

　べつに、都市伝説にくわしくなりたかったわけじゃない。通つうぶって、語りたかったわけでもない。ただ、みんなが楽しそうに話している輪に、あと一歩踏み込めなかったから……、そのせいで、ほんのわずかに疎そ外がい感かんを覚えたから……。

　キュートでさえ、『都市高ババア』を知っていたし。

『都市高ババア』とは、丑うし三みつ時どきの都市高速を時速一二〇キロで疾走するという老ろう婆ばのことである。『今月の都市伝説！』の人気ランキングでも、堂々の七位にランクされている。

　そんな健脚老ろう婆ばを目にした人は、どれほど背筋を寒くしたことだろう。

　チーターなみの速さで走る理由は？　ババアというのは、ちょっと失礼だな。せめて都市高婦人、くらいにしたほうが角かどが立たなくていいのでは？

　いろいろなことを考えながら、ページをめくっていく。なかなか興味深い。

　街まち中なかでアンケートをとるフリをして善良な市民をビルの一室へ誘い込み、そのまま異界へ連れ去ってしまうというアンケートの妖よう。

　狙ねらった人物の体を奪い、周囲のだれにも気づかれないまま二四時間その人物になりすますという入れ替わり小こ法ぼ師し。

　ケータイの中に、いつの間にか知らないアドレスや電話番号が登録されているという、ケータイの怪。

　訪れるたびに医師と看護師が変わっているという整形外科の謎なぞ。

　喫茶店でブレンドを注文したはずなのに、なぜかカップの中にオレンジジュースが入っているという恐怖。いや、これは単に店員のミスだろ。

　心の中でツッコミを入れながらも、黒くろ媛ひめは噓うそか本当かわからない都市伝説の内容を読み進めていく。

　と、不意にメールの着信音が鳴り響いた。ベートーヴェンの第九交響曲である。

　机の上にある電波時計は、二〇時三七分を表示している。

　こんな時間にだれだろう？

　テーブルの上に置いていたケータイを手にとり、開き、ムックを貸してくれたクラスメイトからのメールであることを確認した直後、そのタイトルに息を吞のんだ。

『百もも香かちゃんに彼氏登場か!?』

　続けて本文には、

『街中で見ちゃいました～』

　という文章。写真も貼ちよう付ふされている。

　わずかに焦あせる指先でケータイを操作し、写真を見ると……。

　よくわからなかった。

　確かに、百香らしき女の子が、背の高い男性とならんで歩いている。でも、二車線道路を挟んだむかいの歩道を歩いているし、体の半分が男性の陰になっていてよく見えない。

　これだけでは、妹だと断言するわけにはいかないだろう。着ている服は、レゾン学院の制服のようだが……。

　きょうの放課後は、「ちょっと用事があるから」という百香と別れ、ひとりで家に帰ってきたけど……。

　黒媛はすぐに、メールを送ってきたクラスメイトに電話をかけてみた。

「……………」

『はぁい、こんばんはぁ』

　呼び出し音が鳴る前に、出てくれた。

「メールの写真、あれは本当に……」

『百もも香かちゃんで間違いないよ』

「……で、でも、ちょっと距離が遠いようだが」

『ちゃんと写ってるの、その一枚だけなんだよね』

「本当に、百香なのか？」

『ほんとだよ。悪いと思ったけど、ちょっとあとをつけてみたしね。ギリギリ近くまで接近もしちゃったんだよ』

「この男性がだれだか、知ってるのか？」

『ううん、知らなぁい』

「そうか……」

『あ、でも男の人がね、駅の改札で百香ちゃんと別れるとき〝それじゃあ、またあしたね〟って言ってたよ。バッチリ聞いちゃった。わたしこれでも身体強化の能力者だからさ。聴力アップさせたの。それでね……』

　ケータイから流れ出てくるクラスメイトの『声』は、ほとんど耳に入ってこなかった。

　写真の男性は、百香よりずっと背が高い。おそらく、一七〇センチ以上はあるだろう。ジャケットを着た格好といい、かなり上の年齢に見える。下へ手たをすると高校生よりも。大学生か？　それとも、もっと上？

　それじゃあ、またあした。

　あしたは土曜日。休日だ。

　休日に、小学生と密会して、なにをするつもりだ？　いや、まだ密会と決まったわけじゃないが……、それでも……。

『もしも～し、亜あ威いちゃ～ん』

　黒くろ媛ひめは、ソファの上にムックとケータイを置いて立ち上がった。

　電波時計はいま、二〇時四〇分を示している。百香がベッドに入るまで、あと二〇分ほど。妹はまだ、起きてるはず。

　百香の可愛かわいい笑顔が、脳裏に浮かび上がってくる。

　自由な恋愛を否定する気はない。

　でも、まだ一一歳だぞ？

　愛に年の差なんて関係ないと思ってる。

　それでも、まだまだ一一歳だ。

　彼氏だと決まったわけじゃない。

「…………………………ぅ～」

　なんとなく、腹が立ってきた。

　百もも香かに、ではなく妹とならんで歩いていた男にだ。

　いくら可愛かわいいからって、小学生と親しげに肩をならべて歩くなんて、一般常識をもっているのか？　可愛すぎる小学生を連れて歩いてたら、警察に職務質問されるだろ？　どういう関係なんですか？　って。

　黒くろ媛ひめは、下唇を嚙かみしめた。

　どういう関係なんだろう？

　あしたなにをするんだろう？




　百香の部屋の前で、黒媛は大きく息を吸った。そして、ゆっくりと吐き出す。

　よし、準備オッケー。気持ちを落ち着け、ノックを二回。

　コンコン。

「はぁい」

　間を置くことなく、百香の透き通った声がドア越しに聞こえてきた。パタパタパタッという可愛い足音も。まだ寝ていなかったようだ。

　五秒ほどして、ドアが開く。そこから出てきたのは、百香の愛らしい顔である。

「黒くろ姉ねえ様さま、どうしたの？」

「ん、ちょっといいか？」

「？」

　黒媛は、きょとんとした顔で自分を見上げている妹の肩をなでながら、部屋の中へ足を踏み入れた。

　間取りは、すぐ隣にある自分の部屋と同じ。ベッドやタンスやソファの位置も同じ。大きく違うところは、カーテンやベッドのシーツ、床に敷かれた絨じゆう毯たんの色が薄いピンクに統一されているということくらいか。ぬいぐるみの数も、こちらのほうが圧倒的に多い。一〇倍以上はあるだろう。

　ふと、ソファの上に少女コミックが置いてあるのに気づいた。百香も、ソファで読書を楽しんでいたらしい。本の種類は違うけど……。

　妹も自分と似たようなことをしていたと思うと、ちょっと嬉うれしくなる。

　コミックのタイトルは『ティンカー・セブン』。百香のお気に入りだ。アニメや映画にもなり、その勢いはとどまるところを知らないという。内容は、妹に聞いた以上のことは知らないけど……。

「どうしたの？　もうすぐ九時だよ？」

　百香が、チラッと机の上の電波時計に目を移す。時計も、黒媛のとお揃そろいだ。

「あ、いや、ちょっと、な……」

　クラスメイトから送られてきた写真が、頭の隅に貼はりついている。剝はがそうとしても、なかなか剝がれない。

　黒くろ媛ひめは、部屋の中に視線を漂ただよわせながら、それでもしっかりと百もも香かの存在を意識しつつ、微妙な空気に堪たえ続けた。

　それじゃあ、またあした。またあしたって……。

　うちの大切な妹と、あしたなにをするつもりだ？　休日に小学生をどこへ連れていくつもりだ？　姉として、知っておく権利があると思うのだが？

　相手の男性に言ってやりたいことが山とある。あるけど……。

「黒くろ姉ねえ様さま？」

　わずかに首を傾かしげた百香が、黒媛の顔を見上げてくる。

　黒媛は、なにかに突き動かされるような心地ここちで、口を開いた。

「あ、あした、ディニィ・ランドへ遊びにいかないか？　百香、大好きだろ？」

　単刀直入に男性のことを訊ききたいという思いは、確かにある。が、なぜか干渉しすぎのような気がするから……。

　弱気になりながらも、手持ちの最強カードを切った。

　ディニィ・ランドに誘って、百香から「否いな」というこたえが返ってきたことなど、いまだかつて一度もない。

　どんなに激しいケンカをしたときも、ディニィ・ランドのお陰で仲直りができた。

　妹がどんよりと落ち込んでいるときも、ディニィ・ランドに連れていけば元気をとり戻してくれた。

　だから今回も。

　ディニィ・ランドで遊びながら、頃ころ合あいを見み計はからって写真のことをたずねよう。

　きっと、道案内をしていただけ、とか。友だちのお兄さんと偶然会っただけ、とか。たまたま同じ方向へ歩いていただけ、という理由に違いないのだから。

「あしたはダメなの」

　百香はきっと、「やったぁ、ディニィ・ランドだぁ」と諸もろ手てをあげて喜んでくれるだろう。これは、ほぼ確定した未来である。間違いな……い？

　黒媛は、百香の目を覗のぞき込んだ。

　いま、なにか聞こえてきたけど……。

「え？　いま、なんて……」

「あのね、黒姉様が誘ってくれるのは嬉うれしいけど、あしたは用事があるから、ダメなの。ごめんなさい」

「あ、そ、そうか……」

　ガァァァン！　という棍こん棒ぼうで頭を殴りつけられたかのような衝撃は、気合いで微笑ほほえみの下に押し込んだ。と同時に、体中の精神力を総動員して平常心を増幅させた。

　それでも、唇の端が引きつってしまう。

「ごめんなさい」

　パジャマ姿の百もも香かが、残念そうに眉まゆ根ねを落とした。

「いや、よ、用事があるならしかたないな。それじゃあ、ディニィ・ランドは、また今度にしよう。あ、ほら、もう九時になるから寝ないといけないな。夜よ更ふかしする子は、背が伸びないぞ」

　黒くろ媛ひめは、どこか雲を踏んでいるような心地ここちで、百香の背を押して歩いた。

　妹が、薄いピンクのベッドに入っていく。

　きょうの放課後、なにしてたんだ？

　という質問を吞のみ込みながら、百香の胸もとまで掛け布団を上げてやった。続けて、その可愛かわいらしい額ひたいにそっと唇を押しつける。

「おやすみ、百香」

「おやすみなさい、黒くろ姉ねえ様さま」

　百香が、ふんわりと笑ってくれた。

　黒媛はそっとベッドから離れ、部屋の電気を消し、ドアを閉めるときも音をたてないよう気をつけて廊下へ出た。

　百香の行動をあれこれ詮せん索さくするのは、よくないことだ。妹にも自由な時間は必要だから。過保護になることなく、見守ってやることが姉の役目のはず。

　そう思ってるから。

　いまだ、雲の上を歩いているような感覚が収まらない。

　用事って？　そのくらいなら、質問してよかったかも？　でも、過干渉はよくないし。

「…………………………ぅぅぅ～」

　どうしよう。


　　　★★★



　春日かすが理り刀とは、駅のホーム、その中央付近にあるベンチに腰を下ろし、入っては出ていく電車をぼんやりと眺めていた。

『間もなく電車が入ってきます。危険ですので、線の内側まで下がってお待ち下さい』

　というアナウンスは、これで何度目だろう。

　電車にのっていく人。電車から出てくる人。みんな忙せわしげに視界を通り過ぎていく。

　人々から置き去りにされたような、でもどこかのんびりとした心地で、理刀は焦あせらずに待ち続けた。

　右手には、いつ連絡がきてもいいようにケータイを握っている。

　ホームのベンチに座り、待つこと二〇分弱。

　握っていたケータイがブルブルと震えた。ようやくメールがきたようだ。

　さっそく開けてみると、黒くろ媛ひめらしい『次の電車　先頭車両　すまない』という短い文章が届いていた。

　ケータイを胸ポケットに押し込んだあと、理り刀とはベンチから立ち上がった。電光掲示板で到着時間を確認したあと、ホームの端を目指して歩き出す。

　昨晩、黒媛から連絡があった。

　土曜日のきょう、つき合ってほしいというものだった。

　彼女がケータイのむこうで、ささやくように言ったのだ。

『百もも香かが心配だから、尾び行こうしようと思ってる』と。

　最初は何事かと思ったものの、よくよく話を聞くと「妹想おもいの黒媛らしい」心配だったため、いまはゆるめに構えている。

　彼女の気がすむまでつき合ってあげよう、というのが理刀の考えだ。

　キュートとスイートには内緒で、マンションを出てきた。ちょっと後ろめたいものの、あまり大勢で百香を尾行すれば、気づかれる恐れがあるからだ。できれば理刀とふたりだけで、という黒媛の要望もあったし。

　入ってきた電車は、人がまばらだった。休日であっても、九時という早い時間であるため、人の動きもまだまだ少ないようだ。先頭車両は、特に乗客が少なく、降りる客はひとりもいなかった。のり込むのも、理刀ひとりだけである。

　車内に足を踏み入れると、すぐに黒媛が歩み寄ってきた。いつもは背に流している黒髪を、後頭部で束たばねてポニーテールにしている。

「本当にすまない。こんなことにつき合わせて……」

「いいって。オレだって、百香ちゃんのことは心配だしね」

　なにかしら納得のいくこたえを見つけ出せれば、黒媛も安心するだろう。

「で、百香ちゃんは？」

「隣の車両だ」

　黒媛が、目で次の車両へと続くスライドドアを指し示した。

　理刀はここでようやく、黒媛の格好をまじまじと眺めた。

　上は明るい縦たて縞じま模様のシャツにシルバーのネクタイ。下はグレーのミニスカート。靴はダークレッドの革靴。肩から、サイフや手帳くらいしか入らないのでは？　というほど小さなバッグをさげている。

「あ、こ、こんな格好は、やっぱり尾行にはむいてないかな？」

　理刀の視線に気づいた黒媛が、ネクタイをつまんで、ぴょこぴょこと横にゆらした。

「いや、いいと思うよ。私服のほうが人の中に溶け込めるしね」

「そ、そうだな」

　頰ほおを淡い紅色に染めながら、黒くろ媛ひめが嬉うれしそうに目を細めた。

　理り刀とも、紺色のＴシャツにジーパンを合わせただけという服装だから、そんなに目立たないはずだ。が、黒媛の場合は、細い足にスカートと同色のニーソックス、というオマケつきだから、少々人目を惹ひいている。

　彼女が、突き出した胸のせいで少々横に伸びた胸ポケットから、スッとサングラスをとり出した。そのまま、どこか芝居がかった仕草で顔にかける。

「どうだ？」

　どうだ？　なんて得意げに訊きかれても……。

　正直に「余計に目立つと思うよ」と言ってあげたほうが親切なのか？　それとも……。

「おっと、理刀のぶんもあるから」

　言うなり、肩からさげていたバッグの中から、どこか厳いかついサングラスをとり出し、親切心全開といった微笑ほほえみとともに差し出してきた。

「あ、ありがとう」

　サングラスを受けとり、わずかに迷ったあと、理刀は思いきってそれをつけた。

　視界が薄暗くなるが、それほど苦には感じない。

「人を尾び行こうするときは、まず視線を隠さないといけないからな」

　黒媛が、嬉しそうに顔を近づけてくる。












　視線を隠す前に、目立たないようにすべきでは？　サングラスにミニスカなんて、人目を惹ひきすぎるのでは？　なんてツッコミはいまさらだから口にしない。黒くろ媛ひめは大おお真面目まじめなのだから、そんなことを言ったら可哀かわい相そうだし。

　理り刀とは、とにかく笑みを浮かべた。

　妹に彼氏ができたかも、という信ぴょう性の乏とぼしい情報で大おお袈げ裟さなほど慌あわてている姉の姿は、傍はたから見れば滑こつ稽けいかもしれない。でも、本人は決してふざけてなどいないのだ。

　亜あ威い黒媛という女の子の性格を、理刀はよく知っている。

　サングラスのブリッジを親指でくいっと押し上げた瞬間、腹を決めた。

　きょうは、とことん黒媛につき合おう！




　理刀と黒媛は、見つからないようスライドドア越しに百もも香かの監視を続けた。

　そして、彼女が席を立って電車を降りていくのを確かめたあと、扉が閉まる前に自分たちも急いでホームへ飛び降りた。

　繁はん華か街がいにほど近い駅である。

　雑ざつ踏とうの波間で浮き沈みを繰り返すようにして、百香が改札へ歩いていく。

　そんな妹の背を追いながら、黒媛がわずかに顔をしかめた。

「ここは、あまり小学生むきの街じゃないんだが……」

　そんな彼女の気持ちをやわらげるため、理刀は意識して声を明るくした。

「服とか小物を買いにきたんじゃないかな？」

「それなら、わたしといっしょに出かけるはずなんだが……」

「もしかしたらさ、黒媛をビックリさせようと思って、なにかプレゼントを選びにきたのかも」

「プレゼントか？　ん～、バレンタイン、ホワイトデー、雛ひな祭まつり、お花見、新学期、誕生日、海開き、お盆、お月見、ハロウィン、クリスマス、元がん旦たん、毎年、いろいろプレゼント交換はしてるんだが、思い当たるイベントがないな」

「なにか、忘れてることは？」

「ないな」

　断言された。

　理刀と黒媛がコソコソと言葉を交わし合っている一〇メートルほど前方で、百香が改札を通過した。通学定期の区間内であるため、スルーである。もちろん理刀と黒媛も。

「!?」

　外したサングラスをバッグのサイドポケットに押し込んだ黒媛が、いきなりグッと理刀の左腕をつかんできた。

　早くもサングラスの意味がなくなっているけど……、そこは敢あえてツッコミを入れないでおく。

「あれは……」

　理り刀とは、百もも香かが手をあげて駆け寄っていく男性へ目をむけた。

　二〇代の半なかばくらいだろうか、理刀よりもほんの少しだけ背が高いようだから、おそらく身長は一七〇数センチ。髪は耳の上半分にかかる程度の長さ。目め尻じりの下がった、やさしげな男性である。

　百香が、ぺこっと男性に頭を下げたあと、躊躇ためらうことなくならんで歩き出した。

　隣で呆ぼう然ぜんとしている黒くろ媛ひめの横顔へ目を投げたあと、理刀は再び百香たちを観察した。

　彼氏彼女の関係というには、あまりにも年の差がありすぎないか？　間違いなく一〇歳以上は離れているはずだ。

　冷静に考えれば、恋人同士ではない、という結論にたどり着くのだが……。

「だれだ？　もしかして、あの男は犯罪者なのか？　百香は、まだ小学生だぞ？」

　冷静になれない人がいま、理刀の隣で表情を強こわ張ばらせているから……。

「落ち着いて。たぶん、なにか事情があると思うよ」

「わたしは落ち着いてるぞ？　決してとり乱してなんか……」

「うん、いつもの黒媛だと思うよ。だから、コンパクトはポケットにしまっとこうよ」

「くっ」

　理刀の説得で、黒媛が反射的にとり出していたコンパクトを胸ポケットに押し込んだ。

　時間をとめても、なにも解決しないよ？　それどころか、尾び行こうがバレちゃうよ？

　そんな言葉をかけてあげたいものの、彼女から腕をギリギリと握りしめられているため、なんとなく声をかけづらい。

　とにかく、落ち着いてね？




　駅を出た百香と男性のあとを、理刀たちはつかず離れずの距離を保ってついていった。

　うねるような人の流れにのってロータリーを横断する歩道を通り、駅前のアーケードへ入っていく。

　人と人の隙すき間まから、百香と男性の様子を窺うかがう黒媛は、叫びそうになったり、泣きそうになったり、唇を嚙かみしめたり、と見ている理刀がハラハラしてしまうほど表情をくるくると変え続けた。余裕たっぷりの微笑ほほえみを浮かべたいつもの彼女とは、まるで別人である。

　コンパクトをとり出したのも、一度や二度ではない。そのたびに、「落ち着いて、ね？」と理刀がやさしくなだめなければならなかった。

　見たところ、百香と男性はかなり親しい関係のようだ。自然な笑顔をむけ合っているし、歩いているときの腕と腕は触れ合わんばかりに近いし、身振り手振りで男性から爆笑をとったりもしていた。

　手を叩たたいて笑う男性は、黒くろ媛ひめの言う「ロリコン」とか「犯罪者」にはとても見えないのだが……。

　百もも香かと彼は、いったいどういった関係なのだろう。

　恋人、とは少し違うようだけど……。恋人じゃない、と言いきることもできなくて。

　黒媛が、先ほどからずっと理り刀との左腕をつかんだまま放してくれない。

　百香が笑うたびに、ぎゅぅぅ。

　男性が笑うたびに、ぎゅぅぅぅ。

　男性が百香の肩に手を伸ばしたときなど、ぎゅぅぅぅぅぅぅぅと腕の肉が潰つぶれそうなほど強く握りしめられた。

　彼女の瞳ひとみにはいま、うっすらと涙が溜たまっている。よほど妹のことが心配なのだろう。

　だったら、直接たずねたらいいのに、と思いはするものの、それができるくらいならこうやって尾び行こうはしていないだろう。理刀に応援を頼んでまで。

　きょうはとことん黒媛につき合うと決めたから、彼女の意志を尊重しよう。

　そんなことを考えつつ、理刀はチラチラと横目に黒媛の様子を窺うかがいながら、百香と男性のあとを追った。

「あの百香は、もしかしたら〝入れ替わり小こ法ぼ師し〟かも……」

　いきなり、黒媛がつぶやいた。まるで、重大な秘密を口にするときのように、表情から微かすかな冷気を漂ただよわせながら。

「は？　入れ替わり……なに？」

　黒媛が、ハッと我に返ったような顔で、理刀に涙目をむけてきた。

「理刀は〝入れ替わり小法師〟の話を知らないのか？　都市伝説なんだが……」

「ごめん。オレ、都市伝説とか、あんまり興味ないから」

「そ、そうか？　わたしもきのう本で読んだばかりなんだが、〝入れ替わり小法師〟というのはだな、ある人間に狙ねらいをつけてこっそり体を奪ったあと、二四時間その人間になりすまして生活するという、一種の精神体のようなモノらしいんだ」

「入れ替わるの？」

「そうらしい。もしかしたら、寂さびしいのかもしれないな。でも、きっと根はいいヤツなんだと思う。二四時間経たったら、体を返してくれるんだから」

「まあ、根がいいヤツなら、安心かもね」

「ん～、そうとも言えないんだ。この話には続きがあってな」

「続き？」

「ああ、この〝入れ替わり小法師〟はな、入れ替わってる間に正体を見破られると、体を置いて逃げていくらしい。そうなったら大変だ。もともとあったはずの魂が、自分の体に帰れなくなるんだから」

「そりゃ困るね」

「確かに困るな。そんなときの対処法は、周りの人間が魂を連れ戻す儀式をしなければならないと書いてあった。そのへんは斜め読みをしたから……」

　黒くろ媛ひめが、悔しそうに唇を引きしめた。

　理り刀とは、そんな彼女の横顔から百もも香かの後ろ姿に視線を移した。

「大丈夫だって。あれは間違いなく百香ちゃんだよ」

「わたしも、都市伝説なんか信じちゃいないが、それでも、万が一ってことも考えられるからな。火のないところに煙は立たない、っていうじゃないか。なにかしらの事件があったから、〝入れ替わり小こ法ぼ師し〟の都市伝説ができたんだと思うんだが……どうだろう？」

　黒媛が、理刀の腕を弱々しくゆすった。こんなに弱った彼女を見るのは初めてだ。

「万が一なんてないって。百香ちゃんのことだから、心配ないよ」

　理刀は、黒媛の手をポンポンと軽く叩たたいた。〝入れ替わり小法師〟なんてありえない。

「百香……」

　黒媛が、指先で目もとをぬぐった。

　レゾン学院では、ダイヤ第一級の【時の統治者タイムルーラー】として生徒たちから尊敬の念を集めている彼女なのに、妹のことになるとオロオロしてばかりだ。

　そんなところも、可愛かわいくはあるけど……。


　　　★★★



　キュート・フォンターナは、理刀の家、その玄関ドアをジッと見つめた。

　ドアベルを押しても、無反応。二度、三度と鳴らしてみても、返事はない。

　四度、五度としつこくやってみても、家の中からは物音ひとつ聞こえてこない。

　時刻は、九時半を回っているというのに。

　朝食をとったあと、また寝てしまったのだろうか？

　いや、もし寝ていたとしても、ドアベルの音で目が覚めるはず。

　なにかがおかしい。

　キュートは、第六感がぴりぴりと刺激される感覚に、むぅと唇を強こわ張ばらせた。

　自分の知らないところで、なにかが起きている。見えないし、聞こえないし、匂においもないけど、うっすらと感じることができる。第六感がぴりぴりだ。

　きのうの夜、いつものように毒どく舌ぜつ丸まるが用意してくれた夕食を、理刀といっしょに食べた。

　管理人室で、キュートとスイートと毒舌丸、そして理刀。ちゃぶ台を四人で囲む、いつもの食事だった。

　夕食後、それぞれ部屋へ戻る前のおしゃべりを楽しんでいたときだった。

　彼がつぶやいた言葉を思い出す。

『あ、黒媛からだ。なんだろ……』

　ケータイを耳に当てた理り刀との表情からすぐに明るさが消え、ちょっとした驚きを見せたあと、真剣に何度も「うん、うん、なるほどね」とうなずきながら、それとなく立ち上がり、管理人室を出ていった。

　いまにして思えば、耳のいいスイートに黒くろ媛ひめとの会話を聞かせないためだったのかもしれない。

　通話を終えて戻ってきた彼は、なんだか言葉を濁にごすようにして、曖あい昧まいな笑みを浮かべながら自分の部屋へ帰っていった。

　黒媛になにを言われたのだろう？

　そしてきょう。朝食の場にいた理刀に変なところはなかった、ように思う。でも、いつの間にか外出してるし。

　べつに、だれかの許可を得る必要はないけど……。

　キュートは、理刀がいないとわかっているのに、再びドアベルを押した。

　ピンポ～ン。

　なんだかイラッとしたから、連打した。

　ピポピポピポピポピポピポピポピポピポピポピポピポピポピポピポピポン。

　ふんだ。

「イタズラですか？」

「きゅ!?」

　いきなり横から声をかけられ、キュートは身を縮めた。

　立っていたのはスイートである。跳躍とんできたらしい。片かた眉まゆを上げ、〝イタズラをするお子ちゃま〟を見るような目をむけてくる。

「イタズラじゃないわ」

「理刀は、いらっしゃらないのですか？」

　スイートが、ドアへ視線を移した。

　ドアベルをあれだけ鳴らしたのに……。

　瞬時に、彼女が真剣な目をむけてきた。

「昨晩、理刀が受けた電話のこと、覚えて……」

「黒媛からのヤツでしょ？」

「ふん、話が早いですわね」

　スイートの瞳ひとみに、ツッと冷たい光が流れた。

　キュートは、ドアをコンと軽く叩たたいたあと、スイートの目を正面から受けとめた。

「あんたは、どう思う？」

「昨晩かかってきた電話。そして現状を見る限りでは、〝理刀が黒媛の誘いにこたえた〟と考えるのが妥だ当とうでしょう」

「あたしもそう思うわ」

　スイートが、瞳ひとみの温度をわずかに下げた。

「きょうは、休日ですわね」

「休日ね」

「休日にふたりで外出、というわけですわね」

「そうなるわね」

「休日に、ふたりきりで、デート、ということでしょうか？」

「デ、デートなんて、まだそうと決まったわけじゃ……」

「そうですわね。まだ決まったわけじゃありませんわ」

「でも、もしも、もしもよ？　もしも、デ、デ、デートとかだったら、どうする？」

「ありえませんわね。断言できますわ」

「どうして断言できんのよ？」

　キュートの言葉で、スイートが一瞬だけ不安そうに唇を曲げた。いつもの彼女らしからぬ、なにかを恐れているような表情である。

「……………わたくし、理り刀とをさがしますわ」

　唐突に回れ右をしたスイートが、エレベーターにむかって歩き出した。

　キュートは、慌あわててスイートのあとを追いながら、その背に言葉を投げた。

「ちょ、待ちなさいよ。さがしにいくっていっても、理刀に追跡術式は通用しないわよ？」

『混沌とした実在カオテイツク・リアル』の能力者である理刀の前では、あらゆる魔法が効果を失ってしまう。

　スイートが、肩越しに振り返ってきた。その目には、挑戦的な光が乱舞している。

「確かにその通りです。しかしながら、いまは行動を起こすべきときですわ」

「でも、むやみにさがし回ったって……」

「ふふん、獣人の底力、見せて差し上げますわ」

「あんた、クオーターじゃない」

「細かいことはいいから、いきますわよ」

　キュートはわずかに肩をすくめ、それでもスイートの三つ編みを追って歩き出した。


　　　★★★



　喫茶店に入った百もも香かと男性を追って、理刀と黒くろ媛ひめも店内へ足を踏み入れた。

　裏道に面した店の中には、ふたり掛けの丸テーブルが五つ、四人掛けがふたつ。入口脇わきにオープン・カフェとしてふたり掛けのものが三つつくられていた。

　店内のふたり掛けテーブルに腰を下ろした百香たちを横目に、理刀たちはこっそりと注文をすませて外へ出た。

　百香に気づかれはしないかとヒヤヒヤしたが、なんだか楽しい気持ちにもなれた。

　黒媛のほうは、妹と笑顔をむけ合っている男性にジトッと陰気な視線を貼はりつけっぱなしで、とても楽しそうには見えなかったけど……。

　理り刀とと黒くろ媛ひめは、オープン・カフェの隅に陣どった。ガラスの壁越しに、百もも香かたちの動きを監視しようというわけだ。

　再びサングラスをかけた黒媛が、注文したアメリカンをすすった。

　理刀も、ストローでコーラを飲む。

　理刀の席からだと、百香の小さな背中しか見えない。代わりに、男性の顔を正面から観察できる。

　黒媛が、テーブルを指先でトントントン、とどこか神経質そうに叩たたいた。

「あの相手は、百香をこんなところに連れ込んで、いったいなにを考えてるんだ？　普通だったら、もっとこう、ファミレスとか、ケーキのおいしいところとか、小学生が喜びそうな店を選ぶと思うんだが」

　たぶん、ファミレスでも、ケーキのおいしいところでも、黒媛は文句を言うだろう。

　とにかく、愛する妹が知らない男性といっしょに行動している、という現状をどうにかしたくて、でもできなくて、苛いら立だっているらしい。

　理刀はサングラスをずらして、百香と男性の様子を窺うかがった。

　男性はコーヒーを飲んでいるようだが、百香の前にはなにもない。注文していないのか、それとも注文した品がくるのを待っているのか。

　黒媛が両腕を組んだ。そうすると、彼女の豊かな胸がググッと押し上げられるから、なんだかドキドキだ。シャツのボタンが飛ばないか心配にもなるし。

「百香はきっと、マロンパフェを注文してるはずだ。メニューにあったから間違いない。喫茶店に入れば、あの子は決まってマロンパフェを食べたがるからな」

　心の底から妹のことを愛いとおしく想おもっているのだろう、黒媛の唇がうっとりするほどやわらかな微笑をつくり出した。サングラスをかけているため、残念ながら瞳ひとみのとろけ具合を見ることはできないが。

「百香ちゃんって、そんなにマロンパフェが好きなの？」

　理刀の質問に、黒媛がさらに笑みをひろげた。

「店によってパフェのかたちが違うから、食べ方はそのときどきで違うんだが、のってる栗くりを最後に食べるのが百香流なんだ。もう一心不乱に食べるから、見てると面白くてな」

　そこで、店員がなにかを運んできた。

　それに気づいた黒媛が、ゆっくりと右手を動かし、サングラスを外した。それをまたゆっくりとバッグのサイドポケットに押し込み、ことさらゆっくりと口を開いた。

「マロンじゃ、ないのか？」

　店員がもってきたモノは、遠目にもパフェには見えなかった。

　平たいカップに鎮ちん座ざした、どでかいプリンである。クリームの上にサクランボがちょこんとのっており、周りにごてごてと荒あら々あらしい感じで様々なフルーツがならべられている。

　デザート類であることは間違いないが、マロンパフェでないことは確実だ。黒くろ媛ひめの予想は半分当たり、といったところだろうか。

「プリン、アラモード？　そんな……」

　驚きよう愕がくの見本、といった表情の黒媛が、デザートを食べ始めた百もも香かの背に凝こり固まった視線を注そそいでいる。

　予想したモノと違っただけで、こんなにも驚くことができるなんて……。

　黒媛が、なにかに憑つかれたかのようにつぶやいた。

「プリンアラモードは、好きな人といっしょに食べるものだって、百香、前に言ってたじゃないか……」

　ショックを隠しきれない様子の黒媛に、理り刀とはどんな言葉をかけてあげたらいいのかわからない。

　ズズズ～ッとコーラをストローで吸い上げたあと、サングラスを外した。

「黒媛」

「………百香」

「く・ろ・ひ・め」

「え？　あ、ああ、すまん」

「百香ちゃんを信じてあげなきゃ」

「信じて……」

　黒媛の瞳ひとみは、早くも潤うるみ始めている。唇も震えている。

　彼女が、理刀と百香の間で数回視線を往復させたあと、

「もちろん信じてるぞ？　でも、プリンアラモードは、恋人と……やっぱり、あの百香は〝入れ替わり小こ法ぼ師し〟なんじゃ……」

「都市伝説だろ？」

「だったら、相手の男に騙だまされて……きっとロリコンなんだ。百香は可愛かわいいし素直だから、うまい言葉で釣られて、ゆくゆくは結婚を……」

「結婚って、それは飛躍しすぎじゃ……」

「あ」

　いきなり目を見開いた黒媛が、大きな胸の前でポンと手を打ち合わせた。

「そうか、結婚か……わかったぞ。あの男は亜あ威い家の財産を狙ねらって百香に目をつけて……うん、そう考えると全部つじつまが合う」

「黒媛」

「理刀もそう思わないか？」

「く・ろ・ひ・め」

　暴走気味の黒くろ媛ひめへ、理り刀とは微笑ほほえみかけた。

「ぅぅぅ」

　口を引き結んだ黒媛が、拗すねたような目を理刀にむけてくる。

　彼女も、自分が変なことを口走っているということをわかっているはずだ。わかっていても、妹のことになるとついつい、ということなのだろう。溺でき愛あいぶりがよくわかる。

「あ、どうすればいいんだ。百もも香かにはまだ早すぎる」

　黒媛が、両手で顔を覆おおった。

　理刀は、わずかに息をついた。

「そんなに心配なら、オレが訊きいてきてあげようか？　偶然を装よそおって店に入ってさ。あ、そちらは？　ってな感じで」

「そ、それだけはやめてくれ！　もし〝彼氏です〟なんて言われたらどうする？　わたしに悶もん死ししろというのか？　頼む。どうか、それだけは……」

「オッケー。絶対やらない。いまのはナシ」

　真剣そのものといった表情でテーブルに身をのり出してきた黒媛に対し、理刀は慌あわてて両手をひろげた。こんな反応をされるなんて、ちょっとビックリだ。

　だったらどうして尾び行こうするの？　なんて質問は、とてもじゃないが口にできない。

　妹が知らない男と街を歩いている。彼氏？　いやそんなはずはない。でも……。知りたいけど、知りたくない。

　黒媛の中ではいま、ふたつの思いがせめぎ合っているはずだ。

　ダイヤ第一級の【時の統治者タイムルーラー】、亜あ威い黒媛。いつもクールで、余裕たっぷりのオーラをまとっている彼女も、妹のこととなると心配性の姉にコロッと変身してしまう。

　突然、黒媛が慌てた様子でバッグからサングラスをとり出し、素早くかけた。百香たちが席を立ったため、顔を隠したつもりなのだろう。が、どう見ても怪しい人になっている。

　理刀は、サングラスのブリッジを人差し指で押し上げながら、それとなく百香たちから顔をそらした。

　二メートルほど離れた入口を、百香と男性が出ていく。こちらに気づいた様子はない。

　黒媛が、サングラスを外して再びバッグのサイドポケットにしまった。もってきたのはいいが、かけ慣れていないのかもしれない。

　理刀は、ゆっくりと席を立った。

「さて」

　百香を追おう。




　店を出て三秒もしないうちに、

「ちょ～っといいかな？」

　理り刀とと黒くろ媛ひめは、ぬるま湯のような声に足をとめられた。

　振り返ると、ひとりの男が口もとをゆるめ、骨盤が歪ゆがんでいるのか？　と心配になってくるほど曲がった姿勢で立っていた。

　急いで百もも香かたちの動きを確かめると、ちょうど先の十字路を右に折れるところだった。急がないと見失ってしまう。

「なにか用ですか？」

　用がないなら帰ってくれ、と言わんばかりに目を尖とがらせつつ、黒媛がバカ正直に男へむき直る。

　立ち方はだらしなく見えるものの、男はいわゆる美男子だった。

　理刀たちより少し年上だろうか。背が高くスリムな体。仕立てのよさそうなシャツは、清潔感のある青。白いパンツは、長い足によく似合っている。

　もしかしたら、モデルをやっているのかもしれない。ほどよく伸ばした黒髪はサラサラだ。全身から、「わたしは生まれながらに選ばれた人間です。超イケメンです。称賛して下さい」というフェロモンを発しているかのようだ。

　そんなフェロモン男が、黒媛に一歩だけ近づいてきた。

「ねえキミ、もしかしてどこかの事務所の子？」

「は？　なにを言って……」

「ん、ん、ん～、大丈夫。すべてを語る必要はないから。わかってるよ。キミ、本当は素人しろうとでしょ？」

　フェロモン男が、涼しげな微笑ほほえみを浮かべた。理刀のことは完全無視である。もしかしたら、視界に入っていることさえ気づいてないのかもしれない。

「デルモ、やってみる気ないかな？　なんなら、ボクの事務所、紹介してあげるよ」

「でるも？　あなたが言ってることはよくわからないな。わたしたちは急いでるから……」

　黒媛が歩きだそうとしたそのとき、

「ん、ん、ん～、そんなに急いでどこいくの？　人生はゆったり華やかにね」

　フェロモン男が、なれなれしく彼女の腕をつかんだ。と、

「放せっ！」

　黒媛がその手をねじり上げ、瞬またたく間に振り払った。

「あ、痛いっ！」

　フェロモン男が、情けない声を出す。

「痛いのが嫌だったら、いきなり他ひ人との体に触らないほうがいいな」

　黒媛の冷ややかな声に、フェロモン男の表情が一変した。細い眉まゆをつり上げ、拳こぶしを振りあげる。

　理刀は反射的に足を踏み出し、

「おい、いい加減に……」

　黒くろ媛ひめを背にかばった。が、よくよく考えてみれば、このような状況で｛蛇髪女の眼メドウサ・アイ｝に力を貸す必要はない。

「て、てめぇ、オレが怪け我がしたら、いったい何千万の損害になるか……」

　フェロモン男の動きが、ピタリと静止した。

　黒媛の手には、フタが開いたコンパクト。

　理り刀とは肩をすくめた。

　時間をとめられたフェロモン男が、目を大きく開き、上唇を下品にめくれさせ、歯を剝むき出した顔のまま固まっている。こうしてみると、醜みにくい優やさ男おとこだ。

「いこう。この男は、五分くらい日光浴でもさせておけばいいだろう」

　コンパクトを閉じた黒媛が、黒髪を翻ひるがえして歩き出す。

　道ゆく人々の目が、フェロモン男にガンガン集まっていく。なにアレ？　痛い人？　パフォーマー？　ママ、変な人がいるよ。見ちゃダメ。様々な視線が、雨あられのように。

　フェロモン男はおそらく、自分の容姿に自信をもっているはずだ。だから、人に見られることが好きなはず。

　ちょっと変顔だけど、たくさんの人に見てもらえるだろうから……、よかったね。

「これのせいで、あんなヤツが寄ってくるのかな？」

　黒媛が、ミニスカの裾すそをわずかにつまみ上げた。つまみ上げながらも、チラッと理刀に視線を送ってくる。

「似合ってる、ってことじゃない？」

「そ、そうかな？　で、でも、ちょっと短すぎたかも……」

「似合ってるよ」

　だから、それ以上つまみ上げないでね？　裾、ギリギリだから……。ドキドキだし。

　なんてことを考えている理刀からサッと目をそらした黒媛の顔は……………、真っ赤で、恥ずかしそうで、それでいて、とても嬉うれしそうだった。


　　　★★★



　キュートは、理刀が歩いたあとを丁寧に、根気よく、正確にたどっていった。すべてスイートまかせで。

　駅までの道のり。

　改札からホームまで。

　電車にのったあと、各駅に着くたび、開いたドアからホームの空気を念入りに調べた。

　確かに、『混沌とした実在カオテイツク・リアル』の能力者である理刀の動きは、探査術式や追跡術式では捕ほ捉そくできない。それでも、痕こん跡せきはちゃんと残っているとスイートは言う。

　理刀が通ったあとは、気の流れが不自然に途切れているから、それをたどればいいらしい。気の流れなんて、キュートにはまったくわからないけど。

　スイートが、気の途切れたカ所をさがし当て、それに加えて匂においをたどり、理り刀とが降りた駅を見つけ出した。

　お手柄だけど、まだまだ先があるから……。

　キュートは、勢いよく駅のホームに降り立った。初めて使う駅だから、勝手がよくわからない。改札はどっちだろう？　いつも使っている駅より、ずっと人が多い。

「ほら、もたもたしないで早くさがして」

　キュートは、藍あい色いろの瞳ひとみで宙を視みているスイートの背に、ポンポンポンッと三発入れた。気合い注入である。

「あなた、なにもしないくせに、威い張ばらないで下さる？」

「いいから、急がないと跡が消えちゃうでしょ」

「急せかさないで下さい。あなたに言われなくとも……」

「しゃべってる暇はないわよ」

「ったく、この子は……」

　ブツブツ文句を言いながらも、スイートがゆっくりと歩き出す。

　キュートは、電車から降りた人の流れを見て心配になった。数が多すぎる。こんなにたくさんいれば、気の流れも搔かき乱されてしまうだろう。

「人がいっぱいだけど、大丈夫なの？」

「ふん、大丈夫じゃありませんわ。こう人が多いと、もうなにがなんだか……」

「こうなったら、勘に頼るしかないわね」

「あなたの勘なんて、なんの役にも立ちませんわ」

「言ったわね。こう見えても、あたしの勘は鋭いのよ」

「なにを根拠に……」

「いいから、こっちよ！」

　キュートは、人の流れに沿って歩き出した。とにかく駅から出なければならない。あとはそれこそ出たとこ勝負だ。

「あなたと行動すると、本当に疲れますわ」

　スイートが、やれやれといった様子でついてくる。




　改札を出たあと、キュートは理刀の気持ちになって考えてみた。

　もし女の子とこの場所を訪れたら？

　そばにあった花壇の縁に立ち、ちょっとだけ高い位置から辺りを見回すと、ロータリーのむこうにあるアーケードが目に留まった。

　人がうじゃうじゃ流れ込んでいく。出てくる人もうじゃうじゃだ。きっと、楽しい場所が多いからうじゃうじゃなのだろう。

　だから、理り刀とはあっちにむかったような気がする。黒くろ媛ひめとふたりで。そう考えると、気持ちがわずかに重くなるが、ここでもたもたしてるわけにもいかない。

　花壇から飛び降りたキュートは、アーケードをピッと指差した。

「あっちね」

「確かに、気が断裂した跡が視みえますわ。ほんのわずかに、ですが」

　スイートが、逆らうことなくついてくる。

　人々に押し流されるようにして、キュートとスイートはアーケードの中を歩いた。途中、いくつもの曲がり角かどに差しかかったが、とにかく真まっ直すぐに進んだ。

　もはや、なんの手がかりもないのだから、進むしかない。

「ん？　あれは……」

　そろそろアーケードの終わりが見えてきたところで、スイートが横道に目をむけた。

　キュートも、彼女の視線を追って目をむける。

　抜け道のような細い道の先に、背の高い男性がひとり立っている。が、まるで動かない。

　スイートと顔を見合わせたあと、キュートは無言のまま横道に足を踏み入れた。動かない男性は、人形？　それとも……。

　初めてきた街で、初めて見るモノだから、やはり興味が湧わいてくる。

　あと一〇メートル弱、というところで、

「わかってんだろうな？　何千万だぜ？　そんな金、用意できんのかよ、ゴラァッ……って、あれ？　え？　えぇぇぇ？　消えた？」

　いままで動かなかった男が、いきなり凄すご味みをきかせて怒鳴り始めたかと思いきや、横よこっ面つらを張られたかのようにポカンとした顔になったあと、周りを見回してひとりで驚いた顔になっている。なにかの芸をやっているのだろうか？

　通行人たちが、みんな見て見ぬフリをしながら通り過ぎていく。ちょっと変な人がいるから、気づかないフリをしましょうね、と全員で示し合わせているかのようだ。

　道の脇わきにあるオープン・カフェの客も、知らん顔である。

　突然ひとり芝居を始めた変な男を注視しているのは、キュートとスイートのふたりだけ。

　その変な男が、キュートとスイートに気づき、ジッと見つめてきた。

　視線が重なって、およそ二秒。彼がこちらに歩み寄ってくる。

　なに？

　キュートは心もち身構えた。

「あの方、もしかしたら時間をとめられていたのかもしれませんわね」

　スイートの言葉に、キュートは思わず拳こぶしを握りしめた。

　時間停止と聞けば、連想するのは【時の統治者タイムルーラー】、亜あ威い黒媛の名だ。

　キュートたちの前で足をとめた変な人が、人当たりのいい笑顔を寄せてきた。背が高いから、遥はるか上空から見下ろされているような気分になる。

「ねえキミたち、もしかしてどこかの事務所の子？」

「ちょっと訊きくけど、長い黒髪の子、見なかった？」

　変な人の質問にはこたえず、キュートは強引にたずねた。

「そばに男の子もいたと思うのですが……」

　すぐさまスイートが言葉を添える。

　変な人が、わずかに眉まゆを寄せた。質問に質問を返されたから、気を悪くしたのだろうか？　でも、申し訳ないけど急いでるから……。

「ごめんなさいね。あたしたち人をさがしてるの」

「キミたち、さっきの子の知り合い？」

　変な人が、きれいなかたちの眉をぴょこんと上げた。

「さっきの子って、黒くろ媛ひめに会ったの？」

　キュートは、すかさずスイートに視線を送った。彼女はすでに瞳ひとみを藍あい色いろに染め、理り刀とが残した痕こん跡せきをさがし始めている。

「あのさ、キミたちの知り合いって子、もしかしてマジシャンかなにか？　ついさっきまでそこにいたのに、いきなり消えちゃってさ」

「ありましたわ。まだそんなに時間が経たってませんわね。あちらへむかったようですわ」

　スイートが、細い道の先を指差した。

「ちょっと、キミたち、オレの話ちゃんと聞いてる？」

　キュートは、変な人の声を耳から追い払いながら、スイートとうなずき合った。

「いくわよ」

「ええ」

「ちょっと待てよコラ！　お前ら何様だ!?　オレを無視か？　今月の〝ナイスメン〟の表紙がだれだか教えてやろうか？　竹たけノの内うち武たけ司しだよ。武司はオレのダチの知り合いなんだぜ？　コラ、ナめてんのか？」

　突然怒り出した変な人が、いきなりスイートの左腕をつかんできた。

「お放しなさいっ！」

　素早く動いたスイートが、有無を言わさず男の腹に右みぎ拳こぶしを突き込んだ。

「ぷぎっ」

　聞きようによっては可愛かわいくもあり、それでいて情けなくもある呻うめきをもらし、変な人が地面に座り込んだ。

「断りもなく他ひ人との体に触れるときは、それなりにご用心なさってね」

　スイートが、肩にかかった三つ編みを手で払いながら、ふふんと変な人を見下すような笑みを浮かべた。

「あんた、いきなり殴らなくても」

　キュートは、体をくの字に曲げている変な人の顔を覗のぞき込んだ。

「ちょっと、大丈夫」

　いきなりだった。

「きゅっ!?」

　変な人が、キュートの襟首を乱暴につかんできた。身を退ひく間もない。

「痛いてぇんだよこの野郎っ！　警察呼ぶぞゴラァッ！　オレは一回のショーで数千万は稼ぎ出すトップクラスの……ぅひゃああああああああああっ、な、な、なんだよこれぇぇ！」

　キュートは、裏返った悲鳴をあげる変な人をにらみつけた。

　スイートが動くよりも先に、襟首をつかんできた彼の右手を毛け蟹がにに変えてやったのだ。

　彼の手はいま、足をガシャガシャ動かし、ハサミをチョキチョキやっている。

　幻術だからなんの害もないけれど、本人は心底驚いているらしい。その証拠に、悲鳴を辺り一帯に響かせている。

　スイートが、哀あわれみのこもった目で変な人を見ている。

　キュートは、右手をぶんぶん振りながら悲鳴をあげ続けている変な人へ、ビシッと言ってやった。

「気安く触んないでよねっ！」


　　　★★★



　百もも香かと男性が、衣料品店に入っていく。

　店の外から見る限り、若い女の子むけの可愛かわいらしい服を専門に扱っている店のようだ。

　フリフリだし、ヒラヒラだし、目がチカチカしそうな色ばかりだし、キラキラビーズがあっちもこっちもびっしりだし、理り刀とにはとても踏み込めない世界である。

　店の入口上に『ＰＵＣＡ×２』と書かれた看板がかかっている。「プカプカ」と読ませたいのだろうか？

　そんな店に、百香はともかく男性まで足をとめることなく入っていった。勇気があるのか？　慣れているのか？　それとも、なにも考えていないのか？

　理刀はそれとなく店の前を通り過ぎながら、「どうする？」と黒くろ媛ひめにたずねた。

『ＰＵＫＡ×２』の店内は、あまりひろいようには見えなかった。入っていけば、間違いなく百香に見つかってしまうだろう。

　出てくるまで待つか？　他ほかに選択肢はないし……。

「待つしかないな」

　黒媛も、理刀と同じ考えのようだ。

「それじゃ、道のむこうに渡って……ん？」

　理り刀とはそこで、黒くろ媛ひめがなにかを見ていることに気づいた。

　彼女の視線をたどっていくと、一体のマネキンにぶつかった。

『ＰＵＫＡ×２』の隣も、女性むけの衣料品店だった。入口横の立て看板には『ボーイッシュ』の文字。こちらは、『ＰＵＣＡ×２』よりも年齢層をちょっと高めに設定してあるようだ。シャープなシルエットに落ち着いた色合いの服が多いように見える。

　黒媛が目を吸い寄せられていたマネキンは、大きめの襟にウエストを引き絞ったダークブルーの半はん袖そでシャツを着ていた。

　思わず、彼女が身につけたところを想像してみる。

　ちょっとばかり胸がきついかもしれないけど、きっと似合うに違いない。もちろん、ミニスカも似合ってるけど。

　理刀は深く考えず、

「あの服、黒媛に似合いそうだね」

　そうつぶやいた。

「そ、そうかな？　わたしも、いい感じのシャツだな、って思ってたんだが……」

「大人おとなっぽい色だから、黒媛らしさが出るかもね。オレもあんな感じの服が好きだしさ」

「理刀は、その、なんだ、あんな感じの服が好みなのか？　なるほど、そっか……」

　うっすらと頰ほおを染めた黒媛が、マネキンに歩み寄っていく。

　百もも香かが出てくるまで、服を眺めているのもいいだろう。でも、すぐ隣の店だから、注意してないと……。と、そんなことを考えていた理刀の目の前で、黒媛が『ボーイッシュ』の店内へ入っていき、女性の店員に話しかけ始めた。

　彼女はいったいなにを？　なんだか、店頭に立っているマネキンを指差しているようだけど。店員も完全に営業スマイルだし。

　足早に店から出てきた黒媛が、

「ちょっと試着してみるから、待っててくれ」

　なんだか嬉うれしそうに微笑ほほえむから……。

　百香ちゃんは？　という言葉を口にできないまま、理刀は曖あい昧まいにうなずくことしかできなかった。

　試着？

　ひと目め惚ぼれですか？




　百香がいつ店から出てくるかわからないため、理刀は歩道に出たまま『ＰＵＣＡ×２』の入口を見張っていた。

　ガードレールに腰を下ろし、腕時計に目を落としたり、ケータイを開いたりして、「ボク、人を待ってるんです」というポーズをとりながら、それとなく『ボーイッシュ』の隣店に気を配る。

　百もも香かたちが出てきたら、見つからないよう素早く『ボーイッシュ』の中へ身を隠さないとな、などと行動の流れを考えているとき、視界の隅に引っかかる影に気づいた。

　見て、

「!!」

　思わず息を吞のんだ。

　キュートとスイートが、道のむこうから歩いてくるではないか。

　どうして彼女たちがここに？

　ほとんど反射的に、『ボーイッシュ』の中へ駆け込んでいた。

　なぜ隠れるんだ？　偶然だね、と声をかければいいじゃないか。

　そう思うものの、足は慌あわただしく店の奥へむかい、目は狼狽うろたえ気味に黒くろ媛ひめの姿をさがしている。棚のむこうか？　柱の陰か？　黒媛はどこにいる？

「お連れ様なら、あちらでご試着中ですよ」

　理り刀との姿を認めた女性店員が、にこやかに店の奥を指し示した。

「あ、ども」

　店員へほとんど顔をむけることなく、理刀は店のいちばん奥にある試着室へむかった。

　もちろん、いきなりカーテンを開けるようなマネはしない。

　カーテン越しに呼びかける。

「黒媛、あのさ……」

　思わず声が小さくなるのは、どこかに後ろめたさがあるからだろう。キュートたちに黙ったまま、黒媛とふたりで外出したという現状に。

　でも、決してやましいことをしているわけじゃない。

「あ、も、百香が出てきたのか？　す、すまん。もう少し待ってくれ。いま、上着を脱いだばかりで……」

「いや、百香ちゃんはまだ店にいるんだけど、キュートとスイートが、どういうわけかすぐそこにいて……」

「え？　キュートとスイートが？」

　カーテンがわずかに開き、そこから黒媛が驚いた顔を覗のぞかせた。チラッ、と白い肩も見えたから、ドキリとしてしまう。

　上着、急いで着ましょうね。


　　　★★★



　スイートが、注意深く歩道を進んでいく。

　キュートは、そんな彼女の三つ編みを眺めながら考えた。

　変な人のお陰で理刀が通った道を発見できたのだから……、感謝の意を伝えてもよかったのでは？　腹を殴ったり、右手を毛け蟹がにに変えたりしたのは、やりすぎだったかも？

　でも、胸ぐらをつかまれて、ちょっと恐こわかったし。

　変な人だったから、ま、いっか。

　ひとり納得したあと、自らも目に魔力を込め、スイートが見つめる先を凝ぎよう視しした。が、なにも見えない。

　幻影術式しか組成できない、役立たずな自分に腹が立つ。

　だから……。

「あんた、もう少し急げないの？　こんなペースじゃ日が暮れちゃうわ」

　スイートに八つ当たりした。

　すぐに彼女が、碧あおに染まった瞳ひとみを尖とがらせ、キュートに顔をむけてくる。

「これで精一杯ですわ。だいたい、なにもしないで見ているだけのくせに……」

「ほらほら、こっち見てる暇があったら、前を視みなさい」

「………っ」

　ムッとした表情で、なにか言いたげに口をもごもごさせたスイートだったが、すぐに唇を引きしめ、再び前方へむき直った。

　この場で無駄に言葉をぶつけ合うより、理り刀との追跡を優先したのだろう。

「ふん、言われなくとも、クオーター獣人の実力をお見せしますわ」

「早く見せてよ」

「む」

「早く早く」

「気が散りますから、口を噤つぐんでて頂けませんか？」

「気を散らしてる暇があったら、集中しなさいよ」

「……ったく、腹の立つ子ですわね。ん？」

　スイートが、不意に目を細めた。彼女の表情が、感情の消えた狩人かりゆうどのそれに変わる。

「見つけたの？」

「このあたりにハッキリとした跡が残っています」

「どこどこ？」

　視ても、キュートにはやっぱりわからない。

　スイートが、道の先にある洋服屋へ碧の瞳をむけた。

「あの店の前で、しばらくウロウロなさってたようですわね」

　服を売る店が、ふたつ軒のきを連つらねている。

　手前の店は、なんというか、キラキラピカピカヒラヒラな服がゴテゴテと店先にならんでいるから、無駄に騒そう々ぞうしいような……。

　そのむこうは、ずっと落ち着いた色合いの服が、どこか慎つつましやかに、互いを引き立て合うようにしてならんでいる。商品を着せられた人形も上品に見えてくる。

「あの店って、どの店？」

「〝ボーイッシュ〟という看板を出している店です」

「理り刀とが、あそこにいるの？　女の人が着るような服じゃない？」

「黒くろ媛ひめは、女性ですわ」

「そ、それは、そうだけど……」

「とにかく、あの店に入ってみましょう」


　　　★★★



　理刀は、覚悟を決めた。

　キュートとスイートが、連れだって店の中へ入ってきたから……。

　黒媛といっしょに外出したからって、べつに変なことはしていない。いないけど……。

　こっそりマンションを出たからって、べつにキュートとスイートを邪魔者扱いしたわけじゃない。ないけど……。

　キュートが、店に入ってすぐの場所にあるマネキンを見上げている。

　スイートが、壁にかけられたジャケットに手を伸ばしている。

　彼女たちはまだ、こちらに気づいていない。Ｔシャツをならべられた棚があるから、理刀が少し腰を屈かがめれば、身を隠すことができるだろう。

　店の奥に入ってこられれば、なんの意味もないけど……。隠れたりしたら、状況をさらに悪化させそうだし。

　先手を打って、こちらから声をかけよう。

　そう思い、理刀は片手をあげた。そして、口を開こうとしたそのとき、

「こっちだ」

　あげた手をつかまれ、うしろに引っ張られた。

「!?」

　シャッ、とカーテンが閉められる。

「……………あのぅ」

「静かに！」

　黒媛に鋭い息を吐くようにささやかれ、理刀は口を閉じた。

　引っ張り込まれたところは、試着室の中。

　試着室の中だから、もちろん狭い。

　そんな場所にふたり入れば、当然、呼気も香りも楽々と届く至近距離に身を置くことになって……。

　黒媛は、シャツを着ていなかった。

　つまり上半身は下着だけ。

　洒落しやれた刺し繡しゆうに縁ふち取どられたブルーのブラが、これでもかと押し上げられた胸のボリュームが、未知なる世界につながっていそうなほど深い胸の谷間が、理り刀との視界、そのど真ん中にズドンと飛び込んでくる。

　目をそらさなきゃ！

　そんな理性の叫びに抗あらがい、男の本能が視線を〝固定〟してしまう。〝硬直〟といったほうが正しいかもしれないが……。

「……っ！　……ぁ！」

　頰ほおを真っ赤に染めた黒くろ媛ひめが、あたふたと右手で胸を隠し、左手を理刀の目に押しつけてきた。

「あ、ごめ……」

　理刀が口を開いたのとほぼ同時に、

「ここで途切れてますわ」

　カーテンのむこうから、スイートの声が聞こえてきた。

「ってことは、この中に理刀がいるってこと？　ここ、女の人専用の店でしょ？　この靴だって女物よ」

　理刀は顔をしかめた。

　試着室の前にはいま、黒媛の革靴が脱ぎそろえられている。












「カーテンの下、隙すき間まがありますわね」

「あるわね」

「中にいらっしゃるのが、おひとりだけとは限りませんわよ」

「靴、ひと組しかないじゃない」

「わたくしがいまからとる行動は、〝覗のぞき〟ではありません。歩き続けて疲れましたので、ここでちょっと屈かがんでみたくなっただけですわ」

「パッと覗けばいいじゃない」

　キュートとスイートの会話を耳に、理り刀とは寒気を覚えた。

　確かに、床とカーテンの隙間が一〇センチほど空あいている。ここから中を覗き込まれれば、中にふたりいることがバレしまう。最悪だ。

　理刀の脳内に「ジ・エンド」の文字が浮かび上がってきた直後、黒くろ媛ひめが抱きついてきた。

「!?」

　そのまま、グッと体をもち上げられる。

　理刀は反射的に膝ひざを上げ、床から両足を遠ざけた。

　キュートの声が聞こえてくる。

「あの足は女の人よ。やっぱりひとりしか入ってないわ」

「ですわね。だとすると理刀はどちらへ……」

　理刀のアゴの下で、黒媛がきつく目を閉じ、天井を仰あおぐようにして歯を食いしばっている。腹にむにゅ～っと押しつけられた彼女の胸、その谷間が、なんとも……。

　いやいやいや待て待て、深すぎる谷間を見下ろしている場合か！

　理刀は、黒媛の肩をポンと叩たたいて、人差し指と親指で丸をつくった。「ＯＫ、大丈夫だから下ろして」というサインだ。

　黒媛が、音をたてないようゆっくりと理刀を下ろしてくれる。そしてすぐに自分の上着に腕を通し始めた。

　恥ずかしそうにチラチラと理刀を見上げながらも、素早くシャツのボタンを留め、ネクタイをしめ直す。

　ブルーブラに包まれた見事なまでのバストが、服の下に隠れてくれたお陰で、ホッとするような、ちょっと寂さびしいような……。

　頰ほおをぽわぁんと桜色に染めながらも、黒媛がむぅっと拗すねたような視線を突き刺してきたから、理刀は慌あわててカーテンへ顔をむけた。

　ほら、外にキュートたちがいるよ。どうする？　大変な状況だよ？　下着を見てしまった件はあとでゆっくりと、なんて誤ご魔ま化かそうとしている自分が情けない。

　いきなり、

「もしもし、ちょっとよろしいですか？　おたずねしたいことがあるのですが……」

　カーテンが、外から二度叩たたかれた。もちろん音はしない。ゆらっ、ゆらっ、と動いただけだ。下から覗のぞき込んだだけではあきらめず、中の人間からなんらかの情報を引き出そうと考えてのことだろう……が、返事をしたらそれこそ終わりジ・エンドだ。

　理り刀とは、黒くろ媛ひめと顔を見合わせた。

　どうする？　このままキュートたちに見つかり、「こんなところでなにしてたの？」なんて質問をされたら、どうこたえる？

　かくれんぼ？　キュートたちを脅おどかそうと思ってた？　ニッポン国は土地が狭いから、ふたりで更衣室を使うこともあると言い張る？

　ダメだ。無理がありすぎる。

　ひと呼吸後、

「カーテン、ちょっとくらいなら開けてもいいんじゃない？　女同士だから大丈夫よ」

　マナーなど放ほうり投げたキュートの言葉が、無慈悲に聞こえてきた。

　今度こそ、間違いなく、疑いようもなく、ジ・エンドだ。

　理刀は、黒媛と目で言葉を交わし合った。

　しかたないな、と彼女の瞳ひとみが言っている。

　そもそも、更衣室に逃げ込んだせいで状況が悪化したのだ。足を隠したせいで、さらに悪くなった。ここは堂々と自らの手でカーテンを開け……、と理刀が腕を動かした直後、

「わぁ、やっぱりキュートさんたちだ。すっごい偶然ですね！　こんなところでどうしたんですか？　わたしもちょうど、隣のお店で洋服を見てたんです！」

　店の中に響いたのは、百もも香かの元気な声だった。


　　　★★★



「わぁ、やっぱりキュートさんたちだ。すっごい偶然ですね！　こんなところでどうしたんですか？　わたしもちょうど、隣のお店で洋服を見てたんです！」

　キュートは、声に振り返った。

　明るい笑みを浮かべた百香が、パタパタと店の中へ駆け込んでくるのが見えた。

　どうして、彼女がここに？

　理刀と黒媛が連れ立って出かけたことと、なにか関係があるのだろうか？

　スイートと顔を見合わせたあと、再び百香へ目をむける。

　彼女の後ろから、知らない男性も入ってきた。だれだろう？　やさしそうな感じの人だけど。

　百香が、Ｔシャツがならべられた棚のむこうで足をとめ、ニパッと笑った。

「ショッピングですか？」

「ええ、ちょっと、ね」

　理刀が歩いた道をたどってきた、とは言いづらい。

「ショッピング、というわけではないのですが……キュートとふたりで、ただぶらぶらと街を見て回っていただけですわ。人間界見学です」

　スイートも、微妙なかたちに唇を曲げている。

　百もも香かが、ニパーーッと笑顔の明るさを倍にした。

「それだったら、厚かましいかもしれませんが、お願いしてもいいですか？」

「お願い？」

「はい、これからある場所にいってですね、あることをするんです」

　ある場所にいって、あることをする？

　ここで、スイートが後ろを見ていることに気づき、キュートも肩越しに更衣室を見た。

　あれ？

　カーテンが、半分ほど開いている。

　中には……。

「!?」


　　　★★★



「わぁ、やっぱりキュートさんたちだ。すっごい偶然ですね！　こんなところでどうしたんですか？　わたしもちょうど、隣のお店で洋服を見てたんです！」

　百香の声が聞こえてきたときは、さすがに背筋が寒くなった。

　理り刀とは顔をしかめた。しかめるだけで、なにもできないけど……。

　キュートとスイート、加えて百香まで！

　黒くろ媛ひめが、長いまつげを震わせている。口をパクパクさせているが、なにを言いたいのかよくわからない。さすがの｛蛇髪女の眼メドウサ・アイ｝も、かなり混乱しているようだ。

　どうして、理刀とふたりで更衣室に入ってたの？

　説明すれば、やっぱりどこかに後ろめたさがあったから、つい隠れてしまった。

　どうして、この店にいたの？

　どうして、百香が入った店の隣に？

　偶然にしては、できすぎだよね？

　質問を重ねられれば、正直な黒媛がきっと全部しゃべってしまうだろう。

　そして、こう訊きかれるはずだ。

　どうして、尾び行こうしていたの？

　理由は、百香のことが心配だったから。

「過保護」「大きなお世話」「妹を信用していない」と言われたらそれまでだけど。

　黒媛が、理刀の手をぎゅっと握りしめてきた。その瞳ひとみには、微かすかな怯おびえとわずかな涙が溜たまっている。

　理刀は瞬間的に心を決めた。

　決めたら、躊躇ためらうことなく行動すべし！

　ほんの少しだけカーテンを動かし、その隙すき間まから外の様子を窺うかがった。

　百もも香かが入ってきたなら、キュートたちの意識はいま店の入口へ注そそがれているはず。

　銀のツインテール。帽子の下から伸びた幾本もの三つ編み。キュートとスイート。彼女たちはいま、こちらに背をむけている。

　理り刀とは、黒くろ媛ひめに目で合図を送り、彼女の手をぎゅっと握りしめたあと、腰を屈かがめてそぉ～っとカーテンを開けた。

　鼓動が速くなる。ドキドキだ。もし気配を感じて振りむかれたら……。

　黒媛の靴をつかみ、頭を下げたまま陳ちん列れつ棚だな伝いに移動する。Ｔシャツがならべられた棚が、百香の視線を遮さえぎってくれている。

　手を伸ばせば届く距離に立っているキュートたちも、こちらの動きに気づかない。黒媛が試着しようとしたシャツは、試着室に置いてきてしまったが、この際しかたない。

「ショッピングですか？」

「ええ、ちょっと、ね」

　百香とキュートの会話を聞きながら、理刀は黒媛の手を引いて棚の陰に体をすべり込ませた。

「ショッピング、というわけではないのですが……キュートとふたりで、ただぶらぶらと街を見て回っていただけですわ。人間界見学です」

　スイートの声を耳に捉とらえながら棚の陰から陰へ移動し、入口へ接近する。

「それだったら、厚かましいかもしれませんが、お願いしてもいいですか？」

「お願い？」

「はい、これからある場所にいってですね、あることをするんです」

　ある場所？　ちゃんとした目的地を言ってくれたら……。

　そんな思いを胸に押し込み、眉まゆ根ねに深いシワを寄せてこちらを見ている女性店員に、「すみません。事情があるんです」と口の動きだけで伝え、キュートとスイートが更衣室へ顔をむけた隙すきを狙ねらって、店の入口へ直進した。

　強こわ張ばった目をした黒媛が、無言でついてくる。

　理刀は振り返ることなく『ボーイッシュ』を出て、すぐに黒媛の前に靴を置いた。

「す、すまない」

　細いつま先を靴の中に突っ込んだあと、彼女がすぐに走り出す。ちゃんと履はくのは後回し、いまは逃げることが先決、ということなのだろう。

　理刀も、黒媛とならんで走った。

　ポニーテールにした黒髪を激しくゆらしながら、黒媛がどこか滑こつ稽けいな動きで走り続ける。靴をしっかり履いてないから……。

　そんな走り方のせいで、大きな胸もシャツのボタンを弾はじき飛ばさんばかりに危険な上下運動を繰り返している。ミニスカの裾すそも、空気をはらんで大きく上下してるから……。

　見ていてドキドキで、それでいておかしくなって、クスッ、と理り刀とは思わず笑みをこぼしてしまった。

「お、おかしいか？」

　黒くろ媛ひめが、不安そうな目をむけてくる。

「うん、ちょっと変かな？」

「そ、そうか？　……………そうだな。ふふ、変だな」

　怯おびえや不安の色を濃くしていた黒媛が、ようやく表情をゆるめてくれた。

「はは、変な走り方だな。これじゃまるで、ちょっとばかり足の速いアヒルだ」

「せめてダチョウにしとこうよ」

　黒媛と言葉を交わしながら、理刀はとにかく走り続けた。

　キュートとスイートが、なんらかの方法で追ってきてるから、とにかく路地をデタラメに走ってみて……。




　理刀と黒媛は、『ＰＵＣＡ×２』と『ボーイッシュ』からあまり離れすぎないようにしながら、裏路地や商店街をひと巡りし、再び店の近くに戻ってきた。

　店から飛び出して、10分ほど経たってるけど……、キュートたちはまだ店内にいるのだろうか？

　道のむかいから『ボーイッシュ』を覗のぞいてみた。

　女性店員がひとりだけ。あとはだれもいないように見える。

　念のため、『ＰＵＣＡ×２』も覗いてみた。

　数人の女の子たちがいたが、キュートたちの姿はどこにもない。

「すまない」

　黒媛が、ぼそりとつぶやいた。

「ん？　なんで？」

　彼女が謝ってくる理由は、なんとなくわかった。わかったから、理刀はあえて軽い調子でたずねた。

　黒媛が、視線を落とした。

「理刀をさんざん引っ張り回した挙あげ句く、キュートやスイートにまで迷惑をかけて、結局、百もも香かまで見失って……」

「オレはいいから、気にしないでよ。なんのかんのいって、楽しかったしさ。それよりも、百香ちゃんといっしょにいた人のこと……」

「だれなのかな？　わたしたちよりずっと年上だったが」

「大人おとなに見えて、本当は小学生、とか？」

「それはないな」

「最近の子は、発育いいらしいよ」

「発育がいいって……」

　黒くろ媛ひめが、チラッと自分の胸もとに目を落としたあと、瞬またたく間に頰ほおを紅あかくした。

「発育」という単語から、いったいなにを連想したのやら……。

「部分的な発育は、まあ人それぞれだと……」

　言ってしまってから、理り刀とは慌あわてて息を吞のみ込んだ。が、出してしまった言葉までは吞み込めない。

　試着室でのことが、頭の中に浮かび上がってくる。

　顔を紅くした黒媛。彼女の白い首筋。鎖骨。胸の丸み。ブルーなブラ。などなど。もち上げられたときに見下ろした、深すぎる胸の谷間なんかも。

　黒媛が、むぅ～っと下唇を突き出し、どこか愛あい嬌きようのある瞳ひとみで理刀をにらんでくる。彼女らしからぬ表情だけど、なんだか子どものようで可愛かわいらしい。

　すぐに表情から力を抜いた黒媛が、理刀の肩を拳こぶしでこつんと叩たたいてきた。

「さっきはありがとう。本当に助かった。わたしは、頭がフリーズして、気づいたら、理刀を抱き上げたり……」

「黒媛って、かなり鍛えてんだね。オレ、六〇キロ以上はあるよ」

「ハハ、男みたいだろ？　言葉づかいも、ぶっきらぼうだし」

「そんなことないよ」

「そ、その、なんだ、理刀は、やっぱり、お、女の子っぽいしゃべり方のほうが……」

「人それぞれじゃないかな？　黒媛には黒媛の〝色〟があるから、いまのままでいいんじゃない？」

「そ、そうかしら？　それでもやっぱり、女の子っぽい口く調ちようのほうが、殿との方がたの受けもいいんでしょ？　理刀だって、そっちのほうが……」

　黒媛が突然、声こわ音ねも口調も表情も「清純派な女の子」といったもの変えたから……。

　ドキッ、と心臓が大きく跳ねた。が、すぐに……、

「……やっぱり無理だ。しゃべってて、鳥肌が立ってきた」

　腕をぽりぽりと搔かき始めた彼女を前に、理刀はドキドキを静めながら話題を引き戻した。

「百もも香かちゃんはどこにいったんだろ？　キュートたちもいっしょかな？」

　頰を紅くしたまま、それでも目に真剣さを宿した黒媛が、通りの左右へ目をむける。

　二車線道路の両りよう脇わきには、ざっと目につくだけで、銀行、カード会社、ラーメン店、飲み屋、調剤薬局、『ＰＵＣＡ×２』、『ボーイッシュ』、ファーストフード店、時間貸し駐車場、スーパーなどの看板がならんでいる。統一感がまるでない。

　百もも香かが立ち寄りそうな場所は……、

「商店街のほうへいったのかもな」

　黒くろ媛ひめが見た限り、ひとつもないようだ。

　彼女の歩調にあわせながら、理り刀とは商店街へ足をむけた。

「百香ちゃんといっしょにいた男の人、やさしそうな感じだったけどね」

　だから、そんなに心配しなくてもいいんじゃないかな？　昼間だし、人通りも多い場所だし、きっとキュートたちもいっしょだし。理刀は、言葉にいろんなプラスの意味を込めた。つもりだったけど……。

「かもしれないが、でも、百香が言ってた〝ある場所〟とか〝あること〟っていうのが、どうしても気になって、な」

　黒媛の声には力がなくて……。

　理刀は、「大丈夫だって」と彼女の薄い肩をぽんぽんと軽く叩たたいた。

　黒媛が、落としていた目を上げ、理刀を見上げてくる。そして、瞳ひとみだけで微笑ほほえんだ。

「百香のことになると、わたしはダメだな……」

「ダメとかじゃなくて、それは黒媛が百香ちゃんのことを本気で心配してるってことなんだから、そのままでいいんじゃない？」

「そうかな？」

「そうだよ。黒媛と百香ちゃんみたいに仲のいい姉妹って、なんか羨うらやましいよ。オレ、ひとりっ子だからさ」

　黒媛が、心地ここちよさそうに目を細め、唇をほころばせた。

「百香は、本当に大切な存在いもうとなんだ」

　彼女の言葉に、理刀は噓うそ偽いつわりのない意志を感じとった。

　わかるような気がする。

　百香は、心と体全部で姉を慕したっている。魂から姉を想おもっているといってもいい。それは、黒媛がそれだけの関係を妹と築き上げてきたからに他ほかならない。

　黒媛が、宙に座っている見えないだれかへ話しかけるように、しゃべり始めた。

「わたしの母は、百香を生んですぐに他界したんだ。

　わたしが六歳のときだった。

　わたしはいいんだ。母にたくさん愛してもらったから……。

　でも、百香は写真の中でしか母の顔を知らないんだ。

　抱きしめてもらった記憶もない」

　理刀は、前だけを見て歩き続けた。それでも、気持ちは黒媛に寄り添わせている。

　彼女が初めて話してくれる家族のことや妹への想いだから、真剣に聞くべきだと思った。

　黒媛が、話を続ける。

「うちの父は、ほとんど家にはいないんだ。

　帰ってくるのは、年に数回だけ。人任せにできないマジメな性格なんだが、それがよくないんだろうな。

　日本全国、あちこちを飛び回ってるらしい。

　ときどき海外から手紙やプレゼントが送られてきたりするから、いつ、どこでなにをしてるのか、実のところ娘のわたしも把握してない」

「さすが亜あ威い家の当主、といったところだね」

　理り刀とには想像もできない世界である。

　偉くなったら、でかい机にふんぞり返り、革張りの椅い子すに腰を据すえ、部下にビシビシ指示を出しているだけでＯＫ、というようなイメージがあるけれど、現実は違うらしい。少なくとも、黒くろ媛ひめの父親は日本どころか世界を相手に仕事をしている。

「父の不在は慣れてるから……、元気でいてくれればそれでいい。

　ま、そんなわけで、あの無駄に大きな我が家で亜威の名前をもつ人間は、わたしと百もも香かだけなんだ。

　あとは使用人たちばかりでな。

　お陰で、あまり居い心地ごこちのいい場所じゃない」

「ひろい屋敷なのに？」

「ひろさは、まあ圧迫感がないという点ではいいかもしれないがな。問題は、わたしと百香がもつ亜威の名前なんだ」

「名前？」

　理刀は、目だけを黒媛にむけた。百香を大切に想おもっていることと亜威の名前に、どういった関連性が？　話が見えてこない。

　黒媛が続ける。

「わたしと百香は、亜威本家の娘なんだ。だから、一族のすべてから〝本家の娘〟として扱われている。

〝亜威本家の娘〟というのはな、言い替えれば〝金のなる木の苗〟だ。

　だから近縁や遠縁の親しん戚せき中じゆうが、わたしか、もしくは百香を欲しがってる。もちろん、一族外の連中もな。

　亜威家の周りには、金と権力が大好きな方々がたくさん集まってるんだ。

　よくぞこれだけ集まったものだ、と感心するほどぞろぞろとな。

　わたしのぶっきらぼうなしゃべり方も、きっと幼い頃ころから気を張って生きてきたせいだろう。〝負けるもんか〟って思い続けていたら、口く調ちようも態度も硬く融通がきかないものになっていくんだ。いまのわたしが、いい例だな」

　黒媛が、疲れたような息を吐いた。もしかしたら、金と権力が大好きな方々の顔を思い浮かべ、気分を重くしているのかもしれない。

　だから理り刀とは、

「金とか権力に興味がないヤツだって、たくさんいると思うよ」

　黒くろ媛ひめを元気づける意味で、声に力を込めた。

「ああ、わたしもそう思ってる。

　だがな、少なくとも亜あ威い家に群むらがってくる連中に、そんなタイプはいない。

　金銭欲と権力欲にあふれた、愛すべき特権階級のお偉方ばかりだからな。

　理刀も覚えてるだろう。

　本当に情けないことだが、亜威家は金と権力のためなら子孫の魂を魔族に売り渡すような一族なんだぞ？」

「……………」

　理刀は、すぐに言葉を返せなかった。

　黒媛の曾そう祖そ父ふが、亜威家繁はん栄えいのためにキュートの父、ハンサム・フォンターナと契約を交わしたことは理刀も知っている。

　顔も知らない子孫の魂よりも、莫ばく大だいな金と強大な権力のほうを選択する人間がいたという事実に、肌寒さを感じたことも忘れていない。

「亜威はそんな一族だから、本家の娘であるわたしと百もも香かは、互いに支え合って生きてきたんだ。

　あの子を守ってあげられるのは、わたししかいない。

　そして百香は、いつもわたしを癒いやしてくれる、というわけだ。

　姉の口から言うのもなんだが、あんなに可愛かわいい子は、なかなかいないと思わないか？」

「将来は黒媛以上になるんじゃない？」

　ここは、すかさず返すことができた。

「だろ？」

　黒媛が、心底嬉うれしそうに微笑した。


　　　★★★



　百香に誘われ、キュートとスイートは、ファンシー・ショップ『たかゆめ屋』に足を踏み入れた。

　商店街から通りを一本隔てた路地にちょこんと建っている、どこか街からとり残されたかのような、それでいて通行人の目を引き寄せる可愛いレンガ造りの店は、開店しておよそ一ヶ月なのだという。

　無関係ながら、人通りの少ない裏路地で果たして商売ができるのだろうか、と心配になってくる。

　百香といっしょにいた松まつ生お貴たか春はるという男性が、目を線のように細め、キュートたちを笑顔でこの店に案内してくれた。

　開け放たれたドアを抜けると、しっとりとした香かおりが漂ただよってきた。ラベンダーだろうか？　気持ちをもみほぐしてくれるような香に包まれたまま、キュートは店内を見回した。

　およそ幅三メートル、奥行き五メートル。外から見て想像した通り、中もそれほどひろい店ではない。ただ……。

　壁一面につくられた棚、そして店内に三つ置かれた大きめのテーブル上にならんでいた品物に、キュートは目を吸い寄せられた。

「可愛かわいいわね」

「みんな、松まつ生おさんのご趣味でしょうか？」

　スイートが、ならべられた品々に興味津々といった様子で顔を近づけている。

　松生が、人好きのする笑顔のまま頭をかいた。

「趣味ってわけじゃないけど、まあ嫌いじゃないから店をつくったわけで、スイートちゃんが気に入ったのつけてね」

「これ、ぜぇ～んぶ松生さんがデザインしてるそうですよ」

　百もも香かが、テーブルの前で両手をひろげた。

「デザインっていうより、アイデアかな……それをかたちにして、お客さんに喜んでもらえるレベルにしているのは、ボクじゃないし……」

　キュートは、棚に置いてあった品物のひとつを手にとった。

　プラスチックのヘアバンドに、動物の耳がついている。なんの動物を模もしているのだろう？　これをつけてなにをするのか？　獣人のマネ？　ただの装飾品？

　こんな耳をつけて歩いている人は、人間界にきて一度も見たことがないけど……。それでも、可愛いことは確かだ。

　自分がこの耳をつけたところを想像してみる。

　銀髪に尖とがった茶毛の耳をくっつけると……。

「………悪くないわね」

「わたしもそう思います。キュートさんのネコミミって、きっと素敵ですよ！」

　キュートのつぶやきに、百香がすかさず反応してくれた。

　キュートは、耳つきヘアバンドに目を落とした。

　ネコミミ、という装飾品らしい。

「わたくしは、自前のモノをもっていますので、耳は不要ですわ」

　スイートが手にしているのは、青っぽくて、細長い、ふさふさとしたモノだった。

　尻尾しつぽ？

　なるほど。耳があるなら尻尾だってあるだろう。なんとなく店のカラーが見えてきた。

　スイートが、手触りがよさそうな尻尾をなでている。

「わたくし、獣人のクオーターですから、尻尾しつぽも四分の一くらい残っていそうなものですが……幸か不幸か、遺伝しなくて……お母様は、わずかな長さのモノをおもちですが……」

　言いながら、腰の後ろに尻尾をつけた。どこか満足げな表情をしているように見えるのは気のせいだろうか？　ベルトに引っかけるだけのニセ尻尾なのに。

　キュートはそんなスイートに歩み寄り、

「帽子、とってみなさいよ」

　ひょい、と無断で彼女の帽子を奪いとった。

「あっ、なにをなさるの!?」

「耳と尻尾、合ってるじゃない」

「え？」

「スイートさん、すごく似合ってます！　やっぱり耳と尻尾の合体技は最強です！」

　百もも香かが、小さな手をパチパチと打ち鳴らす。

「あ、そ、そうなのですか？　そのようなことを言われたのは、初めてですわ。ありがとうございます」

　スイートの透明な頰ほおが、じんわりと朱を帯おびていく。獣の耳を褒ほめられ、とても嬉うれしそうだ。

　帽子を返してやっても、すぐにかぶろうとせず、近くの姿見にチラチラ目をむけている。












　だから、キュートも嬉うれしくなった。

　百もも香かも、笑顔をさらに明るくしている。

　松まつ生おのニコニコ顔も、店に入ってからずっと崩れない。

「キュートさん、こっちのほうがもっと可愛かわいいですよ！」

　すぐに百香が、別の棚から別のネコミミをもってきた。こちらは銀毛の耳がついている。

「そうね。やっぱり髪の色に合わせたほうが……」

　茶毛のネコミミを外し、銀毛につけ替えた。そしてすぐに鏡を覗のぞき込む。

　銀の耳がぴょこんと頭にくっついている自分は、とても可愛いような気がする。

　理り刀とに見せたいな、と思う。

　理刀はどこにいるのかな、と思う。

　理刀に会いたいな、と思う。

　せっかくの休日なのに……。

「それじゃあ、わたしはこれをかぶってぇ、それからこれとこれをつけて、あとはぁ、これも。ん～、これもつけちゃえ」

　百香が、ピンク色のウイッグをかぶったあと、これまたピンクの耳と尻尾しつぽを素早く装着し、続けて鈴のついた首飾り、というよりも首輪のようなモノをつけ、最後にネコの手を巨大化させたような手袋をつけた。

「ガオ～って気分です」

　ピンク色のニセ獣人になった百香が、ニパッと笑みを浮かべる。

　どんなに「ガオ～」なんて凄すごんでみても、ピンクな髪と耳と尻尾だから少しも恐こわくない。首輪に鈴もついてるし、手袋には肉球が四つもついてるし、『ＰＵＣＡ×２』で松生に買ってもらったというキラキラビーズがびっしりついたＴシャツも着てるし、なによりも百香自身が愛らしい女の子だし。

「それじゃあ、あたしも」

　理刀のことは、マンションに帰ってから考えよう。と気持ちを入れ替え、キュートも百香に倣ならって『たかゆめ屋』の品物を吟ぎん味みした。

　可愛い文房具類もあるけど、いまは〝装飾品限定〟だ。

　百香が言うには、愛らしい格好をして、それから……。

「みんな、すっごく可愛いね。あんまり可愛いから、ちょっと恐いなあ」

　いきなり、松生の胸もとがピカッと光った。

「？」

　彼の手の中には、いつの間にかカメラのようなモノが……。

「あん、撮とるなら撮るって言って下さい。変な顔になってませんか？」

　百香が、松生に歩み寄った。

「ごめんね。でも、自然な感じを撮とりたかったからさ。いい感じだと思うけどな」

　松まつ生おが、カメラの裏側を百もも香かに見せた。

　それだけで、なにがわかるというのだろう？

　キュートも、百香といっしょにカメラの裏を覗のぞき込んだ。スイートも顔を寄せてくる。

「きゅっ」

「まぁ」

　思わず、驚きの声がもれ出てしまった。

　スイートも、両の眉まゆを跳ね上げている。

　カメラの裏に、小さな写真が貼はりついていたからだ。それも、数秒前に撮ったばかりと思おぼしき写真が。耳をつけた自分がいる。

「これ、撮った写真をすぐに見られるの？」

「はい。デジカメっていうんです。んと、本当はデジタルカメラって名前らしいんですけど、みんな縮めて呼んでます」

　百香の説明に、キュートとスイートは、「「へぇ」」と感嘆の声を重ねた。

「人間界の人たちって、ほんと楽しむことにかけては妥協しないわね」

「見習わないといけませんわね」

　松生が、デジカメを胸ポケットにしまいながら頰ほおをゆるめた。笑うと必ず、目が線になるから面白い。

「使ってる人間は、デジカメの構造がどうなってるかなんてサッパリなんだけどね」

「わたしもサッパリわかりません」

　百香も、ニパッと笑みを浮かべる。

　彼女に目を流しながら、松生が歩き出した。

「それじゃあ、子猫に変身してもらったあとは、さっそく次の場所へ……」


　　　★★★



　理り刀とは、妹の大切さと可愛かわいさを力説する黒くろ媛ひめといっしょに駅へむかった。

　話しながら、しばらく商店街をぶらついてみたものの、百香やキュートたちを見つけることができなかったため、あきらめて帰ることにしたのだ。

　黒媛にサングラスを返し、彼女もまたサングラスを外して歩いている。

「わたしは、百香のことになると、ほんと、無駄に力りきんでしまって……」

　鼓動を確かめるように左胸を押さえながら、黒媛が自じ嘲ちよう気味につぶやいた。それでも、唇は笑みのかたちを崩さない。

　きっと彼女のことだから、妹のためならいつだって全力で行動してやるぞ、という覚悟を固めているのだろう。

　理刀は、それとなく腕時計に目を落とした。

　一一時四二分。

　一二時まで、あと二〇分弱。

「もうすぐ昼か」

　黒くろ媛ひめも時計を見ている。

　だれに言うともなくつぶやくような声だったため、理り刀とは彼女の横顔へ目をむけただけで、なんの言葉も返さなかった。

　昼になれば、昼食をとるのが普通だけど……、どこかの店に入って黒媛とふたりきりで、ということになれば微妙に空気の色が変わってくる。

　いつもならキュートがいて、スイートがいて、巴ともえがいて、百もも香かがいて、そして黒媛がいるから、それほど気にならない。

　でも、〝ふたりきりで食事〟ということになれば、〝ふたりでむき合う〟ことになり、〝目と目を合わせて会話〟しなければならず……。百香をいっしょに尾び行こうするのとは、やっぱり違っていて……。でも、嬉うれしくもあって……。

　黒媛は、レゾン学院の生徒たちが憧あこがれるダイヤ第一級の【時の統治者タイムルーラー】であり、ファンクラブもある｛蛇髪女の眼メドウサ・アイ｝と呼ばれる女の子なのだから。

「お腹なか、空すいてないか？」

　黒媛が、不意にたずねてきた。

「え？　お腹？　まあ、少しは……」

「駅のむこうに公園があるんだが、いってみないか？　そこでホットドッグとかどうかな？　きょうつき合ってくれたお礼におごらせてくれ」

「ホットドッグ？　いいね。食べるの久し振りだ」

　ホットドッグなら、歩きながらでも食べられるし、座るにしてもベンチで肩をならべていればむかい合わなくてもいい。

　黒媛も、自分と同じようなことを考えたのだろうか？




　休日の公園は、人が多かった。

「池のあっち側にある売店で、ときどきホットドッグを買うんだ。これが意外とおいしくてな。頼めば、マスタードをたっぷりかけてくれるんだぞ」

　黒媛が、大きな池にかかっている橋を指差した。池の中には、手こぎや足こぎのボートがたくさん浮かんでおり、少々渋滞気味になっている。それでも、家族、恋人、友人、その他ほか、いろんなペアやグループが、笑顔をあふれさせていた。

　見ているだけで楽しくなってくる。隣を歩いているのは、すれ違う人の目を引き寄せるような女の子だし。

　黒媛も、理刀の視線をたどってボートで遊ぶ人たちに目をむけている。

「ここのボートは、恋人同士でのると別れるって言われてるらしい」

「別れるの？　ふ～ん、それっぽい人たち、いっぱいのってるみたいだけど。なんでまた、そんなこと言われてんだろ？」

「ほら、あっちの隅に小島があるだろ」

　黒くろ媛ひめが、池の隅のほうを指差した。確かに、小さな島がある。木が密集していて、その隙すき間まに祠ほこらのようなモノがちょこんと建っているのが見えた。

「あそこに弁べん財ざい天てんが奉まつられているらしいんだ。女の神様だから、恋人たちがいちゃいちゃしているのを見ると嫉しつ妬とするらしい」

「だから別れさせる、と？」

「嫉妬するなんて、人間みたいだな」

　言った直後、黒媛の視線が、小島から池のボートへ、そして空に、続いて理り刀との胸もとへ、それから足もと、と不規則に移動した。

　なに？

　顔が、少しばかり紅あかくなってるようだけど……。

　わずかにうつむいた黒媛が、チラッ、チラッと理刀へ目をむけながら、

「わ、わたしたちも、弁財天を、し、嫉妬させて、みないか？」

「え？」

「あ、いや、こ、こ、恋人を見て、嫉妬するなら、わたしと理刀が、恋人になれば……」

「黒媛？」

「あ、かか、勘違いしないでくれ。フリだ。恋人のフリをしよう、と言いたかったんだ。ほら、こうして手をつなげば……」

　素早く右手を伸ばしてきた黒媛が、強引に理刀の左手をつかんできた。彼女の顔はいま、紅一色に染まりきっている。放ほうっておくと湯気が出てきそうだ。

　彼女のやわらかい手が、細長い指が、理刀の手にからみついてくる。意外にも力強く握りしめられたから、なんだかドキドキだ。

　真っ赤っかな顔の黒媛が、理刀から視線を引き剝はがすようにして前にむき直った。

「ほら、な？　こうやって歩くだけで、恋人のフリができると思わないか？　フリだぞ？　フリだからな？　弁財天を嫉妬させるために、フリをするんだ。恋人の、な」

「フリ、ね」

　理刀は、黒媛と握り合った手に、ほんの少しだけ力を入れた。ふにっ。

「そう。フリだ」

　黒媛も、さらに力を入れてくる。ぎゅ～っ。

　痛いような、嬉うれしいような、恥ずかしいような、なんとも言い難がたい心地ここちで、理刀は歩き続けた。

　そして橋を渡りきり、売店まであと二〇メートルほど、という場所に差しかかったときだった。

「よろしくお願いしまぁ～す」

　そんな声が聞こえてきた。

　この声は？

「百もも香か!?」

　声が空気に溶け込むよりも早く、黒くろ媛ひめが反応した。

　売店の少し先に、大勢の人が集まっているのが見える。

　理り刀との左手を放した黒媛が、黒髪をなびかせて走り出す。

　理刀もすぐさま、彼女のあとを追った。

　人だかりに近づき、その中心を覗のぞいてみると……。

「キュート？」

　銀色のネコミミと鈴つきチョーカーをつけた、あまりにも愛らしいキュートの姿があった。隣には、帽子をかぶっていないスイートもいる。百香も。

　みんな、耳と尻尾しつぽをつけて。

「な、百香っ」

　黒媛が、人ひと混ごみに飛び込んでいく。

　あ、バレちゃうよ？　と声をかける間もなかった。彼女にとって、愛すべき妹がネコミミをつけているのだから、思わず足を前に出してしまったのだろう。

　しかたなく、「すみません」と理刀も人混みに割って入った。




　姉の登場に驚きながらも、百香が説明してくれた。

　ウイッグやネコミミやリボンやチョーカー、そして尻尾などは、ファンシーショップ『たかゆめ屋』の主力商品なのだという。着ているシャツは、『ＰＵＣＡ×２』のモノだけど……。

　百香は、『たかゆめ屋』を宣伝するため、ビラ配りの手伝いをしていたのだ。

　キュートとスイートも、百香に頼まれて手伝っていたらしい。

『たかゆめ屋』の店主である松まつ生おは、百香のクラスメイトである松生美み夏なつという子の従兄いとこなのだそうだ。

　彼はいま、少し離れた場所でビラを配っている。ファンシーショップ『たかゆめ屋』を繁盛させるために、店主自らも汗を流しているようだ。

　百香の説明を聞きながら、理刀はそれとなく黒媛の様子を窺うかがった。謎なぞの男性の正体がわかったことで、ホッとした表情をしている。

　それはいいのだが……、

「……というわけなのニャ」

　百もも香かのしゃべり方が気になった。

　ネコミミと尻尾しつぽをつけているから、気持ちはわかるけど。

「そうなの、ニャ」

　キュートまで、百香と同じ世界に浸ひたっているようだ。

「わたくし、ネコ科ではありませんので」

　スイートひとりだけ、〝ニャ〟ワールドを外から眺めている。

　黒くろ媛ひめが、細い息を吐いた。

「ったく、アルバイトをするならするで、ちゃんと言ってほしかったな。お陰で、無駄に心配し……」

「黒くろ姉ねえ様さまって、こんな耳つけたり、尻尾つけたりするの、きらいだから……言えなかったのニャ」

「いや、わたしは、自分がつけるのは窒ちつ息そくしそうなほど嫌いだが、百香がつけるぶんには問題ないぞ？　可愛かわいいしな。うん、写真に撮とっておきたいくらいだ」

「でも黒姉様、きょうはどうしてこの公園にきたのかニャ？」

「うっ、それは……」

　黒媛がこたえに詰まったそのとき、

「百香ちゃん、ごめんねぇ～」

　橋のほうから、甲かん高だかい声が聞こえてきた。

　両耳の後ろで髪を束たばねた女の子が、パタパタと走ってくるのが見えた。

「ゥニャ、美み夏なつちゃんだニャ。お～い」

　百香が、駆け寄ってくるクラスメイトに手を振り返す。

　美夏が、理り刀とと黒媛に目を留めるなり、急激に立ちどまった。そして目を大きくし、

「ぅおぁっ！｛蛇髪女の眼メドウサ・アイ｝だっ!?」

　ビシッと指差してくる。

　かなり驚いている様子だが、こっちも驚いた。あまりのオーバーリアクションである。

「どうして百香ちゃんのお姉さんが、ここにっ!?　あたし、どうすればいいのっ!?」

　いまにも目を回して倒れてしまいそうな勢いだ。

　そんな友人を前に、百香が肩をすくめた。

「美夏ちゃんは、黒姉様の大ファンなのニャ。それもあって、バイトのこと言いたくニャかったのに……。あの子、黒姉様を見るといつも変になるのニャ」

「そ、そうなのか？」

　黒媛が、どこか引きつったような笑みを美夏にむけた。

　すると、美夏がビシッと姿勢を正し、

「松まつ生お美み夏なつっ！　一一歳ですっ！　百もも香かちゃんとは大の仲よしですっ！　能力値一〇二っ！　ただいま媒体さがしてますっ！　ついさっき、行列して新作ゲーム『モンスター・ガチバトル』をゲットしてきました！　そのせいで大遅刻です！　ごめんなさいっ！　百香ちゃん、代役ありがとう！　それから、百香ちゃんのお姉さん、初めましてっ！」

　ガバッと頭を下げた。が、黒くろ媛ひめに、ではなくあさっての方向へ。

「ほら、おかしくなったニャ」

　落ち着き払った百香のツッコミが、ちょっとおかしい。

「なんか面白い子ニャ」とキュート。

「風変わりな子ですわね」とスイート。

「で、話の途中だったけど、黒くろ姉ねえ様さまがここにいる理由はニャに？」

　百香が、しつこくたずねてきた。

　黒媛が、理り刀とに助けを求めるような目をむけてくる。

　キュートとスイートも、ジ───ッと黒媛を注視している。

「理由は、だな……」

「みんな、そろそろお昼にしようか？」

　黒媛の言葉を遮さえぎるように、松生が歩み寄ってきた。彼の隣に、知らない女性もいる。首の高さに切りそろえた黒髪が清せい楚そな、線の細い女性だ。

　松生が、理刀と黒媛に「？」と目をむけてくる。

　すぐに百香が、

「わたしの姉と、そのお友だちの春日かすがさんですニャ」

　と紹介してくれた。ここでも、こだわりの〝ニャ〟は外さない。

　目を線にして笑みを浮かべた松生が、「松生です」と丁寧に頭を下げた。

　すぐに、「妻の夢來ゆめなです」と隣の女性も。

「どうも」

「初めまして、妹がお世話になってます」

　理刀と黒媛も、すかさず頭を下げる。

　松生が結婚していたという事実に、ちょっとばかり驚きだが、百香の彼氏疑惑はこれで解消だ。

　夢來が、夫と同じように幸せそうな笑みを浮かべた。

「ふたりくらい増えても大丈夫よ。サンドイッチ、たくさんつくったから」

　手に提さげていたバスケットを、ひょいとあげてみせる。

　理刀と黒媛は、目だけで言葉を交わした。

　ランチタイムを狙ねらって押しかけたみたいで、申し訳ないような気がするけど……。

　お邪魔する？





エピローグ




　木陰にひろげたシートに、みんなで輪になって腰を下ろした。

　キュートたちは、耳と尻尾しつぽをつけたままだから、行き交う人たちの視線を集めまくっている。ただでさえ、人目を惹ひく可愛かわいい女の子たちなのに……。

〝ニャ〟もあちこち飛とび交かってるし。

〝ニャ～〟〝ニャ？〟〝ゥニャ！〟〝ニャフ〟〝ニャハハ〟〝ニャ～ン〟〝ンニャ～〟

　可愛いからいいけど。

　シートにほとんど腰を落ち着けず、『たかゆめ屋』のホームページで使うから、と松まつ生おがちょこちょこと移動しながら、デジカメでいろいろ写真を撮とっている。

　キュートやスイートや百もも香かの写真を見て店に足をむける人はきっと、かなりの数になるだろう。それだけ、彼女たちは愛くるしい。

　耳やリボンやチョーカーをつけただけで、これほど破壊力が増すなんて……、『たかゆめ屋』恐るべし。

　デザインのほとんどが松生で、商品の大半が夢來ゆめなの手によるモノだと聞いた。美術系の大学を出たという奥様は、自分がつくったモノでだれかに楽しんでもらえたら、心から嬉うれしいと微笑ほほえんでいた。

　美み夏なつは、黒くろ媛ひめを食い入るように見つめたまま、もむもむとサンドイッチを頰ほお張ばっているだけで、ほとんどしゃべろうとしない。

　キュートとスイートは、理り刀とを挟んで座り、静かに紙コップで紅茶を飲んでいる。

　黒媛に肩をくっつけるようにしてサンドイッチをパクついていた百香が、パッと表情を明るくした。

「これおいしいですニャ」

　ハムとタマゴのサンドイッチだ。

　そんな妹に、黒媛がそれとなくたずねた。

「なあ、百香。前に言ってただろ？　プリンアラモードは好きな人といっしょに食べるって。そのことなんだが……」

　百香が松生と食べていたデザートのことが、どうしても頭から離れないらしい。傍はたから見ると些さ細さいなことでも、姉という立場上、妹の真意を確かめておきたいのだろう。

「プリンアラモード？　うん、好きな人と食べたらおいしいと思うニャ」

「でも、きょう、食べただろ？　ということは、百香、まさか……」

「ニャ？　きょう食べたのはプリンアラモードじゃニャくて、〝プリン荒様式あらモード〟ニャ。って、どうして黒くろ姉ねえ様さまがそんなこと知ってるの？　…………………………………………………………………………………………………………………………………………見てたの？」

　百もも香かが、〝ニャ〟を使わなくなった。

「あ、いや、それは、なんだ、たまたまだな……」

「黒くろ姉ねえ様さま、百香をつけてたんでしょ？」

　百香に顔を寄せられ、黒くろ媛ひめがたじたじになっている。

　亜あ威い姉妹を横目に、理り刀とは紅茶をすすった。適度な甘さが、ノドの奥へ流れ込んでいく。

　百香ちゃん。黒媛はキミのことを心配して……、と助け船を出すタイミングを計はかっているところへ、

「ところで理刀、きょうは黒媛とふたり、なにしてたのかニャ？」

　キュートが、そうたずねてきた。彼女はいまだ〝ニャ〟を貫つらぬき通している。

「わたくしたち、ずっと理刀をさがしていましたの」

　スイートも、耳をピコピコさせながら、すかさず身を寄せてくる。

「いや、それはね……」

　黒媛といっしょに百香を尾び行こうしていた。と説明するのは容易たやすい。でもそれは、黒媛の了承が必要だから……。

　彼女はいま、懸命に言葉を濁にごしながら、百香の追及を振り切ろうとしている。が、口を割るのは時間の問題だろう。

　それでも、黒媛が真実をしゃべらないうちは、自分も話すわけにはいかない。

　だから、理刀はとにかく笑っておくことにした。口もとがヒクヒクしても、目もとがピクピクなっても、笑顔！

「ナイショ、なのかニャ？」

　キュートが、言葉の可愛かわいらしさにはおよそ似つかわしくない鋭さを空色ひとみに込め、身を寄せてきた。

「わたくしたちには言えないことをしていた、ということでしょうか？」

　スイートも、ジリッとお尻しりを寄せてくる。

　これで、フォンターナ・サンドイッチのできあがりだ。

　黒媛がなおも、百香の攻撃を受け続けている。どこか追い詰められた表情で。

　だから……。

「理刀、どうして黙ってるのかニャ？」

「理刀、なにか仰おつしやって下さい」

　理刀は、キュート＆スイートの刺とげ々とげしいダブル視線を前に、苦笑いを浮かべることしかできなくて……。

　フォンターナ・サンドイッチ、スパイスの効きすぎなのでは？





第二話　チェ～～ンジ！




プロローグ




　黒くろ媛ひめは机に右みぎ肘ひじをついたまま、ベッド脇わきに置いてあるデジタル時計に目をむけた。

　現在、九時○七分。

　百もも香かはいつも、九時にはベッドに入る。しかも寝つきがすこぶるいい子だから、枕まくらに頭を沈めて五分もしないうちに心地ここちよさげな寝息をたて始める。

　いま頃ごろはもう、夢色の世界へ足を踏み入れているはずだ。

　可愛かわいい妹の寝顔を覗のぞきにいこうかな、という欲求を押し潰つぶすほどの大きな悩みがいま、黒媛にのしかかっている。

　つい先日、百香を尾び行こうしたことで、ちょっと気まずくなっているのだ。

　理り刀とにも迷惑をかけた。そのせいで、キュートとスイートにも無駄な心配をさせてしまった。すべて自分が悪い、ということはよくわかっている。

　だから、理刀やキュートたちにはきちんと謝った。そしてすぐに許してもらえた。

　問題は百香である。

　心配だったから尾行した。悪いと思ってる。妹をもっと信用してあげるべきだった。許してもらえるなら、なんでもする。

　そう心から謝った。

　だが、「許してもらえるなら、なんでもする」という言葉がいけなかった。

　それじゃあ、許してあげるから、代わりに……、と百香が出してきた「条件」を聞いたから、こんなに悩んでいるのだ。

　お金は一円もかからない。体力だってほとんど使わなくていい。それでも……。

　条件を吞のめば、百香はすぐにでも機嫌を直してくれるだろう。そしてまた、いつもの癒いやしスマイルをむけてくれるはず。

『黒くろ姉ねえ様さま、〝なんでもする〟って言ったよね？』

　自分を見上げてくる妹の瞳ひとみが、いまも脳裏に焼きついている。

　どうすればいいのだろう。


　　　★★★



　昼休みになると、五分もしないうちに仲間たちが集まってくる。

　理刀の教室へ最初にやってくるのは、いつもスイートだ。チャイムが鳴り終わる頃には、もう机の隣に立っている。跳躍とべる彼女には、地下学院アンダーレゾンから地上の教室までものの数秒もかからない。

　いつものようにクラス中の視線をこれでもかと集めながら、いつものように空あいた机をくっつけ、いつものように理り刀と、キュート、スイート、黒くろ媛ひめ、巴ともえ、百もも香かの六人がそろったところでいっせいに弁当をひろげた。

　理刀を挟んで、右にキュート、左にスイート。理刀から見て左斜め前が黒媛、正面が百香、右斜め前が巴、という席位置である。

　理刀は、毒どく舌ぜつ丸まるがつくってくれた弁当に箸はしをつけながら、それとなく百香の様子を窺うかがった。どことなく空気が重いから。

　先日の件はみんなにも話してあるから、この場の全員が知っている。

　黒媛と百香がギクシャクしていることも知っている。

　百香が、尾び行こうの件を許してあげる代わりに、ある「条件」を出したということも、今朝の登校時に聞いたから知っている。

　黒媛が、その条件を聞き入れるか否いなかを迷っていることも。

　黒媛と巴に挟まれている百香が、黙って口だけを動かしている。もぐもぐ。

　黒媛が、そんな妹の様子をチラチラと遠慮がちに窺っている。

　巴が、静かに百香の横顔を見つめている。

　百香はいま、微妙に黒媛から顔を背そむけている。体のむきも、巴のほうへ傾いている。椅い子すの位置だって巴寄りだ。

　明らかに、〝わたしはいま、姉と距離を置いてます〟というアピールである。

　それがわかってるから、黒媛が悲しそうに肩を落としていて……。

　空気が重い。

　巴が箸をとめたあと、百香の耳もとへそっと息を吹きかけるように言った。

「そろそろ許してあげたら？」

　口の中のものをコクッと吞のみ込んだ百香が、巴に顔をむけた。黒媛のほうへは、わずかも意識を動かさない。

「巴ちゃんは、尾行されたことってある？」

「う、うん、何度か……」

　あるのか!?　というツッコミを堪こらえながら、理刀は彼女たちの会話に耳を傾けた。

「巴ちゃんを尾行するのって、ファンクラブのごくごく一部の人でしょ？　他人のプライバシーを無視する人って、信じられないよね？　そう思うでしょ？」

「それは、そうだけど……」

　押しの弱い巴が、あっさりと迎げい撃げきされた。

　すぐにキュートが、

「百香ちゃんのことが心配だったのよ」

　言葉を投げた。が、

「それはわかってます。でも、心配ならコソコソ隠れたりせず、正面からたずねればいいと思います。黒くろ姉ねえ様さまは、そうしませんでした」

　正論を返された。

「オレもいっしょだったから、その条件をオレもいっしょに……」

　理り刀とは、硬い光を宿した百もも香かの瞳ひとみを見下ろした。彼女の怒いかりを二分し、黒くろ媛ひめが悩んでいる条件をふたりで受けとめれば、少しは事態が好転するだろう、とそう考えた。が、

「春日かすがさんに責任はありません。春日さんを巻き込んだのは黒姉様なんですから。それに、わたしが出した条件は、黒姉様にしかできないことなんです」

　百香が、唇を引きしめた。

　今度はスイートが、

「強すぎる愛情は、ときとして異常とも思える行動を生み出してしまうものですわ。ここは心のひろさを示し、姉の愚行を赦ゆるしてあげるべきではないでしょうか？」

　そう諭さとした。

　百香が、小さくうなずいた。

「わたしも、スイートさんの言う通りだと思います。だから、黒姉様を責めるつもりは、もうないんです」

　黒媛が、わずかに表情をほころばせた。しかしながら、百香が続けた言葉で、すぐさま悲しそうな目に戻ってしまう。

「でも、〝なんでもする〟って言っておいて、それは無理、なんて変だと思いませんか？」

　スイートが、正面に座っている黒媛へ目をむけた。

「そのようなことを仰おつしやったのですか？」

「まあ、流れで……」

　黒媛が、弱々しくうなずいた。彼女らしくない覇気のなさである。

　スイートが、わずかに息を吐いた。

「あくまでも、わたくしの個人的な意見なのですが……たとえ誓っていなくとも、口にした言葉には大なり小なりの責任がともないます。だから、黒媛が〝なんでもする〟と仰ったのであれば、やはり〝なんでも〟しなければならないでしょう。もちろん許容範囲内で、ということですが……」

　キュートも同意見のようだ。うんうん、と何度もうなずいている。

　巴ともえが心配そうな顔で、肩を落とした黒媛と微妙な怒りを目にたたえた百香を見ている。

　理刀は、朝から疑問に思っていたことを訊きくことにした。

「ねえ百香ちゃん、黒媛に出した条件って……」

「あぁっと、それはいいんだ。わたしの問題だから、理刀は心配しなくていい。うん、心配してくれるのは、ありがたいんだが……」

　黒くろ媛ひめが、なんだか慌あわてた様子で言葉を遮さえぎってきたため、理り刀とは口を閉じた。よほど、百もも香かが出してきた条件を知られたくないらしい。

「喜んでもらえるのに……」

　百香が、ジロッと黒媛を見上げた。

　喜んでもらえるようなことなのか？

「百香、わたしは……」

「黒くろ姉ねえ様さまもわかってるでしょ？　いろいろ待たせてるんだよ？」

　いろいろ待たせてる？

　黒媛にしかできないのなら、【時の統治者タイムルーラー】がもつ時間停止能力に関係することなのか？　｛蛇髪女の眼メドウサ・アイ｝にしかできない「喜んでもらえること」とは？

　だれかに喜んでもらえるなんて、幸せなことじゃないか。

　なのにどうして、黒媛は躊躇ためらっているのだろう？　なにかが足あし枷かせになっているのか？

「黒姉様次第だからね？　とにかくこれ、ちゃんと読んでおいて」

　百香が、弁当を入れてきたバッグから一冊の単行本をとり出した。少女マンガのようだけど……。

　イラストやタイトルをじっくり見る間もなく、

「あ、わかった。いちおう、読んでおく」

　黒媛が、妹の手からサッと本を受けとり、サッと机の中へ隠してしまった。

　本に秘密が隠されているのか？

　黒媛の態度から察するに、マンガをみんなの目にさらしたくはないようだけど……。

　その本は？　と訊きいてはいけないような雰ふん囲い気きが漂ただよっているし。

　喜んでもらえる。いろいろ待たせてる。少女マンガ。ここから推測できる、黒媛が躊躇っている理由は……………、なに？

　サッパリわからない。

　百香が、黒媛に体をむけた。

「大切なことなんだよ？」

「ほ、他ほかにも、なにか方法があると思うぞ？」

　黒媛も、なんとか言い返している。

「うん、百香もそう思う。でも、今回の計画にはたくさん時間かけたもん」

　計画？

「変更は、まだ間に合うんじゃないか？」

「もう準備もほとんど終わってるし、あとは黒姉様の気持ち次第なんだからね」

　準備もほとんど終わってる？

「わたしの気持ちは……」

「黒くろ姉ねえ様さまの〝なんでもする〟は、自分が苦手なこと以外なら、って意味だったの？」

　苦手なこと？

「そんな、意味じゃ、なかったんだが……」

　黒くろ媛ひめが、百もも香かにぐいぐいと押されて、いとも容易に土俵際まで追い込まれていく。

　彼女たちの会話から拾えた情報だけでは、条件の中身がよくわからない。

　計画して、準備して、その準備がほとんど終わっていて、でも黒媛が苦手にしていることって……………、なに？

　理り刀とは、亜あ威い姉妹へそれぞれ目をむけた。

　困り顔を通り越し、泣きそうになっている黒媛。

　泣いたって許さないから、といった表情の百香。

　不意に、昼休み終了の予鈴が鳴った。

　すると、百香がテキパキと弁当を片づけ、真っ先に席を立ち上がった。机も、さっさともとの位置に戻してしまう。

　そして、

「黒姉様次第なんだからね」

　姉にちょっとだけ怒った目をむけたあと、あらためて理刀にむき直った。

「次の授業、地下学院アンダーレゾンとの合同体育なんです。急いで着替えないといけないので、お先に失礼します」

　ぺこっと頭を下げ、パタパタッと走って教室を出ていった。

「合同体育か、いいなぁ」

　理刀のつぶやきに、席を戻していたキュートが、キラッと目を光らせた。

「バスケットボールなの。能力開発学科ペンタグラムと地下学院合同の、ね」

　これまた、ギラッと目を光らせたスイートが、すかさず口を開いた。

「ふふん、勝負は地下学院うちが頂きますわ」

「魔導書ほんばっかり読んでる連中には、絶対に負けないわよ」

「魔導書バイブル学科の実力、見せて差し上げますわ」

「きゅ！　上等じゃない」

　キュートとスイートの視線がぶつかり、バチバチと火花を散らし始めた。

　ここで理刀は、こっそりと黒媛の表情を窺うかがった。

　いつもなら、余裕たっぷりの表情でキュートとスイートの衝突を眺めているのだが……、いまはやはり、百香から出された条件のことで頭がいっぱいなのだろう。心ここにあらず、といった様子である。

　いつもとは逆に、隣に立つ巴ともえから支えてもらっているような弱々しさだ。

　見守ってあげることしかできないけど……。




　キュートたちが教室から出ていってすぐ、理り刀とはそれに気づいた。

　左斜め前の机、その中に一冊の本が入っている。黒くろ媛ひめが使っていた机だから……。

　理刀は急いで、その本を手にとった。

　百もも香かが黒媛へ手渡すとき、タイトルやイラストがよく見えなかった。そのため、「間違いない」とはいいきれないが、おそらく忘れ物だ。

　微妙に不機嫌な妹から、「読んでおいて」と渡された本を普通科の教室に忘れてきたなんてことがバレたら、さらに機嫌を損そこねられてしまうだろう。

　マンガのタイトルは、『ティンカー・セブン』という聞いたこともないものだ。それほどマンガにくわしくない理刀だから、もしかしたらメジャーなタイトルかもしれない。

　理刀は、本を手に駆け出した。


　　　★★★



　黒媛は、どこか重く、どこか悲しく、どこか情けない気持ちを胸の奥で転がしながら、キュートたちに囲まれるようにして歩いた。

　キュートが、スイートが、巴ともえが、「元気出して」といった空気をつくってくれているから、とてもありがたいけど……、どうしても気持ちがのってこない。

　次の授業は得意な体育だが、いまは体を動かすエネルギーがほとんどない。

　自分のような女は、ナメクジのようにジメジメと教室の隅で膝ひざを抱かかえていればいい。だれか、ダメな自分に塩をかけてくれ、といった気分だ。

　降りる階は違っても、能力開発学科ペンタグラムへむかうエレベーターまでいっしょなのに、百香はさっさと教室を出ていった。

　姉を置き去りにして。

　冷たい妹である。

　どうせまた体育フロアで顔を合わせるのに。

　姉がアレを苦手だって、知ってるくせに。

　マンガを読んでおけだなんて……。

　マンガ……、マンガ？　マンガ!?

　黒媛は、とっさに足をとめた。

「どうしたの？」

「本、本だ、本を、百香に借りた本を、理刀の教室に忘れてきた。すまない、みんな先にいっててくれ」

　巴の声にこたえながら、黒媛は廊下を引き返した。自然と小走りになる。

　本を忘れたなんてことを百香が知れば、いまよりもっとご機嫌ナナメになるだろう。妹の言う条件を吞のまないにしても、本くらいは読んでおかないと。

　廊下を走っていると、生徒たちの視線がどっと集まってくる。それがなんだか恥ずかしい。理り刀との教室へ戻るのも、ちょっと気恥ずかしい。

　彼にもう一度会えると思うと、少しは嬉うれしいけど……。

　またわずかに足を速めた。

　入口まで、およそ一〇メートル。

　確か、本を入れたのは理刀の席からむかって左側の……。

　あと五メートル。

　斜め前の机で……。

　あと一メートル。

　教室の中に彼が……。

　と、だれかがいきなり教室から飛び出してきて……。


　　　★★★



　理刀はマンガ本を手に走り、急いで教室を飛び出した。

　直後、目の前に黒くろ媛ひめの顔が……。

「!?」

　ぶつかる！　と思ったそのとき、なにかが弾はじけ、拡散し、世界が白一色に塗り潰つぶされた。

　白だけ。

　　　　濃密な白。

　　　　　　　　回転する白。

　　　　　　　　　　　　　流動する白。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　絶叫する白。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　沈黙する白。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　支配する白。

　白が世界を覆おおい尽くし、廊下も、行き交う生徒たちも、そして黒媛も消してしまった。

　色も、音も、匂においも、温度も、重力も、なにもかも。

「…………………………ぁ？」

　車酔いのような胸苦しさも一瞬だけ。白が消し飛び、目の前に立っていたのは……。

「オレ？」

　手を伸ばせば届く距離に、自分が立っている。春日かすが理刀。一七歳。能力値九九。『混沌とした実在カオテイツク・リアル』の能力者。

　鏡？　でも、いつからそんなに背が高くなったの？　一〇センチは身長が伸びたんじゃない？

　顔に驚きよう愕がく色をたっぷりと塗りまくった自分が、こちらを見下ろしている。

「なんだ、これは、いったい……」

　これが自分の声？　なんとなくピンとこないけど……。

　理り刀とは、手をひろげてみた。

「え？」

　細くて長い指。つやつやした爪つめ。

　続けて、自分の体をあちこちなでてみる。腕、髪、顔、首、それから、胸……、胸!?

「えぇ？」

　張りがあって、それでいてやわらかい胸が、ドッカ～ンと突き出ている。ドッカ～ンと遠慮なく。ドッカ～ンと衝撃的に。なんだ、このドッカ～ンは？

　そして、そのさらに下、ずっと下……。

「えぇぇ!?」

　自分はいつの間にスカートをはいたんだ？　ふともも丸出しじゃないか！　突発性の夢遊病か？　これは白はく昼ちゆう夢むなのか？

　ふと見ると、目の前の自分がブツブツとなにやらつぶやいている。

「これが〝入れ替わり小こ法ぼ師し〟か？　いや、断定するのは早いな。細部が本に書いてあったことと違っているようだ。だとしたら……」

〝入れ替わり小法師〟？

　そういえば先日、百もも香かを尾び行こうしたとき黒くろ媛ひめが都市伝説の話をしてたけど……。

　理刀は、長い息を吐いた。とにかく落ち着こう。冷静に、冷静に、慌あわてずに。

　自分にはいま、長い黒髪がある。大きな胸もある。指も細いし、スカートから伸びた両足も細い。

　自分の顔は見えないけど……。

　信じられないけど……。

「もしかして、オレの体に入ってるの、黒媛？」

　自分自身の目が大きく見開かれる様は、なんだか異様で、滑こつ稽けいだけど、その表情からこたえは十分に予想できた。

「じゃあ、この体は、だれのだ？　オレって……」

「春日かすが理刀」

「これ、理刀の体なのか？　いや、だれかとぶつかりそうになったところまでは、なんとなく覚えてるんだが……そのあと頭が真っ白になって、気づいたら、目の前に自分が立っていた」

「オレも同じ」

「わたしと理刀の体が入れ替わった、ということなのか？」

「どうも、そうらしいね」

「なんなんだ、この超常現象は……」

　肩を落とし、両の頰ほおを手で押さえ、黒くろ媛ひめがふぅ～っと重々しい息を吐き出した。外見が春日かすが理り刀とだし、端はし々ばしの動きがどことなくなよなよしてるから、少々気味が悪い。

　理刀は、急いで黒媛の左腕をとり、手首に巻かれた腕時計を覗のぞき込んだ。昼休み終了まで、あと一分ほどしかない。

　理刀と黒媛の体が入れ替わっているため、もしも一分以内にもとへ戻れなければ、このあととるべき行動を決めなければならない。

　黒媛もそれがわかっているのだろう。理刀の腕をつかみ、顔を近づけてきた。

「頭が混乱してるし、悲鳴をあげたい気分だが、そんなものは後回しだ。まずはこの状況にどう対処するか、だが……」

「どうする？」

「〝入れ替わり小こ法ぼ師し〟の話、覚えてるか？」

「う、うん、まあ」

　狙ねらいを定めた人物と知らない間に入れ替わり、二四時間その人になりすまして生活したあと、また体を返してくれるという、都市伝説だ。

　黒媛が声をひそめ、話を続ける。

「現状は少し違うが、入れ替わりという点においては同じだ。ということは、二四時間経たてばもとに戻れるかもしれない」












「あしたのこの時間、昼休みが終わる頃ころにまたもとへ戻れる、ってことか」

「入れ替わってることを周囲の人に知られてはならない、という条件つきだ。もしも知られたら、もとに戻れなくなる可能性が出てくるからな」

「戻れないのは、困るな」

「だから、危険は極力避けたほうがいい。二四時間経たってもこのままだった場合、次の手を考えよう」

「しかたないけど、いまはそうするしか……」

　と、ここでヒソヒソ声が聞こえてきた。

「ちょっとアレ見ろよ」「あのふたり、つき合ってんの？」「噓うそだろ。｛蛇髪女の眼メドウサ・アイ｝だぜ？」「人の好みっていろいろね」「廊下で堂々といちゃついてんだから、隠すつもりないみたいだな」「でも、能力開発学科ペンタグラムと普通科でしょ、つき合うなんて無理よ」「あら、ロミオとジュリエットみたいで素敵だと思うな」「クソッ、春日かすがめ、呪のろってやる」

　気づかないうちに、多くの生徒から注目されていたようだ。

　傍はたから見れば、互いの頰ほおと頰がくっつきそうなほど顔を近づけ、理り刀とと黒くろ媛ひめがなにやらささやき合っているのだから、目を惹ひくのは当然だ。

　理刀と黒媛にしてみれば、自分の顔がそばにあるため、鏡に顔をくっつけているようで、あまり違和感がなかっただけなのだが……。

　コホン、と咳せき払ばらいをした黒媛が、スッと体を離した。

　理刀も、半歩だけ身を退ひく。

　そこであらためて、目の前に立つ自分自身の姿を見た。

　自分って、こんなに大きな体だったっけ？

　黒媛の目を通して見れば、いわゆる中肉中背の春日理刀も、それなりに男の体をしてるんだな、と我ながら感心してしまう。

　先ほど腕をつかまれたときも、強い力に驚いた。手も大きかったし。よくよく見ると、肩幅もひろい。

　なんだかドキドキしてくるのは、心臓が黒媛のものだから？

　正面に立つ男が自分自身であり、春日理刀だという自覚は、ちゃんともっている。それでも、いま自分が使用している瞳ひとみが、唇が、耳が、皮膚が、体すべてが黒媛のものだから、変な気持ちになるのだろうか。

　黒媛の顔が、少しだけ赤みを帯おびている。もしかしたら彼女も、理刀と似たようなことを考えているのかもしれない。

　生身の自分とむかい合い、触れ、言葉を交わすことができるなんて、とんでもなく稀き少しような体験だから。

　キ～ンコ～ンカ～ンコ～ン。

　とうとう、授業開始のチャイムが鳴り響いた。

　理り刀とと黒くろ媛ひめに関心をむけていた生徒たちも、それぞれの教室へ戻っていく。

　これから、理刀は能力開発学科ペンタグラムのフロアへ、黒媛はここ普通科で授業を受けなければならない。互いに満足な情報交換もできないまま。

　理刀はここで、ふと気づいた。

「ふたりで早退すれば、どうだろう？」

　黒媛が、わずかに眉まゆを上げた。そして二秒ほど考える素そ振ぶりを見せたあと、

「ふむ、いい考えだ。授業をサボるようで気が引けるが、この際そんなことは言ってられないしな」

「じゃあ、オレは能力開発学科の職員室にいって……」

「わたしは普通科の職員室で、そうだな、激しい頭痛を訴えてみよう。ふふ、こんな噓うそをつくのは初めてだから、ちょっと緊張するな」

「オレもサボりは初めてだよ」

「理刀のクラス担任の名前は……」

「黒媛、体育の授業が始まってしまいますわよ」

　いきなり、スイートが跳躍とんできた。

「わっ！」と理刀。

「きゃ！」と黒媛。

　しかし、体が入れ替わっているため、スイートから見れば、春日かすが理刀の口から「きゃ！」という悲鳴がもれたことになり……。

「ん？　理刀、お顔の色がすぐれないご様子ですが？　どうかなさったのですか？」

「だ、大丈夫だ。わたしは、っとう、オレは健康だけがとり柄えだから、って、だけってわけじゃなくて、人間的にも悪いヤツじゃなくてだな。いや、まあ、とにかく大丈夫だ」

　黒媛が、いっぱいいっぱいといった様子で春日理刀のフリをする。

　スイートが、ジ───ッとそんな黒媛を見つめている。が、それも数秒だけ。すぐに理刀の手をとり、歩き出した。

　黒媛といっしょに早退、というわけにはいかなくなったようだ。

　肩越しに見ると、黒媛の不安そうな顔が見えた。

「それでは理刀、放課後にまた」

　黒媛にはキラキラな笑顔を投げていたスイートだが、廊下の角かどを曲がるなり、理刀に顔を近づけてきた。外見が黒媛だから、笑顔のキラキラ率をかなり下げているようだ。

「うふふ、黒媛ったら、理刀とふたりきりでなにをお話しになっていたのですか？　授業開始のチャイムが鳴ってもお戻りにならなかったので、お迎えに上がりましたの。ほら、キュートたちも待ちくたびれてますわよ」

　エレベーターホールに、キュートと巴ともえの姿が見えた。

「あ、待たせてしまって、ごめん」

　なんとか、その言葉を絞り出す。バレないように、バレないように、バレないように。

「本は？」

「え？」

「本をとりに戻ったんでしょ？」

　キュートの言葉に、理り刀とは顔をしかめた。

　現実とかけ離れた状況に陥おちいったため、マンガ本のことを忘れていた。

　黒くろ媛ひめも、手にした本を握りしめていただけで、それがなんなのか意識をむけようともしなかったのだろう。

　理刀も、弁当箱を入れた手て提さげを落とすことなくもっていただけだから。

「えっと、忘れてた……」

「まあ、黒媛ったら、理刀とのおしゃべりに夢中で、時間どころか、本のこともお忘れになっていたのですか？」

　スイートが、呆あきれたように肩をすくめた。

「黒媛らしくないわね」とキュート。

「百もも香かちゃんのこと、気にしすぎじゃない？」と巴。

「はは、我ながらどうかしてたよ」

　懸命に黒媛のしゃべり方を意識しながら、理刀はやってきたエレベーターにのりこんだ。自然に、黒媛らしく。

　とにかく、きょう一日をクリアしよう！




　スイートが地下へ跳躍とんでいったあと、理刀は一二階へ昇のぼった。キュートと巴もいっしょだから、片かた時ときも気が抜けない。

　そこでなんとなく、キュートと初めて会ったときのことを思い出した。

　彼女も、｛魔界の至宝｝スキュース・フォンターナとして人間界にきていたから、らしく振る舞おうと緊張していたはずだ。

｛魔界の至宝｝を演じなければならないなんて、想像しただけで両肩が重くなってくる。

　理刀はきょう一日、亜あ威い黒媛という女の子を演じなければならないけど、プレッシャーはどちらが重いのだろう？

　比べられるわけじゃないけど……。

　上昇するエレベーターにのっているのは、理刀、キュート、巴の三人だけ。こうして見ると、キュートがそれほど小柄に見えない。巴のほうは、すらっと背が高くなったような気がするし。

　黒くろ媛ひめの視点だと、ふたりはこんな感じなのか……、と理り刀とは新鮮な気持ちでキュートと巴ともえを眺めることができた。

　と、キュートが不意に口を開いた。

「理刀となんの話してたの？」

「え？」

「授業より大切な話？」

「あ、えっと……」

　どこか儚はかなげな目で、巴もジ───ッとこちらを見つめている。

　ふたりの視線にたじろぎそうになりながらも、理刀は黒媛らしいこたえを考えた。彼女なら、こんな場合どんな態度をとるだろう。

　なによりも、こたえに窮きゆうするのはらしくないから……。理刀は、長い黒髪をサッと手で払い、余裕を見せることにした。

「次の合同体育について話してたんだ」

「「合同体育のこと？」」

　キュートと巴が、声を重ねた。

「理刀が自分もバスケットがやりたいって、羨うらやましがってたから、普通科の授業でもバスケットくらいあるじゃないか、ってことで話が始まって、そのままダラダラと、どうでもいい話を続けてしまってな。お陰で、マンガ本を返してもらうのを忘れてしまったよ」

「ふん、どうでもいい話だったけど、とにかく話が弾んじゃったわけね」

　キュートが、どこかつまらなさそうにつぶやいた。

　巴は無言のまま、変わりゆく階数表示の数字を眺めている。

　この空気は、いったいなに？　ピリピリしているような、重たいような。

　授業に遅刻したから、こっそり腹を立ててるの？

　チン、と音をたて、エレベーターが一二階に到着した。

「その、まあ、なんというか、とにかく、すまなかった。わたしが理刀と話し込んでいたせいで、授業に遅れてしまって」

　廊下に出ながら、キュートと巴に謝った。

「そんなの気にしないで」とキュート。

「合同授業は、いつも開始が遅れるから大丈夫よ。まだ間に合うわ」と巴。

　ふたりについて、理刀は廊下を足早に進んだ。壁や窓や天井は普通科と同じつくりなのに、歩いている生徒も同じ人間なのに、まるで別世界に紛まぎれ込んでしまったかのような心地ここちになった。

　もしだれかに正体を見破られたら……、もう二度と自分の体に戻れないのだろうか？　本当に？〝入れ替わり小こ法ぼ師し〟なんて、ただの都市伝説でしょ？

　それでも、もし万が一、なんてことがあったら恐こわいし……。




　教室に入った理り刀とは、内心で顔をしかめた。

　キュートと巴ともえが、教室の後ろにあるロッカーをそれぞれ開けていたからだ。

　黒くろ媛ひめのロッカーはどれだ？

　右から左へ、上から下へ、焦あせらず、できるだけ早く、名札を確かめていく。ペンタグラムは生徒数が少ないから、ロッカーの数もほんのわずかだ。

『亜あ威い』の名札は、すぐに見つかった。いちばん廊下側の上から二段目。キュートのロッカーの隣である。だが……。

　理刀は、背に冷たいモノを感じた。

　どうする？　場所がわかっただけじゃ、問題は解決しない。ロッカーの鍵かぎがボタン式だから……。解かい錠じよう番号は？　早くもボロを出してしまうのか？　どうする？　どうする？

「黒媛、早くいかなきゃ、本当に遅刻するわよ？」

　ロッカーから布袋をとり出したキュートが、不思議そうな顔を理刀にむけてきた。

　巴も、「？」といった目をむけてくる。

「す、すまない。なんとなく頭がボーっとして、考えがうまくまとまらないんだ。はは、数字が出てこない。ロッカーの番号を……」

　忘れてしまって、と口にするよりも先に、キュートが軽快に指を動かし、黒媛のロッカーを開けてくれた。そしてすぐに、中から布袋をとり出してくれる。

　ロッカーの解錠番号を知っていたらしい。

「はい、体操服」

「あ、ありがとう」

「早くいきましょ」

　銀のツインテールをふりふりさせながら、キュートが歩き出した。

「黒媛、具合でも悪いの？」

　巴が、横から理刀の顔を覗のぞき込んできた。目の高さがほとんど同じだから、ドキッとしてしまう。聖水をたたえた底なしの井戸、といった深みのある瞳ひとみだ。

　もしかしたら、巴からここまで真まっ直すぐでブレのない瞳をむけられたのは、いまこの瞬間が初めてかもしれない。いつも、オドオドしていて、自信なさげで、うつむき気味の子だから。

「具合は悪くないよ。ありがとう。さあ、バスケを楽しもう」

　理刀は、教室の前で待ってくれていたキュートにむかって、勢いよく足を踏み出した。

　巴も、すぐに肩をならべて歩き出す。

「黒媛がいてくれなきゃ、バスケットが面白くないわ」

　キュートが、空色の瞳ひとみを笑みのかたちにした。

「そうね。黒くろ媛ひめが引っ張ってくれなきゃ」

　巴ともえも、涼しげに微笑ほほえんでいる。

　理り刀とは、そんなふたりといっしょに教室を出た。

　自分が普通科フロアにいる間、キュートたちはここ能力開発学科ペンタグラムフロアで生活をともにしている。当然、友だちとしてのつながりを日々強く、固いモノにしているのだろう。

　理刀が見たことのない彼女たちの姿が、関係が、色彩が、ここでは日常になっている。

　それを考えると、なんだか羨うらやましくなった。




　レゾン学院ビルの八階が、体育フロアになっている。

　ソフトボールやサッカーなど、ひろい場所を使うときは、生徒たちから飛び地と呼ばれている屋外のグラウンドに出なければならないのだが、バスケットならこのフロアで十分に楽しむことができる。コートも四面あるし。

　だがここでまた、理刀は内心で顔をしかめた。

　体育フロアに入ったとき、授業はまだ始まっていなかった。生徒たちが集合しきっていなかったからである。

　それはいい。急いで着替えれば、まだまだ間に合う。間に合うけど……。

　体育を始めるためには、体操服に着替えなければならず、体操服に着替えるためには更衣室に入らなければならない。

　更衣室とは、説明するまでもなく更衣を行う場所で……。

　理刀はいま、黒媛の体を借りて動いているのだから、男子更衣室へ入るなんてハレンチな行為ができるはずもなく……。

　結局のところ、キュートと巴に引っ張られるようなかたちで、女子更衣室へ足を踏み入れた。

　なにも自ら進んで、女子更衣室のドアをくぐったわけではない。決して。

　やむを得ず、こうしているのだ。黒媛になりすますために……、と自らに言い聞かせながら、理刀はもってきた布袋から体操服をとり出した。

　入っているのは、もちろん見慣れた男子用ではない。ゼッケンのついた上着は同じ。でも、下は短パンである。しかも、男子よりかなり短めの。

　ふともも丸出しじゃないか……。でも、レゾン学院の女子用はスカート＆スパッツというスタイルもあるため、これはこれで助かったと思わなければならないだろう。

　覚悟を決めた。

　着替え始める前に、胸ポケットに入っていたコンパクトを開いてみた。そして、隣で服を脱いでいたキュートの銀髪にこっそりむけてみたけど……、なにも起こらなかった。

　体は入れ替わったけど、能力まで、とはいかなかったようだ。

　時間停止能力を使わず、黒くろ媛ひめであることを演じ続けるなんて、ちょっと難しいかもしれないが、とにかくやるしかない。

　制服を脱いだあと、体操服の上着を素早く身につける。胸の谷間やブラはジロジロ見ない。チラッと見ただけだ。チラッと。ほんとにチラッとだけ。

　そんな理り刀との努力を嘲あざ笑わらうかのように、隣で着替えていたキュートが声をかけてきた。

「あら？　黒媛、いつもみたいにスポーツブラつけないの？」

　スポーツブラ!?

　ブラ、つけてますけど？　白っぽいヤツを。

　ちなみに、キュートの下着は上下とも瞳ひとみと同じスカイブルーである。可愛かわいいから、ついつい見とれてしまいそうになるけど……。

「あ、ああ、そ、そうだったな……」

　下着姿のキュートから根性で目を引き剝はがし、理刀は慌あわてて布袋の中を調べた。と、確かに入っていた。ブラっぽいヤツが。

　なるほど、これがスポーツブラか。

　伸縮する厚手の布地で、デザインより機能性を重視しているようだ。

　ビッグバストをおもちの女性に朗報です！　豊かすぎる胸のワガママなゆれ幅も、これでかなり軽減できます。スポーツのお供にどうぞ！　といった宣伝文句が、頭の中をゆるゆると流れていく。落ち着け自分。

「それつけないと、動きが鈍にぶるっていつも言ってるじゃない。ほんと、羨うらやましい悩みよね。あなた運動神経いいから、鈍るくらいでちょうどいいんじゃない？」

　身を寄せてきたキュートが、つんつんと胸をつついてきた。つんつん。つんつん。と結構しつこく。

　くすぐったいし、恥ずかしいし、ぷるぷるだし、なにがなんだか……、頭ぐるぐるだ。

「ハハ、そ、そうかな？　でも、いつもつけてるなら、きょうもつけないと変だな」

　懸命に頭を整理しながら上着を脱ぎ、ブラのホックを外し……、ん？　あれ？　外し……、外れ……、ない。難しいなこれ。

「ほんとに大丈夫？　昼休み終わってから、ちょっと変よ？」

　背に回ったキュートが、親切にブラのホックを外してくれた。

　直後、ふたつならんだ女体の神秘が、ゆさっと蠢うごめいた。男では決して味わうことのできない厳おごそかな振動が、両肩にひろがっていく。

　なぜか、恥ずかしくなった。

　いまは女性の体だから、ムラムラしたりしない。だが、心は男だし、感じることもできるし、記憶もできる。もとの体に戻ったとき、この記憶もいっしょだとしたら……。

　どうしよう。男だから、正直なところ嬉うれしいけど。でも……。

　キュートの目があるから、慣れてますよ？　という動きを意識しつつスポーツブラを身につけた。が、なかなかうまくフィットしてくれない。意外に難しい。

　女の子は、毎日こんなに面倒な着替えをやっているのか？　大変だな……。

　そんなことを考えながら、なんだか収まりの悪さを感じながらも、上着を身につけた。あまりもたもたしては、また「変よ？」とキュートの注意を引いてしまう。

　次は、短パンだけど……。

　そろそろとホックを外し、

「……………っ！」

　無言のかけ声と同時にスカートを下ろした。続けて、勢いのまま短パンをはく。

　なんだか股またに食い込むような、お尻しりをしめつけられるような、皮膚がこすれるような、微妙なはき心地ここちである。男子の短パンは、もっとブカブカだから……。

　スカートを脱いで、短パンをはく。たったこれだけの作業なのに、一〇〇メートル走と同じだけのカロリーを消費したかのような疲労を感じてしまう。

　と、体操服を着終わったキュートが、顔を近づけてきた。彼女の瞳ひとみが、「大丈夫？」とささやいている。真剣な表情で着替えている理り刀とを見て、本気で心配しているようだ。

　キュートが、三秒ほど理刀を見つめたあと、












「さっきも巴ともえが訊きいてたけど、黒くろ媛ひめ、もしかしてあなた、ほんとにどこか具合が悪いんじゃない？　百もも香かちゃんのことだけじゃないでしょ？」

　そうたずねてきた。

「………ぁ」

　キュートが心配してくれたお陰で、思い出した。仮病を使って保健室へ避難すればいい、ということを。黒媛と入れ替わった直後も早退しようと話し合っていたが、スイートが跳躍とんできたから……。

　ここであらためて、仮病作戦を発動させよう。

　仮病を使って保健室へ直行後、そこからケータイで黒媛に連絡を入れ、そのままふたりで早退してしまえばいい。

　ふたりで、というところをキュートたちに怪しまれるかもしれないけど、あしたもとに戻ったあときちんと説明すればいい。信じてもらえるかどうかわからないが、このまま危険な状態に身を置くよりずっといいだろう。

　キュートを騙だますのは心苦しいけど、ここは仮病作戦で。

　理り刀とは、わざとらしく左手で額ひたいを押さえ、ふらついて見せた。

「実は体調を……」

　崩したみたいで……、と言葉を続けることはできなかった。

　キュートの親切心が、とても大きすぎたから。

「もし具合が悪いようなら、リイザお姉様に診みてもらえるよう手配してあげるわ。リイザお姉様ってああ見えて、人体の病びよう理りすべてを見抜く目をもってるから、安心していいわよ。大使館に連絡を入れれば、五分もしないうちにきてくれるから」

「いやいやいや、わたしは元気だぞ？　体調はバッチリだし、具合が悪いところなんてどこもない健康体だ。ほら、どうだ？」

　理刀は「ベスト・コンディション」をアピールするため、その場でぴょんぴょん飛び跳ねてみせた。

　ジャンプするたび、胸がゆっさゆっさと激しくゆれるから、キュートが圧倒されたように固まってしまう。ビックリさせてごめんね。

　仮病作戦は妙案だと思ったのだが、さすがにリイザを呼ばれるのはまずい。｛静せい謐ひつなる禍わざわい｝なら、黒媛の体に理刀が入っていることを瞬またたく間に見抜いてしまうかもしれない。そうなったらどうなる？

　リイザの力と知識でもとに戻してもらえばいい、という考え方だって確かにあるけど……。もとに戻す方法を彼女が知らなかったら？

　先日、稀き少しような能力である｛奇跡の血｝を使ったことで、キュートが深い眠りに陥おちいったときも、当初フォンターナ家のお姉様方はなにもできなかった。眠り続ける末っ妹こを見守っていただけだ。

　キュートたちに打ち明けるのも、リイザに相談するのも、とにかくあしたの昼休み以降にしたほうがいいだろう。

「げ、元気なら、いいんだけど……」

　キュートがつぶやいたそのとき、

「急がないと、バスケットが始まってしまいますわよ？」

　いきなりスイートが跳躍とんできた。

　体操服姿の彼女が、さっそくキュートに挑戦的な目を投げかける。

「きゅっ！　負けないわよ」

　キュートが、瞬間的に目を尖とがらせる。

　このふたりはいつも、あれこれ仲よく競争し合っているから、合同体育といったシチュエーションは燃えるはずだ。

　言葉なんか必要ない！

　ただ激突あるのみ！

　勝利を我が手に！

　といった雰ふん囲い気きに、理り刀とはわずかに首をすくめた。

　バスケット……、熱い闘いになりそうだ。




　スターライトの総人数は、小、中、高等部の生徒すべてを合わせても、三〇人ほどしかいない。

　地下学院アンダーレゾンからは、魔導書バイブル学科の二〇人ほどが合同体育に参加しているらしい。さすがに、地下学院すべての生徒を体育ホールに入れても、多すぎてまともな授業ができなくなるのだろう。それこそ、なにかの大会規模になってしまう。

　バスケットの試合開始前に、教師から簡単な説明を受けた。

　バスケットの基本ルールを守りつつ、能力は使い放題。ただし、魔族生徒は一種類しか術式を使用してはならない。

　相手を傷つけるような術式、及び移動系術式での得点は無効となる。

　移動系術式とは、空間移動、飛ひ翔しよう、念動、次元孔ホール、といった類たぐいのもの。

　なるほど、と説明にうなずきながらも、理刀は懸命に不安を抑え続けた。

　いまの自分には、時間停止能力がない。｛蛇髪女の眼メドウサ・アイ｝は学院でもトップクラスの【時の統治者タイムルーラー】なのに……。どうやって誤ご魔ま化かそう。

　こたえを出せないままチームを決められ、なにもできないまま、「亜あ威いさんのチームが主力だから」「女子チームが主力って、男子もがんばんなさいよ」「男子で亜威さんに勝てる人って、いるの？」「黒ちゃん、ファイト！」「魔族にも負けてないってとこ、見せてね」と周囲からの声援に背を押されるようにしてコートに立った。

　チームメイトに、キュートと巴ともえが入っている。あとふたりは、名前も知らない女の子だ。

　こうなったら、時間停止など使わず、体力だけで活躍してやろう。

　自慢じゃないが、バスケットは得意種目だ。




　相手チームの中に、スイートの不敵な笑みがあった。

　試合開始のフエが鳴り響くやいなや、ボールを手にした彼女が鋭く切り込んでくる。

　速い。

「きゅっ、いかせないわよっ！」

　キュートが、右手を突き出した。が、なにをやっているのか理り刀とにはわからない。

　幻術を使っているのだろうが、それが視みえないということは……。黒くろ媛ひめの体を借りていても、『混沌とした実在カオテイツク・リアル』の能力はそのまま、ということか。

　スイートが、慌あわてた様子でパスを出し、顔の前をパタパタ叩たたいている。

　なにをしたの？

「ちょっと、悪趣味なことはやめて下さる？　前髪をミミズにするなんて、よくもまあ、そんな気持ちの悪いことができますわね」

「ふん、ミミズじゃないわ、ゴカイよ」

「どっちも同じですわ。ったく」

　とんでもない闘いだ。

　ボールを奪いとったチームメイトが、

「黒媛っ！」

　すぐさま理刀にパスを寄よ越こしてきた。

　なによりも黒媛にボールを回しておけば大丈夫、といった空気がビンビン伝わってくるから、とんでもなく緊張するけど……、とにかく試合に集中だ。

　二、三回ドリブルしただけで、コートの外から歓声があがった。

　黒媛の人気って、どれだけなんだ？

　胸の大ゆれを感じながらも、足の動きをとめなかった。日ひ頃ごろからしっかりと鍛えているのだろう。体が軽いし、動きがスムーズだし、瞬発力もかなりのものだ。

　理刀は、素早く周囲を見回し、右サイドのライン際にいた巴にパスを送った。が、びよぉぉぉんと腕を伸ばした魔族生徒にカットされてしまう。

　なんだいまのは？

「ナイスですわ！」

「きゅ───っ！」

「ヘイ、パス」

　女の子たちが、いっせいに逆方向へ走り出す。

　驚きを嚙かみしめる間もなく、

「旅路の懊悩もだえ、支路の妄執いつわり、夢路の断は涯て。いま忌いま々いましき足裂き草を刈り尽くさん。径みちなき径を往ゆく者たちよ、砕けし頭ず蓋がいをあげ幽光ひかりを目指せ。いまここに陽ひの当たる道を示さん」

　巴ともえの呪じゆ文もんが聞こえてきた。

　と、スリーポイント・ラインに一〇体の死霊が現れた。もはやバスケットではない。

「ふふん、死霊の動きでは、わたくしをとめることなどできませんわっ！」

　死霊の登場に怯ひるむことなく、ボールをキープしたスイートがリングに突っ込んでいく。

「甘いわよっ！」

　叫んだキュートが、今度も右手を突き出すが、やっぱり理り刀とには視みえない。

　おぉぉ～っ、とどよめくコート外の生徒たちに続いて、

「きゃっ」

　スイートがボールをとり落としたため、効果的な幻術だったらしい。

　今度もゴカイか？　でも、生徒たちの反応から察するに、もっと別の、なにか……。

　転がったボールを拾ったキュートが、タン、タン、タン、と二メートルほど不器用にドリブルしたあと、

「黒くろ媛ひめっ！」

　ぶんっ、とこちらにむかって放ほうり投げてきた。彼女も、黒媛を頼りにしてるようだ。

　パスを受けた理刀は、再びドリブルを開始した。

　背後から、

「あ、あなたっ、死霊を全部わたくしにするなんて、なにを考えていますの!?」

「あんたの気合いが足りないのよ」

「気合いって……だれだって、ビキニ姿の自分が大量発生したら驚きますわ！」

「ふん、気合いスカスカね」

「白いビキニだなんて、一瞬なにも身につけてないのかと思いましたわ」

「素っ裸のほうがよかったの？」

「それだけは、絶っっっ対にやめて下さいますか？　本気で怒りますわよ？」

　キュートたちの会話が聞こえてくる。

　観客のどよめきは……、なるほどそういうことだったのか、と納得だ。視えなかったのが、ちょっと残念な気もするけど。

　そんなことを考えながらも、死霊を盾にして相手をかわし、仲間にパスを出し、再びパスをもらいながら、スピードにのって相手リングへ近づいていった。

　魔族生徒といっても、魔導書バイブル学科はやはり文系の子が多いのだろう。スイート以外はみんな、動きがどこかのんびりしているし、嚙みつかんばかりの勢いもない。

　合同体育はレクリエーションの意味合いも強いだろうから、勝敗よりも楽しむことを優先しているのかもしれない。

　試合開始から、まだどちらのチームも点をとっていないから、そろそろ……。

　理り刀とはスリーポイント・エリアに入るとすぐ、リングを目指して素早くボールを放った。

　魔族生徒の手は、伸びてこない。

　なんらかの術式で、邪魔されることもなかった。

　弧を描いたボールが、ネットをほとんどゆらすことなくリングを通過する。

　どっと歓声が沸わき上がった。

「よっしゃ！」

　張りのある胸の前で拳こぶしを握ったそのとき、横に立っていた死霊が音もなく消えた。

「？」

　他ほかの死霊は、まだコート上をうろついているけど……。もしかして、肩が触れた？『混沌とした実在カオテイツク・リアル』の力で消滅させてしまった？

　慌あわてて巴ともえにむき直ると、きょとんとした彼女と視線が重なった。

　死霊が消えたことを、一流の【死霊使いネクロマンサー】はどう思っているのだろう？

「さすが黒くろ媛ひめですわね。見事なシュートでしたわ。でも、最後に勝利をつかむのは魔導書学科うちですわよ」

　ボールを拾ったスイートが、すぐに試合を再開させた。

　理刀から視線を外した巴が、ボールを追って走り出す。

　うろついている死霊に触れないよう、気をつけないと……。




　理刀はパス重視の試合運びをしながら、死霊や魔族生徒たちの術式を消してしまわないよう、細心の注意を払い続けた。

　そしてようやく、タイムキーパーの生徒が、試合終了の一分前を告げた。

　得点は、一六対一六。

　一六点のうち、一〇点を理刀がとっている。巴が四点。残り二点は、名前を知らない女の子だ。キュートは、ディフェンス専門でがんばってくれている。

　魔導書バイブル学科チームの点数は、一四点をスイートひとりが稼いでいるため、残り一分、彼女を集中的にマークすれば勝ちが見えてくるはずだ。

　前後半などなく、二〇分、と区切られた試合時間の中、理刀は胸のゆれなど気にせず、亜あ威い黒媛という少女の体を酷こく使しし続けた。が、彼女の心臓はいっこうに音ねをあげようとしない。持久力も並じゃないようだ。

　ゆっくりとドリブルをしながら、スイートがセンターラインを通過した。

　理刀を中央に、両翼を巴とキュートが固めている。名前を知らない子もふたり。死霊も九体が出たままだ。

「黒くろ媛ひめ、勝負ですわっ！」

　スイートの声で、魔導書バイブル学科の生徒たちが左右に散った。

「かかれっ！」

　巴ともえが、死霊たちを放った。

　スイートが、数体の死霊をかわし、味方へ鋭いパスを通し、また微妙にゆるいパスを受けとりながら、理り刀とに近づいてくる。

「黒媛が能力をお使いにならないから、わたくしも体術のみで試合を楽しんでいましたが……ここはチームのため、勝利を獲とりにいかせてもらいますわ」

　言うなり、スイートが直線的に突っ込んできた。

「させないわよっ！」

　動こうとしたキュートにむかって、スイートが左手を振った。

　途端、「きゅ───っ」とキュートが両手をばたつかせた。

「ふふん、わたくしだって幻影術式くらい扱えます。今度はあなたにミミズ責めをプレゼントしますわっ！」

「きゅ───っ、ゴカイって言ったでしょ！　ミミズは土の中、ゴカイは海の中、その程度の違いもわかんないのっ!?」

「そして黒媛には、これですわっ！」

　スイートが走る速度を落とすことなく、ポンと理刀にむかってボールを放ってきた。ナイスパス、だけど……。

「？」

　迷いは一瞬。

　せっかくボールをもったのだから、いくしかない。

　理刀は、サイドステップでスイートをかわし、全力でドリブルを始めた。

「え？　どうして？　黒媛っ！」

　驚いたスイートの声が、背から聞こえてくる。

　生徒たちの歓声が爆発した。

　走った。

　目の前にはだれもない。

　走った。

　残りは何秒だ？

　走った。

　ぶるん、ぶるん、ぶるん、と大きくゆれる胸に構うことなく走った。

　スポーツブラ、役に立ってるのか？　なんて疑問を投げ捨て、走った。

　リングは、すぐそこだ！

　黒髪をなびかせ、

　華麗に跳んで、

　シュートっ！

「！」

　だが、リングに当たって弾はじき返されてしまった。大マヌケだ。

　慌あわてて転がったボールを拾いにいったそのとき、横から突っ込んできたスイートとぶつかってしまった。

「うわっ」

「きゃっ」

　もつれ合い、ふたり仲よく転んでしまう。

　理り刀とは、とっさにスイートの頭を抱きしめ、彼女をかばって背から倒れた。

　倒れてすぐ、黒くろ媛ひめの体だったことを思い出し、申し訳ない気持ちが込み上げてくる。いまの自分は、他人の体を借りているのだから、大事に扱わないと……。

「あ、く、黒媛、苦しいですわ」

　胸の谷間に顔を埋うずめたスイートが、ジタバタと腕を動かした。無意識のうちに、腕に力を入れすぎたらしい。

「ご、ごめん。大丈夫？」

　慌てて彼女の頭を離し、大きな胸から解放してあげた。

　大きく口を開けたスイートが、長い素す潜もぐりからようやく水面に浮上してきたときのように、深々と息を吸い込んだ。チラッと見えている尖とがった犬けん歯しが、なんだか可愛かわいらしい。

　やわらかな彼女の体を感じていると、なんだかドキドキしてくる。

　すぐに、スイートが理刀の顔を見下ろしてきた。

「黒媛のほうこそ、大丈夫ですか？」

「あ、も、問題ない」

　立ち上がったスイートが、理刀の手を引いてくれた。と同時に審判のフエが鳴り響く。

　試合終了だ。




　試合後、理刀は他ほかの試合を眺めながら、キュートたちとフロアの壁際に腰かけた。と、「きょうの亜あ威いさん、なんかオドオドしてないか？」「スゲー新鮮で、可愛いな」「そういうことは直接言え」「オレに玉ぎよく砕さいしろ、と？」「亜威さん、マジでいいよな」「オレは美み々み津つ派だ」「おっとと、フォンターナ党が最大派閥だってことを忘れるなよ」

　なんて会話が近くから聞こえてくる。コソコソ、ヒソヒソと。

　黒媛も巴ともえもキュートも、かなり人気があるらしい。知ってたけど。

　コートのむこうで、スイートが地下学院アンダーレゾンの友人たちとなにやら言葉を交わしている。ああいったところは、理り刀との知らない一面だ。

　すぐそばでは、キュートと巴ともえが壁に背を預けて試合を観戦している。声援を送ったり、笑ったり、とても楽しそうに。

　いいな、と思った。

　自分は普通科の一般生徒だから、こことは別の世界の住人だ。『混沌とした実在カオテイツク・リアル』の能力をもってはいても、どのように役立てればいいのかまだまだわかっていない。

　いいよなぁ……と、理刀がどこか寂さびしい気持ちでフロアの中を見渡していたとき、だれかが体をくっつけるようにして隣に腰を下ろした。

「ん？」

　百もも香かである。

　細い両足を床に投げ出し、体ごと理刀に寄りかかってくる。

「どうした？」

　いまここでは、彼女の姉を演じなければならない。

　百香が、ふとももの上で指をからませながら、どこかモジモジとした様子で言った。

「さっきの試合、黒くろ姉ねえ様さまらしくなかったね？」

「そ、そうか？　あ、時間をとめなかったから……」

「スイートさんが、バスケットボールをでっかいムカデにしたでしょ？　ムカデが丸まってたんだよ？　それでも黒姉様、平気な顔してドリブルしてたじゃない。ムカデの足、わしゃわしゃ動いてたのに。こんな感じで、わしゃわしゃわしゃって」

　百香が、一〇本の指を器用に動かし、わしゃわしゃを表現してくれた。

「ムカデ？　あ、ああ、試合に集中してて、よく視みえなかったんだ。そっか、ムカデが丸まってたのか。ハハハ、スイートって、冗談がきついな」

　でっかいムカデ？

　だからスイートは、簡単にボールを放って寄よ越こしたのか……。黒くろ媛ひめが悲鳴をあげて逃げ出すと思ったから。

「黒姉様の虫嫌い、みんな知ってるからね。これから虫を見たときは、さっきみたいに集中してみれば？」

「ど、努力してみるよ」

「虫って、そんなに恐こわくないよ？　刺すヤツとかは、百香も嫌いだけど……苦手なモノは、どんなにがんばっても、やっぱり無理なの？」

「まあ、苦手なモノは、なかなか克服できないからな……」

　ここで勝手に、理刀の独断で「虫嫌いを克服してみるか」なんて無責任なことは口にできない。もとに戻ったとき、黒媛を大変な目に遭あわせてしまうかもしれないから。

　百もも香かが、わずかに声を低くした。

「やっぱり、ダメなことって、どんなにがんばってもダメなんだね」

「ん～、それはどうだろう」

「え？」

「虫嫌いとか、説明できない恐怖はべつとして、どんなにがんばってもダメなことって、そんなにないと思うな。他ほかの人ができることなら、がんばれば自分だっていつかはできるようになる、って考えたほうが楽しいと思わないか？」

　つい、春日かすが理り刀ととしての意見が口をついて出てしまった。

　ダメなことは、どんなにがんばってもダメだなんて、そんなことは考えたくないから。少なくとも、小学五年生には希望をもってもらいたい。

　百香が、体をぐりぐり押しつけるようにして、横から理刀を見上げてきた。瞳ひとみの中のその奥、そのまたずっと奥を見つめるように、顔を近づけてくる。

「な、なんだ？」

「黒くろ姉ねえ様さま、自分の言っていること、わかってるの？」

「言ってること？」

「うん。他の人ができるなら、がんばれば自分だってできるようになるって、いま言ったでしょ？」

「い、言った、けど……」

　なにかマズいことを言ってしまったのか？

　視線を外すことなく、百香が大きく深呼吸をした。そして、

「わかってるなら、がんばってね。本当に黒姉様次第なんだから」

　言って、理刀から顔を離し、またもとのように座り直した。

　なんだ？　なにをがんばればいいんだ？　訊ききたいけど、それはまずい。もしかして、昼休みに言っていた「条件」のことか？

　とにかく、その条件を吞のむことはできない。黒くろ媛ひめに迷惑がかかってしまうから。

　なんとかこの場をクリアしなければ。

　理刀の焦あせりに気づくはずもなく、百香がお尻しりをむきゅ、とくっつけてきた。

「黒姉様、貸した本、ちゃんと読んでね？」

　ドキッ。

　百香のささやきが、サクッと心臓に突き立った。マンガ本はいま、普通科で授業を受けているであろう黒媛の手もとにある。

　本人がもってるからＯＫ？　でもこの体のときには、理刀が亜あ威い黒媛本人だから……。

　授業が終わったら、すぐに普通科の教室へとりにいこう。

　理刀は意識して〝いつもの余裕に満ちあふれた黒媛ですよ？　いかがですか？〟といった微笑ほほえみをつくった。

「ああ、ちゃんと読んでおくよ」

「読むだけじゃ、ダメなんだからね？」

「ダメなのか？」

「もうっ、ダメに決まってるでしょ。黒くろ姉ねえ様さまったら、言ってることがコロコロ変わってるよ。〝がんばれば、できるようになる〟って噓うそなの？」

「あ、ああ、噓じゃない、と思う」

　百もも香かがまた、ぐぐぅ～っと理り刀とに顔を近づけてきた。近くで見ると、本当に可愛かわいい子だ。怒っていても、可愛らしさは少しも損そこなわれていない。

「言ったでしょ。百香、準備に抜かりなしなんだからね？」

　準備に抜かりなし？

　昼休みも、計画とかなんとか言ってたけど……。

　なんの準備だったかな？　とたずねてみたい。だが、そんな質問をすれば、百香はきっと姉に失望してしまうだろう。

　理刀は、つまらない好奇心をものの数秒で踏み潰つぶした。

　自分の至らなさのせいで、黒くろ媛ひめと百香の仲に溝みぞをつくるわけにはいかない。彼女たちは、互いを想おもい合う素晴らしい姉妹なのだから。

　百香が、理刀の手をとってふとももの上に導き、ぎゅっと握りしめてきた。

「黒姉様、がんばってね？」

「ま、まあ、がんばってみるよ」

　なにをがんばればいいのかわからないが、とにかくそうこたえておく。

　授業が終わったあと、普通科へマンガ本をとりにいったとき、百香からの条件も黒媛に訊きいておこう。

　百香が、むぎゅ～っと手を握りしめてくる。握力が弱くて、手も小さくて、肌もぷにぷにしてるから、なんだか気持ちいい。

　周りからだと、仲のいい姉妹に見えているだろう。実際、ひとつの魂を分かち合っているかのような姉妹だし。

　ふと見ると、百香がいつの間にか水鏡を手にしていた。

「!?」

　理刀は慌あわてて彼女の手を振り解き、体を離した。

「わっ」

　こちらに寄りかかっていた百香が、支えを失ってこてんと倒れてしまったけど、この場合はしかたがない。

　理刀にくっついた状態で｛世界樹の一葉フユーチヤリング・ワン｝の能力を使われるのはマズい。非常にマズい。

　起きあがった百もも香かが、ぽかんとした顔をむけてくるが、それも数秒だけ。すぐにムッとした表情になり、プンプンといった様子で座り直した。

「黒くろ姉ねえ様さまの意地悪」

「いや、意地悪じゃなくて……」

「意地悪だもん」

「ほんと、すまなかった」

「あ、黒姉様の右肩にクモがのってるよ」

　百香が親切に指差してくるから、

「そうか、どこに……」

　体操服の右肩をつまんでからひと呼吸後、気づいた。黒くろ媛ひめが、大の虫嫌いであることに。

　とっさに、

「クモ!?　どこ？　クモどこ!?　と、とと、とってくれ！」

　慌あわてて怯おびえるフリをしてみたけど……。

　百香の目が、微妙に冷たくて……。

　わざとらしかった？




　合同授業が終わり、理り刀とが更衣室から出るとすぐ、体育フロアに黒媛が現れた。

　キュートたちから見れば、春日かすが理刀がやってきたことになるのだが。

　理刀は、急いで自分自身に駆け寄った。やっぱり不思議な気分だ。

「これ、百香と話を合わせるために読んでおいてくれ」

　黒媛が、すぐさま『ティンカー・セブン』の単行本を差し出してくる。

　理刀はそれを受けとり、折り曲がらないよう布袋の中に仕し舞まった。

　黒媛が、なにかに急せかされるように言葉を続けた。

「このままいっしょに早退しよう」

「その件なんだけど、体調が悪いならリイザさんを呼ぶって、キュートが……」

「リイザさんを？　それは、ちょっと困るな……」

　頭の回転が速い彼女のことだから、｛静せい謐ひつなる禍わざわい｝の来校が、自分たちの不利益につながるかもしれない、ということにすぐさま思い至ったようだ。

　それよりも、百香が出してきた条件のことを訊きかなければならない。

「あのさ、百香ちゃんが……」

「まあ理刀、どうなさったのですか？」

　いきなり現れたのは、スイートだった。

「いや、ちょっと、黒媛に用事があったから……」

「用事、ですか？」

「ほら、黒くろ媛ひめが本を忘れていったから」

「まあ、わざわざ？　よかったですわね、黒媛」

　スイートが、ツッと理り刀とに目をむけてくる。

「ハハ、助かったよ」

　百もも香かが出した条件を訊きかないと……。

「理刀、どうしたの？」

「あ、あの、か、春日かすがくんが、どうして？」

「見学ですか？　体育終わっちゃいましたよ」

　キュート、巴ともえ、百香の三人も、ゾロゾロと歩み寄ってくる。みんな、理刀の中身が黒媛だなんて夢にも思っていないだろう。

　条件、訊かなきゃ。

　そう思うものの、ここで下へ手たな会話はできない。

「それじゃあ理刀、放課後にね」

　キュートが、黒媛に軽く手をあげた。

「か、春日くん。もうすぐ次の授業が、は、始まるから、またね」

　巴が、ぽわぁんと頰ほおを薄うす紅べに色いろに染めている。

「それでは春日さん。失礼します」

　百香が、元気に頭を下げた。

　黒媛が、そんな妹をどこか悲しそうに見たあと、理刀へ微笑ほほえみをむけてきた。

「本、放課後までに必ず読んでくれ。必ず」

　そしてすぐに背を見せ、エレベーターホールへ歩み去っていく。

「理刀、元気ないみないね。どうしたのかしら？」

　キュートの言葉に、ドキッ。




　合同体育の次は、都合がいいことに自習だった。体育で能力を思う存分使ったあとは、それなりの休息が必要なのだという。普通科では決してありえない時間割である。

　能力開発学科ペンタグラム高等部の二年クラスには、以前、頭上に始し祖そ竜りゆうのシィちゃんをつけてお邪魔したことがある。留学したてほやほやのキュートといっしょに。

　だから、教室に座っている面々は知った顔ばかりだ。キュートと巴以外、名前は知らないけど……、人数はひと桁けたしかいないから、気をつけていればすぐに覚えることができるだろう。

　自習時間であっても、スターライトであっても、やはり理刀と同じ十代半なかば。自由な時間は自由に振る舞いたいものである。

　教科書を開いている生徒は、だれひとりいない。

　おしゃべりをしたり、ゲームをしたり、寝てたり、本を読んでたり、様々だ。

　理り刀とはさっそく、『ティンカー・セブン』の単行本を開いた。

　細かいところまで描き込まれた絵柄。神経質なほど丁寧なコマ割り。素人しろうとの理刀にも、心を込めてつくられたマンガであることがわかる。

　ふと、ページになにか挟まっていることに気づいた。

　破りとられたノートのようだけど……。

　ページの三分の一ほどの紙片に、整った文字が書き込まれている。

　これは……。

「…………………………了解」

　理刀は手紙を素早く読んだあと、丸めてポケットに押し込んだ。

　その後、あらためてマンガに意識を戻した。

　教室内の騒がしさも、ほとんど苦にならない。

　イラストがいいのか、ストーリーが面白いのか、するすると読み進めることができた。

　二〇分もかからず読み終えたあと、ジッと表紙を眺めてみる。

　百もも香かはなぜ、この『ティンカー・セブン』を黒くろ媛ひめに読ませたかったのだろう。

　ストーリーは、いたって簡単。

　おてんばな七人の少女たちが、世界に罪悪をふりまく超常の敵と戦い平和を守る、というお約束を地でいくものである。

　だが……。

　理刀にとって、この『ティンカー・セブン』はある意味、衝撃的だった。

　女の子むけのマンガって、もっとこう、楚そ々そとしていて、お淑しとやかで、作者の教養と人生経験がこれでもかとにじみ出ていて……。

　そんなイメージなのに。

『ティンカー・セブン』は違っていた。

　主要な七人の女の子たちが、ガッチガチに殴り合うのだ。かっこよく魔法を使ったりもしているのだが、それはあくまでもオマケでしかない。

　女の子たちのバトルは、少女マンガとは思えないほど激しいものだった。

「ぐはっ」とか口から血を吐いたりするし、髪をつかまれ振り回されたりもしてたし、顔面連打なんて当たり前だし、後半のほうでは、ティンカー・パインというキャラが頭から血をダラダラ流しながら、それでも命がけで戦っていたし。

　読みながら、最近の少女マンガは過激だね、と心の中で何回つぶやいたことか。

　百香の狙ねらいは？

　バトルをウリにした少女マンガを読ませ、姉になにをさせようというのか？

　七人の女の子たちが、敵に拳こぶしをぶつけ、魔法をぶつけ、正義の熱あつ々あつ魂をぶつけるというストーリーから、なにを感じとればいいのだろう？

　殴り殴られ、蹴けり蹴られ、魔法をぶつけ、そしてぶつけられ、少年マンガ顔負けの迫力をどう受けとめればいいのだろう？

　骨が折れていないだけマシなのか？

　このストーリーから学べることは？

　世界平和？　正しい心？　愛？　確かに、それらの要素はガツンと詰め込まれている。

　とにかく、読むだけ読んでみたけど……。

　理り刀とは、単行本の表紙をトントン、と指先で叩たたいた。と、

「読み終わった？」

　横から声をかけられた。

　顔をむけると、すぐそばでキュートが微笑ほほえんでいた。斜めむかいの席で、巴ともえもやさしげに目もとをゆるめている。

　キュートが、青空を凝縮したかのような瞳ひとみを近づけてきた。

「それって、いますごく流は行やってるもんね」

「映画にもなってるし」

　巴も、すぐさま話に入ってくる。

　流行ってる？　映画？　この『ティンカー・セブン』って、そんなに有名なマンガだったのか？

「ま、まあ、いいマンガだからな」

　理刀は、ボロが出ないよう、とにかく曖あい昧まいにうなずいた。

「ほんと、百もも香かちゃんが言う通りよね。そっくりよ」とキュート。

「わたしも似てると思うわ」と巴。

「そ、そうだな」

　ここは笑い続けるしかない。曖昧に、曖昧に、曖昧に、肯定せず、否定せず、曖昧に。

　なにが、なにに似てるのかわからないから……。

　理刀は「キミたちの言うことは理解してるからね」というフリをしつつ、全身全霊をかけて曖昧に微笑み続けた。




　放課後、理刀は勝負に出た。

　帰りの挨あい拶さつをすませるなり、教師よりも先に「失礼します」と教室を飛び出し、「あ、黒くろ媛ひめ？」というキュートの声が聞こえなかったフリをし、短いスカートがめくれないよう気をつけながら廊下を走り、エレベーターに飛びのった。

『ティンカー・セブン』に挟まっていた紙片は、黒媛からの手紙だった。

　内容は、

［理り刀とへ

　おそらく、本を返すときはあまり話す時間がないだろうから、この手紙をつけておく。

　放課後、一階フロアの非常口前で会おう。

　みんなに見つからないようにきてくれ。


黒くろ媛ひめより］



　というものだった。

　だからいま、一階フロアへむかっている。キュートと巴ともえには悪いけど……。

　レゾン学院ビルに正面から入って左手奥に非常口の案内板がある。そこは、エレベーターホールから死角になっているため、隠れて話すにはちょうどいい場所だ。

　足早に非常口へむかうと、先にきていた黒媛が小走りに近づいてきた。

　彼女が、エレベーターホールのほうへ視線を投げたあと、だれもついてきていないのを確認し、すぐさま理刀へ顔を寄せてきた。

　周りからすれば、春日かすが理刀が、亜あ威い黒媛に顔を寄せていることになるから、下へ手たをすると〝迫ってる〟もしくは〝密会してる〟というふうに見えるかもしれない。

　黒媛のファンに見つかったら、あとが怖いな……、なんてことを考えながらも、理刀は身を退ひくことなく自分自身の顔を見上げた。

「時間がないから、手短に用件だけを伝えるぞ。まず、これがわたしの家の見取り図だ。きょうからあすの朝にかけては、なるべく部屋にこもっていてくれ。とにかく、あしたの昼休みが終わるまで、わたしたちのことは秘密にしておこう」

　黒媛が、破りとったノートのページを差し出してきた。丁寧なわかりやすい図面が、三つ書かれている。前にいった亜威家の豪邸は、確か三階建てだったから……。

「わたしの部屋は、二階の南側、ここだ。隣が百もも香かの部屋で、廊下を真まっ直すぐいくと、すぐにバスルームがある。あと……」

　ここで急に、黒媛が言葉を詰まらせた。

「？」

「お互い様だから……気にしてないからな？」

「は？」

「体育のとき、み、見たんだろ？　ト、トイレとかもいかないと、いけないし、バスルームを使うときだって……」

「あ、あ～、ぅ、うん。それは、お互い様ということで、オレの体のほうも、よろしく」

　異性の体の扱いは、お互い不慣れだ。

　初めて見るところ、触るところ、見慣れない部位、扱いがよくわからないモノ、初体験のオンパレードである。

　自分の顔が、すぐ目の前で真っ赤になっている。なんだかなよなよしてるし。

　自身のそんな表情を見ていると、むず痒がゆくなってくるけど、その中身は生徒のだれもが憧あこがれ、注目している【時の統治者タイムルーラー】であり、｛蛇髪女の眼メドウサ・アイ｝というふたつ名をもつ亜あ威い黒くろ媛ひめなのだ。

　黒媛が、頰ほおを染めたまま話を続けた。

「先日も言ったが、うちの父親は家にいないし、使用人たちもわたしや百もも香かには干渉しないから、夕食後は部屋で大人おとなしくしていれば大きな問題はないだろう」

　理り刀とも、もらった亜威邸の見取り図を折りたたみ、ポケットに押し込みながら、

「うちの親も、仕事で帰ってこないから。お腹なかすいたら、冷蔵庫の中のもの勝手に飲み食いしていいからさ」

　そう返した。

「ああ、お互い、部屋の中のことがわからないが、まあその辺はなんとかなるだろう。し、下着類とかは、クローゼットの左端だから」

「ひ、左端ね。オッケー。うちは、風ふ呂ろ場ばの脱衣所に干してあるの、適当につけてよ」

「脱衣所だな。わかった」

　理刀は、顔が熱くなるのを感じながら、自分自身とむかい合った。

　中身が黒媛でも、やはり自分の姿をしているから、こうしてると違和感がある。鏡を覗のぞき込んでいるわけじゃないのに、自らの意志とは違う動きをする自分が、すぐそばにいる。感覚がおかしくなりそうだ。

　黒媛が、さらに顔を近づけてきた。

「とにかく、百香のことをよろしく頼む」

　ここで、理刀は思い出した。

　百香が出した「条件」って？

　いまのうちに訊きいておかないと。

「そういえばさ……」

「こんなところで、なにをなさっているのですか？」

「「!?」」

　いきなりの声に、理刀は跳び上がらんばかりに驚いた。

　弾はじかれるように振り返ると、手の届く距離にスイートが立っていた。その後ろにいるのは、キュートと巴ともえだ。そして百香の姿も。

「ふたりで、なにしてたの？」

　キュートが、どこか拗すねたような目で黒媛を見上げた。彼女の瞳ひとみには、春日かすが理刀が映っているのだが。

「いや、ちょっと、これは、だな……」

　黒媛が、追い詰められたような顔で、視線をあちこちに散らしている。頭の中がぐちゃぐちゃになってます、といった様子だ。

　スイートが、ちょこんと首を傾かしげた。よく見ると、彼女の大きな瞳ひとみはいま碧あお一色に染まっている。

「わたくしの探査術式では、理り刀とを見つけ出すことができないはず、なのですが……ん？　ちょっと変ですわね。理刀と黒くろ媛ひめの立ち位置が、混在してて、術式がうまく組み上がりませんわ」

「わたしと理刀は、『ティンカー・セブン』について語っていたんだ。その、なんだ、みんなの前でマンガの話をするのが、ちょっと恥ずかしかったもんでな。理刀に意見を聞いていた。ほら、アレって、少年マンガみたいな展開ばかりだからな」

　理刀は、スイートの視線から逃げるように歩き出した。

　すぐに百もも香かが、

「黒くろ姉ねえ様さま、読んでくれたんだね」

　嬉うれしそうに身を寄せてくる。

　そんな小学五年生の頭をなでながら、肩越しに黒媛へ目をむけた。

　春日かすが理刀の顔で、黒媛がとても気弱そうな表情をしているのを見ると、なんだか胸が苦しくなった。




　みんながいっしょに帰れるのは、レゾン学院の最寄り駅までである。改札に入ったあとは、それぞれ違うホームへ別れていく。

　黒媛は春日理刀の体のまま、キュートとスイートのふたりに挟まれるようにして下りのホームへ。巴ともえも別の線だから、手を振ったあと雑ざつ踏とうに消えていった。

　理刀は百香とふたり、亜あ威い邸方面の電車にのろうと歩き出した。と、そのとき、

「黒姉様、百香が貸した本、ちゃんと読んでくれたんでしょ？」

「ん？　ああ、読んだよ」

「それじゃあ、こっち」

　百香に手をつかまれ、ホームへ上るエスカレーターとは逆方向へ引っ張られた。この先は、通ってきたばかりの改札しかないけど？

「どうした？」

「約束してたでしょ？」

「あ、ああ、そうだったな」

　そうなの？　黒媛は、約束のことはなにも言っていなかった。でも、百香が「約束してた」と言ってるし……。

　理刀は黙って、百香から手を引かれるままに歩き続けた。

　通学定期で改札から外へ出たあと、百香がケータイでだれかと話し始めた。

「突然すみません。亜あ威いです。はい。いまからお姉ちゃんといきたいんですけど、大丈夫ですか？　はい。はい。わかりました。それじゃあ、一五分後くらいで。はい。それじゃあ、よろしくお願いします」

　ケータイを切ったあと、ニパッと笑った百もも香かが、ぎゅっと理り刀との手を握ってきた。

　だれと話してたの？　これからどこへいくの？　そこでなにをするの？

　訊ききたいことはたくさんあるけど、考えなしに訊いていいものかどうか……。

　どうする？　このまま流れに身をまかせるか？

　黒くろ媛ひめは、妹のことをとても大切に想おもっているし、百香も姉のことをすごく慕したっているから、変なことにはならないと思うけど。

　亜威黒媛を演じるために必要なことは？　黒媛だったら、この場合どうするだろう？

「百香はいま、どんな気分なんだ？」

　思わず、そうたずねてしまった。

「黒くろ姉ねえ様さまがやる気になってくれたから、とっても嬉うれしい」

　百香がまた、ニパ～とひまわりのような笑顔をつくってくれた。

「そっか」

　理刀は、百香の手をむきゅっと握り返した。

　黒媛なら、妹が喜ぶことをするはず。だから、このまま流れに身をまかせよう。

　百香と手をつなぎ、彼女が進む方向へついていくこと、およそ一五分。

　最初は、学校へ戻ってる？　と思っていたのだが、途中で道を曲がり、たどり着いた先はレゾン学院の付属病院だった。

　つい先日まで、キュートが入院していた病院である。

　いったい、ここになにが？




　病院の中にはいつも、どことなくどんよりとした薬品臭が満ちている。

　独特の沈ちん鬱うつな空気。明るい笑顔とはほど遠い空間。ここで楽しそうに笑っている人は、まずいない。

　こんな場所に姉を連れてきて、百香はいったいなにをさせようというのだろう？

　百香が、理刀の手を離さないままどんどん進んでいく。

　黒媛はいったい、妹とどんな約束を交わしていたのか？

　屋敷の見取り図を渡す前に、そのことを伝えてほしかった。忘れてた？

　確かに、日ひ頃ごろから冷静な人間でも、予告もなく異性と体が入れ替われば混乱するだろう。そんなときは、ちょっとした約束なんて頭から吹っ飛んでしまってもおかしくない。

　自分も、黒媛に伝え忘れたことはないかな？

　彼女が、春日かすが理刀の体のまま自宅マンションに帰って、着替えて、キュートたちと管理人室で食事して、部屋へ帰って、その後はゲームをするなり、テレビを観みるなり、勉強するなり好きなことをして、風ふ呂ろに入って寝る。

　そして朝、キュートたちといっしょに登校して……。

　この流れに、大きな落とし穴なんてないはずだけど。

　多少の違和感は嗅かぎつけられるかもしれないが、理り刀とと黒くろ媛ひめの中身が入れ替わってるなんて気づかれるはずがない。

　家の鍵かぎは上着のポケットの中だし。燃えるゴミはあさってだし。冷蔵庫の中に消費期限が切れたモノは入ってなかったはずだし。

　頭を懸命に回転させながらも、百もも香かの歩調に合わせ、病院内を歩き続けた。

　ついていっただけだから、どこをどう進んだのかよくわからないまま、エレベーターで病棟の三階に上がった。

　そして、ナース・ステーションの前でようやく足をとめる。

　百香が、カウンターから身をのり出すようにして、

「こんにちは」

　中にいた若い看護師に呼びかけた。

　その看護師が、百香を認めるなり笑顔になり、大きめのスポーツバッグを手に歩み寄ってきた。どうやら顔かお馴な染じみのようである。

「はい、預かってたヤツ。とうとうお披ひ露ろ目めのときがきたわね」

「はい、とうとうきました！」

「そちらがお姉さん？」

　看護師と目が合ったため、理刀はきちんと頭を下げた。

「亜あ威い黒媛です。妹がお世話になってます」

「こちらこそ、百香ちゃんには感謝してます」

　看護師と笑顔をむけ合いながら、理刀は頭の中を乱舞する「？」を懸命に制御し続けた。

　預かってたヤツ？　お披露目のとき？　百香ちゃんには感謝してます？

「ふぅ～ん、百香ちゃんから聞いてた通りねぇ。イメージそのまんまだわ」

「でしょでしょ！」

「ハハハ、あ、ありがとう、ございます」

　笑うことしかできない。イメージそのまんま？

「それじゃあ、さっそく準備しますね」

　看護師からバッグを受けとった百香から、理刀は手を引かれて再び歩き出した。

　もうやるしかない！　なにをやるのか知らないけど……。やるしか、ない。




　百香に連れてこられた場所は、看護師専用と思おぼしき更衣室だった。

　入口横の壁に、大きな鏡がはめ込まれている。映っているのは、もちろん亜あ威い黒くろ媛ひめだ。

　鏡の前に立っているのに、自分の姿は見えず、きれいな女の子が映っている。奇妙な気分である。

「……ん」

　右足を前に出し、体を斜めにしてモデルのようにポーズをとってみた。続けて、黒のロングヘアを両手で後ろに払う。

　やっぱり、絵になる女の子だ。

「黒くろ姉ねえ様さま、なにしてるの？」

「え、あ、ああ……」

　百もも香かの声に、理り刀とはビクッと身を縮めた。

　すぐに、

「とにかく、急いで着替えてね」

　百香が、スポーツバッグを差し出してくる。

　着替えるの？　ここは病院だから……、まさかナース服を着るのか？　もしかして一日看護師のボランティア？　「は～い、お注射しましょうねぇ」なんてことをやるのか？　いやいや、資格が必要だろ。

　脳内回路を混線させながらも、理刀はバッグのチャックを開け、中を覗のぞき込んだ。












「これ、は？」

　黒い布に、見覚えのある紋章が縫いつけてある。

　この紋章は……。

『ティンカー・セブン』に登場する女の子たちが、チームの証あかしとして胸につけているティンカー・エンブレムだ。

　黒い布をとり出し、ひろげてみた。

　Ｔシャツである。胸にはやはり、フェルトでつくられたティンカー・エンブレム。

　他ほかにも、バッグの中には様々な衣装や小道具が入っていた。

　黒いバンダナが二枚。黒革のベスト。黒い指なしアーム・ロング。黒い短パン、というかＶ字パンツ。黒革のブーツ。黒いステッキ。などなど。すべて黒。

　ティンカー・エンブレムだけが、七色の輝きを放っている。こうして見ると奇抜な衣装である。

「これは、ティンカー・パインか？」

　黒一色のキャラは、ひとりしかいなかったはずだ。なぜティンカー・ブラックじゃないんだ？　と心の中でツッコミを入れたのを覚えている。

　ティンカー・セブンの中でも異色なキャラで、他の六人と距離をとり、孤独を尊び仲間と馴なれ合おうとしないものの、本当は寂さびしがり屋で、正義の心がだれよりも強い女の子という設定だった。

　性格は黒くろ媛ひめとかけ離れているが、外見は……、似てるかもしれない。話し方は、ちょっと硬めだが、普通の女の子言葉だったはず。

　ロングストレートの黒髪で、きりりとした顔立ちで、胸が大きくて、それでいて腰が細くて。そう考えると、看護師が言ってた通り、イメージそのまんまだ。

「ぜぇ～んぶ、黒くろ姉ねえ様さまのサイズに合わせた特注品なんだから。百もも香か、仕立屋さんに何回も通ったんだよ。ステッキだけは、オモチャ屋さんから買ってきたけど」

　百香が、自慢げにティンカー・パインの衣装を指し示した。

　理り刀とは、気持ちを引きしめた。

　いまから、これに着替えなければならない。でも、どうして病院でティンカー・パインにならなきゃいけないの？

　理刀の疑問に気づくはずもなく、百香が言葉を続けた。

「黒姉様が虫とコスプレが苦手だってこと、ちゃんとわかってるんだよ？　でも、ティンカー・パインだけはやってほしかったの。だって、黒姉様しかいないって、ずっと思ってたんだもん」

　なるほど、と理刀はようやく納得した。尾び行こうの件を許してもらう代わりに、黒媛は最愛の妹から苦手なコスプレを迫られていたのだ。

「黒くろ姉ねえ様さま、早く着替えて。みんな待ってるから。ロッカーは、ここを使って」

　百もも香かが、いちばん右端のロッカーを開けてくれる。黒くろ媛ひめがティンカー・パインへ変身する決意を固めたときのために、すべてを準備していたようだ。

　衣装に、看護師たちへの根回しに、使用するロッカーの場所まで。

　でも、どうして病院で？　みんな待ってるからって……、もしかして、看護師にティンカー・セブンのファンが多いとか……。

「早く早く」

　百香に急せかされ、理り刀とは上着のボタンに指をかけた。どうせ体育の時間も見ちゃったし。

　それでも、この服は、ちょっと……。

　この状況で、迷っていてもしかたないけど……。

「……………！」

　理刀は決意した。

　一気に脱衣いこう。

　変身いくんだ！

　いっちゃえ！

　ここで逃げれば、百香に恥をかかせることになるし、これからなにが起こるのか興味もあるし、ティンカー・パインになった黒媛を見たくもあるし。

　百香の目の前、という抵抗感と闘いながら服をすべて脱ぎ去り、素早くＴシャツとＶ字パンツを身につけた。Ｔシャツのサイズ、ちょっと小さすぎませんか？　ピチピチすぎるんですけど……。それからパンツ……、切れ込みがありすぎて、お尻しり、はみ出してるんですけど……。ちょっとめくれば、下着も見えちゃうし……。いいのか？

「黒姉様、ほら、ここをこう寄せて、もっと上げなきゃ」

　Ｔシャツの裾すそからするするっと手を入れてきた百香が、たぷんと大きな姉の胸をぐいぐいと押し上げ、ぐにぐにと寄せ、位置を整えてくれた。

　男の理刀にとって、下着をつけたときや服を着た際に、胸の居場所をどう定めるかなんてよくわからない。未経験で未体験で未知の世界である。

「へ、変かな？」

「変っていうよりも、もったいないよ？　コレがどこにむいてて、どう寄ってるかってだけで、威力が違うんだから。威力が」

　威力、ですか？

　百香に手伝ってもらいながら、一枚のバンダナで黒髪を押さえ、もう一枚を首に巻き、ベストを身につけ、ちょっとオシャレな指なしのアーム・ロングに腕を通し、暴力的なまでにＶ字なパンツの位置を微調整し、ブーツをはき、ステッキを手にして、

「これで、全部？」

「黒くろ姉ねえ様さま、カッコイイ！」

「そ、そうか？」

「百もも香かの目に狂いはなかったでしょ？」

「あ、ああ、そうだな」

　入口横の鏡に映った亜あ威い黒くろ媛ひめという少女の姿に、理り刀とは思わず見とれてしまった。

　ティンカー・パインが、目の前にいる。

　不思議な気分だ。黒ばかりだから、ちょっと変かも、なんて思ってたけど……。

　顔から首筋、肩から二の腕、指先、そしてふとももと、黒媛の艶つやを帯おびた白い肌が逆に強調されるから……、妖あやしいほどに色っぽい。

「それじゃあ黒姉様、これからが本番だから、パインになりきってね」

　百香が、ニパッと笑みを浮かべた。

　本番？




　更衣室を出たあと、静かな廊下をナース・ステーションのほうへ進んだ。

　この格好を看護師に披ひ露ろうするのか？　ちょっと恥ずかしいけど……。

　ドキドキしながら、理刀は百香のあとについて歩いた。

「ぶっつけ本番だけど、黒姉様ならきっと大丈夫。百香もサポートするから」

　百香の言葉にうなずきながらも、ドキドキが加速していくのをとめることができない。なんの本番なの？

　空気が質量をもっているかのような廊下を進み、次の角かどを曲がればナース・ステーションというところで、百香が〝ストップ〟というように片手を突き出してきた。

「黒姉様はここで待ってて。まずは百香がいくから。呼んだら出てきてね」

「あ、ああ」

　百香が、さっさと曲がり角の先へ消えてしまう。

　ざわざわとした声が聞こえてくる。なんだか人が集まってるみたいだけど。看護師さん大集合とか？

「はぁ～い、お待たせしましたぁ！」

　百香の明るい声が、静かだった病院の空気を一撃で霧む散さんさせてしまった。

「いきなりでごめんなさい。でも許してね。ティンカーたちはみんな忙しいから、なかなか遊びにこられないの。きょうたまたまパインの時間が空あいたから、無理を言ってきてもらいましたぁ」

　ざわざわざわ。

「さぁ、みんなでティンカー・パインを呼んでみて」

　なんだこのノリは？

　通路の先を覗のぞいてみたい、という欲求を胸の中でぐりぐりと丸めながら、理り刀とは呼吸を整えた。

「いくよぉ、せ～の～」

「「「「「「「「「「「「「「「ティンカー・パイン」」」」」」」」」」」」」」」

　え？　子どもの声？　しかも大勢の。

　心臓がぎゅ～っと縮むような緊張感を蹴けり飛ばし、理刀は意を決して足を踏み出した。

　角かどを曲がり、廊下の先へ目をむける。

　百もも香かよりずっと小さな子どもたちが、ザッと数えて一〇数人。キラッキラの瞳ひとみを理刀にむけていた。周りにいた三人の看護師たちが、嬉うれしそうに微笑ほほえんでいる。

　百香が、サッと理刀を指し示した。

「ティンカー・パインの登場でぇ～す」

　理刀はとっさに、右手をあげた。

「こ、こんにちは」

「「「「「パインだぁ！」」」」」

　途端、子どもたちが我先に駆け寄ってきた。

　大半が、まだ小学校にも上がっていない子だろうか。中には、よちよち歩きの子もいるようだ。

　ここは小児科だったらしい。

　積極的な子ばかりではなく、看護師に手を引かれ、恐る恐るといった様子で近づいてくる子もいる。

　看護師の足に抱きついて動かない子も。

　集まってきた子どもたちに対し、どう反応すればいいのかわからない。それでも理刀は、小さな頭をなでたり、小さな手を握ったり、薄すぎる肩を抱き寄せたり、とにかくできる限りのスキンシップを試みた。

　両手を忙せわしなく動かし、理刀の腕や足をペタペタ触りまくり、感動を体全部で表現している子がいる。

　口をぽか～んと開け、ぽとした表情でただただ理刀を見上げている子がいる。

　ふと見ると、子どもたちの輪の外に車くるま椅い子すの子もいた。

「はいはいはい、みんな順番にね。パインがビックリしちゃうから。質問がある人は手をあげて」

　百香の言葉で、子どもたちが素直に理刀から離れるが、瞳のキラキラはわずかも弱まっていない。気を許せば、またすぐにでも群むらがってきそうなほど強い輝きを放っている。

「質問ある人ぉ？」

　理刀の隣で、百香が右手をあげた。

　子どもたちが、互いに顔を見合わせている。あらためて「質問は？」なんて訊きかれると、〝どんな質問しようかな？〟と迷ってしまうのかもしれない。

　それでも、ひとりの男の子が手をあげた。

「はい、なんでしょう？」

　百もも香かに促うながされ、男の子が真まっ直すぐな目をむけてくる。

「アップルとグレープは？」

　果物？　いや、アップルとかグレープって確か、ティンカー・チームの仲間の名前だったはず。

　理り刀とは、男の子にできるだけやさしい目をむけながら、

「ごめんなさいね。みんな別のところで正義のために闘ってるの。仲間たちは忙しいから、ボクひとりしかこられなかったわ」

　ティンカー・パインの口く調ちようを意識しながら、それらしい話をつくった。一人称が「ボク」というところも忘れない。女の子言葉は、ちょっと照れるけど……。

　男の子が、目を大きく見開いたあと、隣の子と手をつないで飛び跳ね始めた。よくわからないけど、喜んでくれたようだからヨシとしておく。

　その後も、いろんな質問をされた。

「いつも、なにをたべるの？」とか。「おとうさん好き？」とか。「トーマスはなに色？」とか。「セイジカは、わるいヤツ？」とか。「たたかれたとき、いたい？」とか。「おともだちになって」とか。「ガクレキは？」とか。「もうけてまっか？」とか。

　こたえられるものは、それらしい話をつくってこたえ、こたえられないものは、百香に助けてもらった。

　話してるうちに、元気に見える子どもたちがみんな、入院中であることを知ることができた。ここは入院病棟だったのだ。

　全員が、いま現在、なんらかの病気の治療中なのだという。

　両親に甘えたい盛りの子どもたちが、自宅に帰ることもできず、幼稚園や学校に通うこともできず、走り回って遊ぶこともできず、ただただ一日を病院の中で過ごしているというつらい現実を前にして、それでも理刀は笑顔をつくり続けた。

　子どもたちを楽しませたいと思ったから。ほんの少しでも、喜んでもらいたい。

　そして、この出会いに感謝した。

　自分の知らない場所で、だれかが苦しんでいる。

　自分の手が届かない場所で、だれかが必死に生きている。生き抜いている。

　自分にとっては〝日常の延長でしかないあした〟が、だれかにとっては〝是ぜが非ひでもつかみたい未来〟だということを、あらためて認識することができた。

　だから、感謝である。

　黒くろ媛ひめはきっと、百もも香かの説明をちゃんと聞かなかったに違いない。聞く前に、〝パインの衣装を着る〟ということに拒否反応を示したのだろう。

　彼女の性格ならきっと、子どもたちとの触れ合いを断るはずがないから。

　それを考えると、申し訳ないような気持ちにもなった。

　本来なら、黒媛が味わうべき感動だったはずだ。それを、自分がもらってしまった。

「ミミね、ティンカー・チームにはいりたいの。ダメ？」

　真っ黒な髪を三つ編みにした女の子が、理り刀とににじり寄ってきた。その手は、Ｖ字パンツのベルト通しをしっかりとつかんでいる。

　こんな体験は、滅めつ多たにできるものじゃない。

　理刀は、ティンカー・パインになりきって、ミミの右手を両手でやさしく包んだ。

「がんばれば、きっと入れるわ。いろんなことをがんばって、うんとがんばって、ミミちゃんらしくがんばり続ければ、きっと入れるからね。ボクも応援するから、がんばって」

　ミミが、嬉うれしそうに飛び跳ねた。

　ベルト通しを握ったまま激しく動かれると、パンツが徐々にずり下がって……、下着が……、見え……。

　相手は子どもだし、ま、いいか、な？




　理刀は、三〇分ほど子どもたちとおしゃべりしたあと、百香といっしょに病院をあとにした。

　百香が、理刀とつないだ手をぶんぶん振っている。上機嫌、といった様子だ。

「みんな、すごく喜んでくれたね！」

「ああ、こっちがビックリするほど、な」

　子どもたちの楽しそうな笑顔を思い出す。ティンカー・パインは、本当に大人気だった。

　笑顔のひとつひとつを脳裏に思い描くと、幸せな気持ちになれた。

「パインになってよかったでしょ？」

　百香が、甘えるように理刀の左腕に抱きついてきた。

　理刀はいま、スポーツバッグを肩からたすきがけにし、右手に鞄かばんをもっているため、百香に体を押しつけられると少々歩きづらい。それでも、嫌な気分じゃないけど。

「パインになったことは、まあ、なんとも言えないが……」

　あまり喜んでいると、「またやって」と言われかねない。そのときはおそらく、黒媛がやることになるだろうから……、いまは言葉を濁にごしておく。

　あすの昼休みが終わる頃ころ、きっともとに戻っているはず。きっと。

　百香のぬくもりとやわらかさを左腕に感じながら、理刀は歩き続けた。

　自分にも妹がいたら、こんな感じなのかな？　亜あ威い姉妹のように、仲よくできるかな？　それとも、ケンカばかりだろうか？

　そんなことを考えていると、だんだん百もも香かが愛いとおしくなってくる。

　そんな想おもいのまま、腕にしがみついている彼女に笑いかけた。

　すると百香が、なにかのエキスを搾しぼりとるかのように、三秒ほどむぎゅっと腕に抱きついてきたあと、さっと体を放し、再び手をつないだ。

　そしてまた、ぶんぶん振り始める。

　姉が大好きでしかたない。

　楽しくてどうしようもない。

　心がウキウキしてとまらない。

　そんな明るさをまとった百香といっしょに、腕をぶんぶんやりながら駅を目指した。

　時間は一七時半を回っている。屋敷へ帰り着く頃ころには、陽ひもすっかり落ちているだろう。

　それでも気分は昇のぼっていく。

　あした、互いの体へ戻ったあと、黒くろ媛ひめに喜んでもらえるはずだ。ギスギスしていた姉妹関係をもとに戻したのだから。

　あしたが楽しみだ。

　きっと、もとに戻れるはずだから……。




　ギリシャ神殿のような亜あ威い邸に着いたときには、すでに一九時をすぎていた。

　玄関で五人のメイドたちに迎えられたため、思わず「うっ」と声をもらしてしまったものの、気をとり直し、堂々とした亜威黒媛を演じながら、正面の階段をのぼった。

　のぼりながら、理り刀とはそれとなくポケットからとり出した見取り図に目を落とした。

　えっと、まずは正面の階段をのぼって二階へ……、それから右に曲がって、突き当たりを左に……。

「それなに？」

「はぅっ！」

　百香が紙面を覗のぞき込んできたため、とっさに握り潰つぶしてしまった。

「どうしたの？」

　百香が、ちょこんと首を傾かしげた。

「いや、こ、これは、我が家の見取り図なんだが……」

　理刀は慌あわてて紙面をひろげ、シワを伸ばしたあと、百香に図面を見せた。下へ手たに隠すより、「秘密なんてないよ？」と見せてしまったほうがいいと考えたからだ。

「うちの？　どうして黒くろ姉ねえ様さまがそんなモノもってるの」

「いや、クラスの友だちに、家の中ってどんな感じなのか訊きかれてな。こうやって図を描いて説明したんだ」

「ふ～ん、変なの」

「ハハ、ハ、そうなんだ。変だな」

　理り刀とは急いで見取り図を折りたたみ、ポケットに押し込んだ。

　家の中を歩くだけでもドキドキだ。

　それにしても、この家、大きすぎないか？




　初めて入る黒くろ媛ひめの部屋は、想像通りというか、黒媛らしいというか、青を基調とした清潔感あふれる空間だった。

　六畳ある理刀の部屋より、ずっとひろい。しかも、よく整理されていた。

　奥の壁際にある机も、横にあるベッドも、テレビの前に置かれたテーブルも、ソファも、ちゃんと整えられている。散らかっているところなど一カ所もない。

　部屋の住人が几き帳ちよう面めんな性格であることが、ドアから一歩入ればよくわかる。

　黒媛のほうはいま頃ごろ、理刀の家に入って顔をしかめているかもしれない。

　台所の流しには、使った食器を置きっぱなし。机の上には、マンガを出しっぱなし。床には、古雑誌を積みっぱなし。廊下の掃除は週に一回程度だから、薄く埃ほこりをかぶってるし。洗濯機には洗濯物を入れたままにしてるし。ベッドのシーツを洗ったのは、いつだったかな？　枕まくらカバーだって、随分とつけっぱなしだし。

　黒媛にあの家でひと晩すごさせるなんて、ある意味嫌がらせかもしれない。

　しかしながら、庶民の飾らない実生活を知ることができるという意味では、極めて貴重な体験かも。

　現実逃避的に、そんなことを考えてみる。ジタバタしても始まらないから……。

　理刀は鞄かばんを床に置き、きれいに整っているものの決して自分の部屋ではない、なんだか居い心地ごこちの悪い空間に踏み込んだ。

　そのまま、吸い寄せられるようにクローゼットと思おぼしき家具に歩み寄り、両開きの扉を開けてみる。

　好奇心で開けてるんじゃないよ？　着替え、必要だし……、なんて言い訳がましいことを考えながら、ずらりとならんでいる衣服を眺めた。なんだか圧倒されてしまう。が、怯ひるまず左下にあった引き出しを開けてみる。黒媛が、『下着類とかは、クローゼットの左端だから』と言ってたから……。

　小さくたたまれた色とりどりの布……、その中で、赤いヤツをひとつ手にとり、ひろげてみた。

　パンツ。

「……………ぅ」

　直後、コンコン、とドアがノックされたため、理刀は慌あわてて下着パンツをたたみ、もとの位置に戻した。引き出しも戻し、クローゼットの扉も閉め、ドキドキを抑えながら、

「はい？」

　返事をした。

　だれだ？　メイドか？　とにかく黒くろ媛ひめらしく、堂々と背筋を伸ばし、余裕たっぷりな感じで対応しなきゃ。中身が別人だなんて、まず見抜かれるはずないんだから、落ち着け。

　カチャ、とドアが開く。

「黒くろ姉ねえ様さま、お風ふ呂ろいくでしょ？」

「え？　お風呂？」

「入ろ」

「ちょ、お、お風呂って……」

「どうしたの？　いつもいっしょに入ってるでしょ？」

「いや、きょうはちょっと……」

　百もも香かとふたりでバス・タイムを楽しんだなんてことを黒媛が知れば、どう思うだろう。妹のことを溺でき愛あいしている彼女に、「このロリコン！」なんて罵ののしられたくない。

　なんとか断らなければ……。

　だが、理り刀とにむけられていた百香の目が、突然ス───ッと冷たくなり、

「なんだか、いつもの黒姉様と違う」












　鋭い言葉を突き刺してきた。

「な、なにを言ってるんだ？　ほら、い、いつものわたしじゃないか」

「違うよ」

「ど、どこも違わないだろ？　ほら、よく見てくれ」

「見た目は同じだけど……なんだか、中身が……」

「よぉぉぉし、風ふ呂ろに入ろう。いますぐ。さ、グズグズしてたら時間の無駄だぞ」

　中身が……、その先は絶対言わせない。

〝入れ替わり小こ法ぼ師し〟の都市伝説なんて、信じてない。でも、いまは普通じゃない状況に陥おちいっているから、危険かもしれないことには極力触れないほうがいい。もし、万が一、ということもある。だから、あしたの昼休みが終わるまでは、安全策をとらなければ。




　亜あ威い邸のバスルーム、そのひろい脱衣所に入った理り刀とは、懸命に言い訳をならべた。

　百もも香かのほうから誘ってきたんだから。

　中身が違うことを見抜かれそうになったんだから。

　選択肢が他ほかになかったんだから。

　しかたないよね。ね？　そうだよね？

　自分は決してロリコンじゃないから。

　ツルペタにムラムラしたりしないから。

　背後から、衣きぬ擦ずれの音が聞こえてくる。百香が服を脱いでいるのだ。

　相手は小学五年生だろ。ビクビクするな。

　理刀も制服を脱いでいく。

　シャツから腕を抜き、スカートを床に落とし、下着も外し、とうとう一いつ糸しまとわぬ姿になったところで……。

「春日かすがさん」

　心の準備もなにもなく、本当にいきなりだったため、気づいたときには「なに？」と振り返っていた。

　笑顔の百香と視線が重なった。重なって、

「あ……」

　しまった、と息を吞のんだ。

「春日さん、ですよね？」

　華きや奢しやな体にバスタオルを巻いた百香が、ニパッと汚れなどまるでない笑みを浮かべた。

「……………」

　このまま黒くろ媛ひめを演じ続けるべきか、否いなか。

　理刀は、百香の出方を待った。

「わたし、気づいてましたよ？」

「えっと……」

「雰ふん囲い気き、黒くろ姉ねえ様さまと全然違います。きょうの体育のとき、すごく変だな～って思ってて、体育が終わったとき、春日かすがさんがきたじゃないですか、っと、あっちが黒姉様ですよね？　見た目が春日さんでしたけど、雰囲気は黒姉様まんまでしたから」

　姉を大好きな妹を欺あざむくことなど、最初から無理だったらしい。

　理り刀とは、あきらめの息を吐いた。

　白しらを切ったところで、正体はすでに見抜かれているのだ。見苦しいマネはしたくない。

「バレちゃったか……」

「どうしてこんなことしてるんですか？」

「ん～、オレと黒くろ媛ひめにも原因がわからないんだよ」

「原因不明ですか？　それじゃあ、もとに戻る方法は？」

「わからないんだ」

「戻れないんですか？」

　百もも香かが、不安そうに眉まゆ根ねを寄せた。

「きっと大丈夫だよ。キュートのお姉さんたちに相談すれば一発でもと通りさ」

「もっと早く相談すればよかったのに……どうして黙ってたんですか？」

　百香の疑問はもっともである。

　理刀は肩をすくめたあと、最初から説明することにした。

　ある都市伝説を警戒したせいで、こんなややこしいことになったけど……。




　結局、タオルで目隠しをして風ふ呂ろへ入ることになった。もちろん、百香もいっしょに。

　目隠しをしてるから、どんなバスルームなのか理刀にはわからない。

　それでも、初めてキュートと会った日の夜を思い出し、懐かしいような、恥ずかしいような、ソワソワするような、そんな気分を味わうことができた。

　あの夜は、頭頂に寄生したシィちゃんが離れなかったため、キュートとふたりでシャワーを浴びたのだ。いまのように目隠しをして。その際、シィちゃんの目を通してキュートの透明な裸体を見てしまい……。

　いまでも、記憶にしっかりと焼きついている。貴重な体験だった。

　あのときはキュートと、そしていまは百香と目隠しでバスルームに入っている。

「前に小等部のボランティア活動で病院の看護師さんたちと知り合って、そのあとも、ときどきお誕生会の準備とか手伝ってたから、あの病院の子たちとは顔かお馴な染じみなんです」

「へぇ、自分から手伝いにいってたの？」

「はい、黒姉様から、〝困ってる人には力を貸してやれ〟っていつも言われてますから」

　そんな話をしながら体を流したあと、百もも香かの助けを借り、彼女とならんで湯船につかった理り刀とは、まずゆっくりと足を伸ばした。

　少なくともふたりが入っても体が触れ合わず、足を伸ばしても大丈夫なほどひろい浴よく槽そうのようだ。背やお尻しりに受ける感触から察するに、タイル張りらしい。

「すみません。中身が春日かすがさんだって気づいてて、パインの衣装を着てもらったんです。黒くろ姉ねえ様さまったら、どんなに頼んでも嫌だって言うし、〝なんでも言うこと聞く〟って約束したあとも、なかなか決断してくれないから」

　百香の声が、バスルームに反響する。

「黒くろ媛ひめ、よっぽどコスプレが苦手なんだね」

「虫かコスプレか、って感じなんです」

「虫は、なんとなくわかるけど、コスプレをそこまで嫌う理由って？」

「自分がコスプレしてるところを想像しただけで、恥ずかしくて死にそうになるって言ってます」

「百香ちゃん、〝小児科でやる〟って黒媛に言わなかっただろ？」

「ん～、そういえば、言ってなかったかもしれません。〝病院でティンカー・パインになって〟とか〝きっとみんな喜んでくれるから〟なんてことは言った覚えがありますけど」

　予想通りのこたえに、理刀は安心した。

　やっぱり、黒媛は知らなかったのだ。苦手なコスプレをすれば、子どもたちの笑顔をシャワーのように浴びられるということを。

「子どもたちを元気にしてあげられる、って言ってたら、黒媛のことだからすぐにやってくれたはずだよ。すごく恥ずかしがったかもしれないけどね」

「そうですよね。なんか、変な感じです。見た目が黒姉様なのに、黒姉様のことを他ひ人と事ごとみたいに言ってるなんて……」

「まあ、中身がオレだからね」

「ほら、黒姉様が〝オレ〟だなんて、おかしいです」

「そういえば、ティンカー・パインは自分のことを〝ボク〟っていうよね」

「あ、それ、春日さんが忘れずにいてくれたからよかったです。パインが〝オレ〟とか〝わたし〟だったらおかしいですから」

「借りた本、しっかり読んどいてよかったよ」

「でもでも、黒姉様がパインをやってくれたわけじゃないんですよね。パインになったの、春日さんですから……」

　百香の声が、わずかにトーンを落とした。

　彼女は、黒媛のためにティンカー・パインの衣装を用意していた。大好きな姉がその衣装を身につけ、子どもたちに夢と勇気と希望を与えてくれると思っていたから、あれこれと面倒な準備をしてきたのだろう。

　それなのに結局、理り刀とがパインを演じてしまった。外見は黒くろ媛ひめだが、中身は別人だ。

　確かに、子どもたちを喜ばせることはできた。でもそれは、百もも香かが敬愛する姉を通してではない。

　百香にとっては、結果オーライなだけでは喜べないはずだ。

　理刀は、「ん」と背伸びをした。人の体であっても、背骨をペキポキ鳴らすのは気持ちがいい。

　腕を下ろし、そばにいる百香に語りかけた。

「この前さ、黒媛が言ってたんだけど……」

「黒くろ姉ねえ様さまが、なにを？」

「百香ちゃんのこと、すごく大切な妹だって」

「ぇ？」

　百香に伝える言葉を選びながら、理刀はゆっくりと続けた。

「黒媛に聞いたよ。

　百香ちゃんのお母さん、百香ちゃんを生んですぐに亡くなったって。

　だからオレ、こう思うんだ。

　黒媛は、百香ちゃんのお母さんになってやれないことを、きっと悔しがってんじゃないか、ってね。

　黒媛って、すごくマジメだろ？

　お母さんになってあげられない代わりに、妹の目標であり続けようって、思ってるんじゃないかな？

　最高の姉でいよう、って。

　これって、すごく大変なことなんだと思うよ。

　がんばって、がんばって、がんばって、心が折れそうなときだってあるはずなのに、それでもがんばって、ダイヤ第一級の【時の統治者タイムルーラー】になって、｛蛇髪女の眼メドウサ・アイ｝ってみんなに呼ばれるようになっても、それでもまだがんばり続けて。

　そうやって、いまも最高の姉であり続けてる。

　それから……。

　黒媛は、こうも言ってたよ」

　百香が、微かすかに息を吸った音が聞こえてきた。表情が見えないから、どんな顔をしているのかよくわからない。わからないまま、理刀は言葉を続けた。

「〝妹を守るのは、自分しかいない〟ってね」

　ぴとっ。

　理刀の肘ひじに、なにかが触れた。

　ぴとぴとぴと。肩、腕、腰にやわらかな感触が……。

　百もも香かが、体をくっつけてきたのだ。

「わたしも、黒くろ姉ねえ様さまのこと大好きです。尊敬してるし、人生の目標にしてます」

　耳たぶをくすぐるような百香の声は、わずかに湿っていた。泣くのを我慢しているような、感動を押し殺しているような、震えを誤ご魔ま化かしているような、そんな声である。

「黒姉様ぁ……」

　百香が、理り刀との腕に抱きついてきた。小さな胸をむぎゅっと押しつけてくる。

「戻ってきてぇ」

　百香の泣き声がバスルームに反響したそのとき、視界の中で白色が拡散した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　白だけ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　濃密な白。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　回転する白。

　　　　　　　　　　　　　　　　流動する白。

　　　　　　　　　　　絶叫する白。

　　　　　　沈黙する白。

　支配する白。

　目隠しをしていても、鮮明な、抗あらがいがたい白を感じることができた。





エピローグ




　気がつくと、目の前にキュートが座っていた。その隣にはスイートもいる。

　ふたりとも心配そうな顔だ。

　理刀は、周りを見回した。

　見慣れたテレビ。いつも三分遅れている置き時計。なにがどこに置かれてあるのか、しっかりと把握している応接間。緊張しない空間。

　現在、時計の針は二〇時二八分を指している。三分遅れだから、正確には二〇時三一分だけど。

　どうやら、亜あ威い邸の浴よく槽そうから自宅に移動したらしい。

　裸のまま、じゃないよね？

　理刀は、慌あわてて手足を触ってみた。

　ちゃんと服を着ている。それどころか、指も細くないし、爪つめだってつやつやしていない男のモノである。

　戻ったようだ。

　鏡を覗のぞいてみないと、自分自身だと確信できないけど。いやいや、これは自分の手に間違いない。

「なんの効果もありませんか？　方法は間違っていないはずなのですが……」

　スイートが、下唇を嚙かんだ。

「少し時間がかかるのかもしれないわね」

　キュートも、むぅ、と唇を強こわ張ばらせている。

　ふたりがなにを言っているのかピンとこなかったため、理り刀とは言葉に迷った。

　そんな理刀の心を読めるはずもなく、スイートがブツブツとひとり言のように言った。

「もうしばらく待っても効果が見られないようでしたら、別の方法を試してみましょう。安心なさって下さい。フォンターナの紋章に誓って、黒くろ媛ひめと理刀の魂をもとの体に戻して差し上げますわ」

　どうやら、黒媛のほうも正体を見破られていたらしい。

「あたしたちにまかせといて」

　キュートが、力強い瞳ひとみをむけてくる。

　理刀は、「戻ったよ」と伝えるタイミングを窺うかがった。ちょっと驚かせてやりたい、というイタズラ心もあって、わざとらしく顔をしかめてみせる。

　キュートが、眉まゆをわずかに寄せた。本気で心配してくれているらしい。

　そんな彼女の瞳を見ると、すぐに申し訳ないような気持ちになってくる。

　スイートが、テーブルの上に視線を動かした。卵くらいの容器が置いてあり、数カ所の小さな穴から赤紫色の煙を立ち上らせている。

「始し祖そ竜りゆうの長老属は、敵の意識を支配してしまう能力をもっている、ということは説明しましたわね。

　黒媛と理刀の心と体が入れ替わったのも、おふたりがぶつかった際、長老属特有の能力が中途半端に発動してしまった可能性が考えられます。

　だから、まずは還かん魂こん香こうを試してみたのですが……。

　変化はありませんか？」

　キュートが、すぐに言葉を継ついだ。

「還魂香の香りで部屋を満たせば、魂は自分の器へ還かえっていくはずなんだけど……。

　自然が生み出した生物や植物のエキスを抽出してるから、『混沌とした実在カオテイツク・リアル』にも有効だって、毒どく舌ぜつ丸まるが言ってたのに。

　まだなんともない？

　大丈夫だから、泣かないで」

　言いながら、キュートがハンカチを差し出してきた。

「？」

　そこでやっと、理刀は自分が泣いていることに気づいた。

　自分が、というよりも黒くろ媛ひめが泣いていたのだろう。正体がバレたから、怖くなって、どうしていいのかわからなくなって、不安で。

　でも、キュートが言う通り、大丈夫だった。

　いま頃ごろきっと、湯船の中で黒媛と百もも香かが抱き合っているはずだ。

　理り刀とはキュートからハンカチを受けとり、それで涙をぬぐった。自分が流した涙で、自分の涙じゃなくて、変な感じだけど……。

　それでも、なんだか晴れやかな気分だ。

　自分が自分であることを認識できるという、当たり前の幸せを感じることができる。

「ん？」

　キュートが、理刀の顔を覗のぞき込んできた。

　スイートも、瞳ひとみを近づけてくる。

「もしかして、もとに戻ってるの？」とキュート。

「理刀、ですわよね？」とスイート。

　ふたりして、なにかを感じたようだ。もはや、隠していても意味がないだろう。

　理刀は、ニッと笑ってみせた。

「お陰で、もとに戻ることができたみたいだ」

「まあ、還かん魂こん香こうが効いたのですね！」

　すぐさまスイートが、理刀の手を握りしめてきた。

　直後、

「!?」

　白が爆発した。

「きゅっ、ちょっとあんた、魂が戻ったばかりだから、理刀は疲れてんのよ？　ベタベタ触ってないで、手ぇ放しなさいよ！」

　キュートが、理刀の手をつかんで、乱暴に引っ張った。

「あれ？」

　目の前にいるのは……、自分自身だ。横から、キュートが怒った顔を近づけてくる。

「理刀の身になって考えれば、そのくらいわかるでしょ!?」

　彼女はなぜ、こちらに怒いかりをぶつけてくるのだろう。

　理刀は、目の前で両手をひろげてみた。

　小さくて、きれいな手。ほっそりとした指。少し伸びた、宝石のような細長い爪つめ。

　視線を移し、自分を見つめた。

　もしかして、また？

　自分自身が、両目をこれでもかと見開き、こちらを凝ぎよう視ししている。

　入れ替わった？　今度はスイートと？

　理り刀との体に入ったスイートが、素早く現状を受け入れたのだろう、自らの手足をなでさすりながら、

「わたくし、理刀の中に入ったのですか？　なんだか変な心もちですわね」

「きゅ？」

　キュートが、理刀とスイートを交互に見比べた。顔にいくつもの「？」を貼はりつかせている。

　スイートが顔をあげた。

「いま、わたくしが自分の体を抱きしめれば、理刀がわたくしを抱きしめたことになりますわね。しかも、このまま唇を奪えば、理刀がわたくしの唇を奪ったということに……」

　キラッと彼女の瞳ひとみが輝いた、と思ったときにはもう、腕を引かれ、理刀は分厚い胸に抱きしめられていた。

　自分の体って、こんなに逞たくましかったのか？

　小柄なスイートから見た自身の体格に驚きながらも、理刀は懸命に太い腕からの脱出を試みた。

「ス、スイート、ちょ、まずは深呼吸してっ！」

「自分の体を抱き寄せるなんて、なんだか変な気分ですが……いまは、深呼吸などより大切なことが……」












「きゅ───っ！　理り刀と！　じゃなくて、スイート、あんた、理刀の中に入ったのね!?　ちょっと、なにわけのわかんないことしてんのよっ！」

　キュートの叫びを耳に、理刀は懸命に自分の顔を押し返した。

　自分自身の唇が、ジリジリと接近してくる。なんだか、鏡が近づいてくるような感じだけど……。

　傍はたからだと、春日かすが理刀が嫌がるスイート・フォンターナを抱き寄せ、強引にキスを迫っているように見えるはずだから……。

　危険な光景だ。

「きゅ──────────────────────────────────っ！」





第三話　エレベーター・パニック




プロローグ




　放課後になるとすぐ、理刀はエレベーターで一階ホールへ降りた。

　キュートたちと、地下学院アンダーレゾンの職員室前で待ち合わせをしている。スイートの誘いで、各学科が展示しているという作品を見せてもらうことになったのだ。参加メンバーは、いつものメンバーである。

　スイートの魔導書バイブル学科をはじめ、『言霊ゴスペル学科』『魔画アポスル学科』『封印庭アーク学科』の展示作品とは、いったいどのようなモノなのだろうか。いまから楽しみである。

　地下学院へ降りるエレベーターは、普通科専用のエレベーターホールから、少し歩いた場所にある。

　理刀は、のんびりとホールを横切りながら、チラッとホールの中央につくられた柱時計に目をむけた。

　一五時四二分。

　待ち合わせの時間は五〇分だから、楽勝だ。

「理り刀と」

　不意に、後ろから声をかけられた。

　この声は……。理刀はわずかに歩調をゆるめ、肩越しに振り返りながら手をあげた。

　頰ほおにかかった黒髪を払いながら、黒くろ媛ひめが足早に近づいてくる。余裕をたっぷり含んだ笑みは、周りから集まってくる不ぶ躾しつけな視線をものともしない。

　理刀も、「アイツだれだよ？｛蛇髪女の眼メドウサ・アイ｝とどんな関係？」的な視線は完全無視である。

「ちょうどよかった。いっしょにいこう」

　黒媛が、横にならんで颯さつ爽そうと歩き出す。

「みんなは？」

　理刀は、横目にそうたずねた。

　黒媛が、わずかに頰をゆるめる。

「先にいってる。わたしだけ、通りのむこうにちょっと用事があったんでな」

「用事？」

「水を買ってきたんだ。特別な硬こう水すいでな、購買部に置いてないヤツなんだ」

「へぇ、健康志向だね」

「体調管理は大切だぞ？　日によって能力の出力にバラツキがあるのはよくないからな。水分補給には気をつかってる」

「オレも飲んでみようかな」

「慣れてないと、硬水はお腹なかを壊すぞ？　あまり日本人にむいてないんだ」

「腹を壊したら、本末転倒だ」

　ふたりは、笑いながら地下学院アンダーレゾンの専用エレベーターへのりこんだ。




　黒媛に続いてエレベーターにのった理刀は、地下一階のボタンを押そうとして、彼女と手をぶつけてしまった。黒媛も、ボタンを押そうとしたから。

　指先と指先が同じポイントを目指し、突き進んだ結果、軽く接触。それだけ。

　それだけなのに、トクンと心臓が波打った。

「あ……」

　なんて黒媛が声をもらすから、もひとつトクッ。

「す、すまん」

　うっすらと頰を紅あかくしながら、黒媛があらためて地下一階のボタンを押した。

「いや……」

　なんともないよ？　と冷静なフリを装よそおいつつ、理刀は心の熱を懸命に冷さましていく。そうしながら、このエレベーターにのるとやはり思い出してしまうことがある。

　数日前の記憶が、じんわりと脳裏に浮かび上がってくる。

　つい先日まで、このエレベーターで地下学院アンダーレゾンの最下層にある教室へ通っていた。

　カカと、ササラと、自分。三人だけの、庭園のような教室に。

　それなりに楽しくて、勉強できて、貴重な経験を積むことができたと思っている。

　いろいろ決着したあと、カカとササラが魔界へ帰ってしまったから、またもとのように普通科へ籍を戻されたけど……。

　エレベーターのドアが閉じた途端、ふわっと心地ここちいい香りが漂ただよってきた。閉鎖された空間で、黒くろ媛ひめがまとったモノが膨ふくれ上がったのだろう。香水のような人為的につくられた匂においではなく、彼女がもっている健康的で女の子な香りである。

「黒媛って、いい匂いだね」なんて言えるほど器用な口をもっているわけじゃないから、理り刀とは黙って階数表示盤の数字を見上げた。

　仲がいいとはいえ、黒媛は女の子だ。それも、学院中の注目を集めるような、「美」が五つも六つもつくような少女である。

　そんな子とエレベーターの中でふたりきりになると、微妙に緊張する。友だちだけど、緊張する。この感覚は、なに？　閉鎖空間の魔力なのか？

　狭い場所に男女ふたり、というシチュエーションを巧たくみにさばけるほど、理刀の経験値は高くない。高くないから、早く地下一階に着いてほしいと願うばかりである。

　一階分だけ下がれば到着だから、この緊張感もほんの数秒で終わる。

　ありがたいような、残念なような、これまた微妙な感じだけど……。

　エレベーターが動き出してすぐ、

「こ、このボタンって、いちばん下の、あの教室用だろ？」

　どこか無理やりといった感じに笑みを浮かべた黒媛が、ならんだボタンのいちばん下、ひとつだけ黒い色のボタンに指先をくっつけた。

　くっつけただけで、押したようには見えなかった。それなのに……。

　ガタン。

「え？」

　エレベーターの動きがとまった。

「お、押してない、はずだが……触っただけで反応するのか？　だったら、とまったのはわたしのせいだな。すまない」

「いや、それはいいけど……」

　理刀は、操作盤にならんだボタンを順に押してみた。が、動かない。

　しつこく押してみてもダメ。

　とまった理由は？　故障？　なんらかの緊急事態？　緊急停止用のボタンだったとか？

「緊急用の電話とか、ついてるはずなんだが……ここは魔族資本の学校だから……少しつくりが違ってるようだな」

　黒くろ媛ひめに言われてみて、理り刀とも気づいた。

　電話がない。壁の中かも、とひと通りさがしてみたけど、やはりなかった。ボタンの下になにか書いてあるけど、どう見ても魔界の文字だから、理刀たちには解読できない。

　理刀は軽く息を吐き、黒媛と顔を見合わせた。

　ここは、助けを待つしかないのか？




　地下学院アンダーレゾンの職員室前で待ち合わせ。

　一五時五〇分に。

　腕時計の時間は、五一分。キュートたちが心配し始めるのは、果たして何分後だろう。

　たとえ何分後であっても、理刀と黒媛がこないとわかれば、まずはエレベーターを使って地上へさがしに出ようとするはずだから、間違いなく見つけてもらえるだろう。

　気長に待つしかない。理刀の魔法消去能力も、黒媛の時間停止能力も、この状況ではそろって役に立たないのだから。

　それでも二分と経たたないうちに、黒媛の瞳ひとみが挑戦的な輝きを宿した。

「ただ待つだけというのは、芸がないと思わないか？」

「芸がない？」

「そうだ。助けてもらうのをじっと待つだけ、というのはどうも性に合わない」

「自分たちの力で外に出よう、と？」

「やってみても損はないと思う」

「確かに」

　理刀も、チャレンジは嫌いじゃない。面白そうだし。

「まずは、できることからやってみよう」

　さっそく動いた黒媛が、ドアの隙すき間まに指を押し込み、力を入れて開けようとした。

　理刀も手伝って、なんとか手動で開けてみたものの……、目の前は壁だった。

　昇降カゴと壁の狭い隙間から下を覗のぞいてみても、暗くてよくわからない。上も同じ。ちょうど、地上と地下の中間あたりでとまっているらしい。

「ドアを手で開けることができるなら、壁側のドアも開けられるはずだ。そうすれば、外へ出られる」

　黒媛が、こぼれ落ちんばかりの余裕を唇に浮かべた。この状況を楽しんでいるらしい。

「ここは壁だけど、まさか……」

　理刀は、エレベーターの天井を見上げた。

　黒媛も、視線を上げる。

「いまのところ、出口はひとつしかない」

「上から出るの？」

「ああ、一度でいいから、エレベーターの上に出てみたいと思ってたんだ。映画とかでよくあるだろ？　銃撃戦とかしたり、ワイヤーが切れてカゴが落ちたり」

「落ちるのは、ちょっと困るな」

「現実の世界じゃ、そう簡単に落ちたりしない。大丈夫だ」

「これ、魔界のエレベーターだし」

「……………大丈夫、だと思う」

「そう願うよ」

　大丈夫だ。うん、大丈夫。とつぶやいた黒くろ媛ひめが、

「よし、それじゃあ、上る前に……」

　置いていたバッグの中から五〇〇ミリリットルのペットボトルをとり出した。見慣れないパッケージだ。先ほど彼女が言っていた水なのだろう。

「いざのぼるとなると、なんだかノドが渇かわいてきた」

　キャップを外し、ゴクゴクっとノドへ流し込む。唇を伝ってわずかにこぼれ出た水が、彼女のあご先へ流れていく。そんな様が、なんだかとても色っぽい。

　ペットボトルを口から離すとすぐ、手の甲で垂れた水をぬぐいながら、それを理り刀とに差し出してきた。

「ほら」

「？」

「理刀もノド渇いてないか？　飲んでいいぞ」

「あ、そ、そう？　じゃあ……」

　理刀はペットボトルを受けとり、その飲み口を凝ぎよう視ししながら口へ運んだ。

　そして、口をつけ、グビッ、グビッ、グビッと少しぬるくなった水を飲ませてもらった。黒媛曰いわく、健康にいい硬こう水すいが、舌の上を流れ、ノドを通り、体内へ落ちていく。

　これって、間接キスだよね？　なんてことは口にしない。

　黒媛、気づいてないみたいだし。と、そう思ったのだが……、

「サンキュ」

　ペットボトルを彼女に手渡した直後、

「間接キスだな」

　予期せぬ返しをもらってしまった。

　もし水をふくんだままだったら、間違いなく噴き出していただろう。

　黒媛が、照れくさそうに笑っている。

　理刀も笑うしかない。




　水を飲んだあと、さっそくエレベーターの上に出てみよう、ということになった。

　天井には、人ひとりが楽に通れそうな大きさの四角いフタがついている。一カ所をマイナスネジで留めているようだけど。

「ふむ、あのネジを外せば、フタを押し上げることができそうだな」

「なにか道具ないかな？」

　理り刀との言葉に、黒くろ媛ひめが得意げにポケットから髪留めをとり出し、それにチュッとキスをした。

「これの、ここの部分でネジを開けることができるんだ。何度かやったことがある」

　髪留めの先端部分を指差し、これまた得意げに唇を笑みのかたちにした。

　だが……、天井に手が届かない。

　腕を伸ばし、背伸びをしてもまるで届かない。ジャンプすれば触れることはできるものの、さすがに飛び跳ねながらネジを回すという離れ業は無理だ。

　黒媛もそれがわかっているはずだが……、彼女の目は「ネジを外すぞ！」という気合い一色に染まっていて。

　たぶん、方法はひとつしかなくて。それでも、いちおう訊きいておく。

「どうする？」

「肩車だな」

　即答ですか？

　この場合、どちらが下で、どちらが上になるのかなんてたずねるまでもない。

　男であり、体重が重い理刀が下。ネジを回す道具の持ち主であり、体重が軽い黒媛が上。これで決定。

　理刀は、黒媛に気づかれないよう、コクッとツバを吞のみ込んだ。ドキドキが、徐々に、そして確実に加速していく。

　黒媛はいま、レゾン学院指定の学生服を身につけている。

　シャツは、理刀と同じデザイン。同じ生地。同じ色。でも、下は……。

　肩車、だよね？　この場合、しかたないよね？

　黒媛がはいているのは、短いスカートだ。

　その下は、見ていないからわからないけど……、おそらく、いや確実に下着だけ。こんなこともあろうかと、見せパンをはいてました、なんて展開になるはずもない。いや、下着だろうが見せパンだろうが、理刀にしてみれば同じモノである。

「じゃ、じゃあ……」

　理刀はその場で膝ひざを折り、頭をできるだけ低くした。

「す、すまんな。重たいかもしれないが、我慢してくれ」

　頭上に影が落ちてくるのがわかった。顔の両りよう脇わきに黒媛の膝がくる。

「よ、よし。いいぞ」

　黒くろ媛ひめの合図で、理り刀とは膝ひざに手を当て、ゆっくりと体を起こした。

　黒媛の体は、想像以上に軽かった。キュートよりずっと背が高いのに……。胸だって、すごく重量感があるのに……。

　だが、そんなことよりも……。

　ドキドキッ、と心臓が跳ね回った。

　首の後ろに密着している、やわらかな部分は……。

　黒媛の下半身、そのどの部分に当たっているのか、考えなくともわかる。

　ドキドキドキドキドキッ、と鼓動がどんどん速くなっていく。

「お、重くないか？」

「いや、大丈夫」

「急いでネジを外すから、もう少し右に移動してくれ」

「オッケー」

「っとと、少しいきすぎだ。半歩戻ってくれないか」

「了解」

「よし、そのまま待っててくれ」

　黒媛の声に従い、理刀は足をとめた。首の両サイドに、彼女の生足がくっついている。












　黒くろ媛ひめが腕を動かすたび、いっしょに足も動くから、ふとももの内側、そのすべやかな美肌が、サワッ、サワワッ、サワワワッ、と耳たぶや首やアゴをなでてくる。それが、どうにもくすぐったい。本音を言えば、嬉うれしくもあるけど。

　頭上で、黒媛がネジを回している。

　その下で理り刀とは、黙って立ったまま彼女の両足に挟まれている。回っているのは頭の中だ。肩にのせているだけなのに、この圧迫感はなんだ？　むせ返るほどの女の子的香気に、あと何秒堪たえられる？

　肩車、恐るべし。

「もう少しで、とれるぞ……よし、開いた！」

　頭の上から、ガタッとフタが押し上げられる音が聞こえてきた。

「よぉし、これでエレベーターの外に……」

　黒媛が肩の上でもぞもぞと動いたため、彼女のふとももがずりずりと頰ほおに押しつけられてくる。ドキドキだ。

「く、黒媛？」

「さっそく上に出てみるから、すまないが足を支えてて……ん？」

　ピタッ、と黒媛の動きがとまった。が、次の瞬間……。

「ぁぁぁぁぁ、きゃああああああああああああああああああああああああああああっ！」

　彼女が落雷のような悲鳴をあげた。

「黒媛っ!?」

　なにが起こった？　エレベーターの外になにが？　なにかが落ちてきたのか？　まさか怪け我がした？

　理刀は急いでその場に膝ひざをつき、黒媛を肩から下ろそうとした。が、まるでそれに抵抗するかのように、彼女のふとももが顔をしめつけてくる。

　万力のごとく、ギリギリと。ギリギリギリギリギリッと。

「くぅ、ぅ、くろ、ひ、めぇぇぇ」

　顔をしめつけてくるだけなら、まだ対処のしようもあった、かもしれない。が、つやつや美肌をもつ生ふとももが集中的にしめ上げてきたのは、頸けい動どう脈みやくで……。

　く、ろ、ひ、め、ぇぇぇ、ぇぇ、ぇ。

　ギリギリギリギリギリギリギリギリギリギリッギリギリギリギリギリギリギリギリッ。

　薄れゆく意識の片隅で、理刀は見た。

　天井からべちゃ、と落ちてきた黒い物体を。

　それは、いまだかつて目にしたことのない昆虫だった。拳こぶしほどもあろうかというダンゴムシ、とでも表すればいいだろうか。しかも、カタツムリのような目までもっている。見方によっては、可愛かわいいかもしれない。

　キモカワ。

　それが、気絶する直前の感想だった。




　ふわふわで、それでいて張りがあって、心地ここちいい香りがして、やさしく頭を包み込んでくれるモノって、なに？

　正解は、最高級の羽う毛もう枕まくら。

　違う。

　もっとこう、女の子の匂においがして、なんだか切ない気持ちになって、どうしようもなくムズムズしてきて、ついつい頰ほおを押しつけたくなるようなモノは？

　正解は……。




　理り刀とは、細い針で頭をつん、つん、とつつかれるような痛みを感じながら、そろそろと目を開けた。

　弱い光が、とろりと目に流れ込んでくる。

　ここは？

「気分は悪くないか？」

　目の前に大きな山がある。そのむこうから、黒くろ媛ひめがこちらを覗のぞいていて……。

　目にいっぱい涙を溜ためて。

　どうして泣いてるの？

　理刀は、意識にかかった霞かすみを少しずつ追い払っていった。

　視界が、徐々に鮮明さを増していく。

「…………………………ぁ」

　目の前の山は………………………………………………………………、黒媛の胸だった。

　山のむこうからこちらを覗いていたのではなく、上から見下ろしていたのだ。

　ということは……、どうやら自分はいま、仰あおむけになって倒れているらしい。背に床の硬さを感じる。

　理刀は、根気よく頭の中を整理していった。

　地下学院アンダーレゾンの展示作品を見せてもらうため、キュートたちと待ち合わせをして。

　一階フロアで黒媛とバッタリ会って、いっしょに地下学院へ。

　わけもわからないまま、ふたりがのったエレベーターが停止したから、外へ出てみようということになって。

　肩車から生ふとももによる頸けい動どう脈みやく絞め、という流れに。

「本当にすまなかった。わたしは、虫を見ると、頭が真っ白になるから……さっきのヤツは本当に気味が悪くて、いや、そんなことは言い訳にならないな」

　黒くろ媛ひめの声は、とても弱々しい。

　理り刀とは、とにかく笑うことにした。泣いている彼女のそばで苦しそうな顔はできない。

　黒媛と自分の位置から察するに、どうやら彼女に膝ひざ枕まくらをしてもらっているようだ。

　エスカレーターの中は狭いから、手足を伸ばすことはできないけど、それでも心地ここちよかった。が、いつまでも彼女のふとももに頭をのせているわけにもいかない。ドキドキもどんどん速くなっていくし。

　理刀は上体だけを起こし、黒媛とむき合った。笑顔は決して崩さない。

　黒媛も、表情をゆるめてくれた。目に涙を浮かべたままだが、唇の両端をちょっと上げただけで可愛かわいさ五割増である。

「……わたしの前世は、害虫駆除業者だったのかもしれないな」

　どこか自じ嘲ちよう気味に、黒媛がつぶやいた。

「虫を殺しすぎたから、いまその報むくいを受けている、ってこと？」

「その通り。わたしはきっと、虫に呪のろわれているんだ。

　精神力とか、気合いとか、そういったもので抑えきれないレベルの恐怖なんだから、自分でも感心してしまう。

　虫を見ただけで筋肉が硬くなって。

　目の前がチカチカしてきて。

　頭の中で、ドカ～ンってなにかが爆発して。

　いろんなモノがガラガラガラ～ッて、次々と崩れていって。

　どうしていいのかわからなくなって。

　それから白黒の世界になっていくんだ。

　最後には真っ白になって……。

　こら、笑いごとじゃないんだぞ？」

「いや、ごめん。でも、黒媛があんまり真剣に話すから、なんだがおかしくなってさ」

　理刀は、慌あわてて顔に力を入れた。が、それでも唇がゆるんでしまう。

「ふふ、ひどい友だちだ」

　ひどいと言いながらも、黒媛の目は笑っている。涙に濡ぬれた瞳ひとみも、じきにもとの輝きをとり戻してくれるだろう。

　ふと気づくと、開けたはずのドアが閉まっていた。上を見ると、フタも閉じている。

　理刀の視線に対し、黒媛が肩をすくめた。

「さっきの変な虫は、ドアの隙すき間まからスルッと逃げていったよ。アメーバみたいだった。あぁ、思い出しただけで寒気がする。だから、すぐにドアを閉めたんだ。また入ってこられたら、今度はわたしが失神してしまうからな」

「オレもチラッと見たけど、珍しい虫だったみたいだね」

「ん、確かにそうだな。こんなに大きかったし」

　黒くろ媛ひめが、両手を肩幅ほどにひろげてみせた。ちょっと、いやいや、かなり大おお袈げ裟さだ。

「それ、大きすぎるって。せいぜいこのくらいだよ」

　理り刀とは、見たままの大きさを示すため、右手の親指と中指で虫をつかむマネをした。せいぜい一〇センチ、といったところだろうか。それでも、かなり大きな虫だ。

「そんなに小さかったか？　わたしは目の前で見たんだぞ？　上のフタを開けた途端、ごそごそっと……ぅあぁ、また鳥肌が立ってきた。見てくれ、腕中ブツブツだらけだ」

　黒媛が見せてくれた右腕には、彼女の言う通りブツブツに覆おおい尽くされていた。

　体全部で、「わたしは虫が大嫌いです！」と叫んでいるかのようだ。

「ほら、触ってみてくれ。ザラザラだろ？」

「ぁ……」

　黒媛に手をとられ、彼女の腕に導かれた。

　細い腕は、意識して触ると確かになめらかとはいえない状態になってはいるものの、それでもやはり、しっとりとした女の子の肌をもっていて……。

「そんなに、ザラザラして、いないと……」

　思うけど、という言葉まで口にすることができなかった。

　黒媛が、理刀の手をぎゅっと握りしめてきたからだ。

「理刀」

「く、黒媛？」

　彼女の瞳ひとみは、いまもまだ濡ぬれている。

「閉じ込められたのはアンラッキーだったが、理刀といっしょで本当によかった。ひとりだったら、きっと堪たえられないからな。さっきの虫が、まだ近くにいると思うと……ほら、震えがとまらない」

　黒媛の手は、いま、微かすかに震えている。

「大丈夫だから」

　理刀は、彼女の手を両手で包み込んだ。

　おそらく、もうそろそろ助けがくるはずだ。それまで、黒媛を安心させてやらないと。

　黒媛が、ほんのわずかに唇をゆるめた。

「ワガママを言っても、いいか？」

「聞きましょう」

「その、わたしは、虫が、魂の奥底から苦手だから……」

　黒媛の目もとが、徐々に赤みを増していく。瞳は潤うるんだまま、理刀の顔と手もとの間を何度も往復しながら、

「わたしから、離れないでほしい。す、少なくともここを出るまで、ずっと、こ、こうしててほしいんだ。お、お願いだから……」

　小さな声で〝お願い〟を口にしてきた。

　お願いされるまでもなく、助けがくるまでエレベーターから出ることはできない。

「オレは、ここにいるから。エレベーターを出るときは、レディ・ファーストでいこう」

「ありがとう」

　黒くろ媛ひめが、妹の百もも香かに負けず劣らずの愛らしい笑みを浮かべた。いつも余裕たっぷりで、頼れるリーダー的な存在の女の子、というイメージが激変だ。

　理り刀とは、黒媛の手をしっかりと握ったまま、エスカレーターの扉と天井を確認した。隙すき間まはない。キュートたちがくるまで、虫も入ってはこられないだろう。

　奇妙な虫だったけど……。

　もしかしたら、魔界の虫かもしれない。

　日本国内にはいま、輸入されてくる荷物に紛まぎれ込んでいたり、ペットとして持ち込まれ、無責任な飼い主から捨てられた外来種が数多くいると聞いている。それらの外来種によって、いま、日本独自の生態系が徐々に崩れていっているという。

　先ほど目にした、カタツムリのような目をもつ巨大ダンゴムシも、なんらかの経緯で人間界に入ってきたのだろう。

　エレベーターから出たら、学院側にきちんと報告しておかないと。もし環境に適応して大量発生なんかしたら……。

　思わず想像してしまった。

　拳こぶしほどの巨大ダンゴムシが群れをなし、ゾロゾロと大行進を始めたら……。

　黒媛は、盛大な悲鳴をあげるだけじゃすまないだろう。




　理刀と黒媛が手を握り合ってから、およそ五分が経過した。

　助け人は、いまだ現れない。

　放課後の学院ビルは、がやがやと騒がしいはずなのに……。エレベーターの中は、とても静かだ。恐こわいくらいに。

　どうして、だれもエレベーターを使おうとしないのだろう？

　とまってることにだれかが気づいてくれたら、すぐにでも出してもらえるはずなのに。

　もしかして、地下学院アンダーレゾンの生徒たちは、普段ほとんどエレベーターを使っていないのでは？　空間移動ができる魔族生徒ばかりだし。もし短い距離しか跳躍とべなくとも、一階ずつ上がれば、エレベーターを使うよりずっと早いだろうから。

　やはり、キュートたちが気づいてくれるのを待つしかないのか……。

「静かだな」

　黒媛が、心細さをそっと押し出すようにつぶやいた。

「静かだね」

　互いの鼓動が聞こえてきそうなほど、静まり返っている。なんだか、嵐あらしの前の静けさといった感じだ。

　黒くろ媛ひめと握り合っていた手が、じっとりと汗ばんできた。

　それに気づいたのだろう。黒媛がどこか恥ずかしそうに手を離し、ポケットからとり出したハンカチで、理り刀との手をふき始めた。

「あ、自分で……」

「やらせてくれ」

「あ、ありがと」

　てのひらを、指を、指と指の間を、きれいにふいてくれた。

　再びポケットにハンカチを押し込みながら、黒媛がふっと表情をゆるめた。

「わたしは、本当に恐こわがりすぎだな。もう、あの虫はずっと遠くへいってるかもしれないのに、まだすぐそばにいるような気がして……」

　不意に、カサカサカサカサカサカサカサカサカサカサカサカサカサカサカサカサカサカサカサカサカサカサカサカサ、と天井裏をなにかが這はい回るような音が聞こえてきた。

　ビクゥゥゥゥゥゥゥッ、と全身に強い電気を流されたかのように、黒媛が身を縮めた。

　次の瞬間にはもう、理刀の腕にしがみついていた。大きな胸と両りよう膝ひざをくっつけるようにして座り、カタカタと震え始める。

「いる！　や、やっぱりいる！」

　せっかく落ち着きをとり戻し始めた瞳ひとみに、再び涙があふれ出す。

　カサカサカサカサカサカサカサカサカサカサカサカサカサカサカサカサカサカサカサ。

「た、た、たくさんいるぅ」

　黒媛が、むぎゅっと理刀の左腕に抱きついてくる。

　理刀の左肩に頭をぎゅっと押しつけ、目をきつく閉じ、むぎゅっと。

「黒媛、大丈夫だから。ほら、隙すき間まなんてないから、虫は入ってこれないよ」

「む、虫を甘く見ちゃダメだ。

　ヤツらは、本当は殺虫剤も平気なんだから。

　む、む、虫たちにもレ、レベルがあるんだ。

　その中でも、わ、わたしと同じダイヤ第一級・クラスは、殺虫剤程度じゃ絶対に殺せない。

　し、しぃ、進化型なんだ。さ、殺虫剤で倒そうなんて考えてたら、こっちが痛い目に遭あうんだぞ。

　そ、そ、それだけじゃない。ダイヤ・クラスのさらに上が、存在するんだ。

　で、伝説のオ、オリハルコン・クラスが、い、いちばん厄介で、他ほかの虫とは別格なんだ。

　ヤ、ヤツらは、陰から人類を観察してるんだ。

　いつの日か、ム、ムシャムシャと、た、食べるつもりで。

　ち、地球は、ヤツらの農場なんだ。

　人間たちは、な、な、なにも知らないまま、む、虫たちに飼育されてるんだ。

　ム、ム、ムシャムシャだぞ？　ムシャムシャ食べられるんだぞ？　ど、どど、どうすればいいんだ？

　みんな食べられたら、地球は虫だらけになってしまうじゃないか。

　そうなったら、もう、わたしは、生きていけない……」

　黒くろ媛ひめが、震える声で変なことを言い始めた。目が、ぐるぐる回っている。

「大丈夫だから」

　理り刀とは、腕にしがみついてくる彼女にささやきかけた。

　カサカサカサカサカサカサカサカサカサカサカサカサカサカサカサカサカサカサカサ。

「だ、だ、大丈夫じゃない！　理刀は、なにをもって大丈夫だと、だ、断言できるんだ。頼む、わたしから離れないでくれ。お願いだから、わたしを、だ、だだ、抱きしめて……」

「……え？」

「こ、恐こわいんだ。すごく、恐くて……だから……」

　手を離したら奈な落らくに堕おちていく、と思い込んでいるのかもしれない。黒媛が、理刀の服をぎゅっとつかみ、そろそろと上体を曲げ、理刀の胸に顔を移動させてきた。

　彼女の呼吸はいま、かなり速くなっている。まるで、全力での短距離走を終えたばかりのように。

「い、いまだけ、お願いだから、抱きしめて、いて、ほしい」

「く、く、黒媛？」

　カサカサカサカサカサカサカサカサカサカサカサカサカサカサカサカサカサカサカサ。

　なにかが這はい回っているような音は、いまもなお聞こえてくる。いったいなんの音だ？　本当にさっきの虫なのか？　もしそうなら、あまりにも数が多いような……。

　黒媛の顔は、完全に青ざめている。こんなに怯おびえきっている女の子から、「抱きしめて」と言われたら、さすがに拒否できない。

「大丈夫」

　ささやくと同時に、理刀は右手を黒媛の頭へ、左手を肩に回し、そっと抱きしめた。

　黒媛の呼吸が、少しずつゆるやかになっていく。

「理刀、お願いだから、離さないで……」

「うん、絶対に離さないから。大丈夫だから。心配なことは、なにもないから」

　黒媛の頭を抱く手に、理刀はそっと力を込めた。

　カサカサカサカサカサカサカサカサカサカサカサカサカサカサカサカサカサカサカサ。

　もれ聞こえてくる音がなるべく届かないように、それとなく黒媛の耳を塞ふさいであげた。

　理り刀とにとって、虫はそれほど恐こわくない。嚙かみついてきたり、刺してきたり、毒をもってたりするヤツは勘弁してほしいけど、黒くろ媛ひめほど心が拒否反応を示しはしない。

　それでも、ドキドキがとまらない。

　レゾン学院の内外にファンクラブをもっている亜あ威い黒媛を、いま、しっかりと抱きしめているのだから。

　これはきっと、すごいことなのだと思う。

　カサカサカサカサカサカサカサカサカサカサカサカサカサカサカサカサカサカサカサ。

　それにしても、この音、しつこいな。




　それは、あまりにも突然のことだった。

　カパッ、という音に引かれ、理刀は視線を上げた。

　天井のフタが、外側に開いていた。

　助けがきた！

　そう思ったのは、ほんの一瞬だけだった。

「!?」

　ぴょこっ、とそこから出てきたのは、カタツムリのような目だった。しかも、眼球だけで硬球ボールほどの大きさがある。そして、

「!!」

　うぞっ、うぞぞぞぞぞっ、と無数の足を動かしながら入ってきたのは、子どもがのって遊べるほど巨大なダンゴムシだった。先ほど見たヤツの一〇倍以上はあるだろうか。

　親玉だっ！

　親玉に続いて、子分もゾロゾロとエレベーターの中に入ってくる。

　なんだ？　攻撃開始か？　もしかして、「いただきま～す」なんてことを言っているのか？　まず最初に親玉がパクリとひと口、続けて子分、なんて順番なのか？

　理刀は座ったまま、ぎゅっと黒媛の頭を抱きしめた。もし、彼女が超巨大ダンゴムシを目にしたら、悲鳴をあげるだけじゃすまないだろう。

　だが、抱きしめたことが裏目に出てしまった。

　ビクッと身を震わせた黒媛が、わずかに頭を動かしたのだ。その目の前に、小さな、といっても握った拳こぶしほどもあるダンゴムシが、ぼちゃ、と落ちてきたから……。

「ひゃ」

　黒媛が、鋭く息を吸い込んだ。

　吸い込むなり、両足をバタバタと動かした。逃げ場なんてないけど、とにかく逃げなきゃ。走らなきゃ。虫から離れなきゃ。早く。急いで。いますぐに。もたもたしないで！

　そんな様子で、足をバタつかせている。だが、座ったままだから、前にも後ろにも進めない。

　理り刀とは黒くろ媛ひめを支えて立ち上がり、壁に背を押しつけた。

「あ、ぁ、ぁ、あぁ、あああああっ、もうヤだ。こんなのヤだぁ」

　黒媛が、泣きながら抱きついてくる。

　天井から体半分ほど入ってきた親玉は、そこで動きをとめ、理刀と黒媛をじっと見つめている。子分たちは、隙すき間まから次々と入ってくるけど……。

　ぼとっ、べちゃ、ぼてっ、と子分ダンゴムシたちが、エレベーターの床に落ちてくる。次から次へと。ぼと、ぼと、ぼとっ。

　ようやく黒媛が、天井から入ってこようとしている親玉の存在に気づいた。

「ぅ………ぁ………ぁ………」

　ブルブルと震えながらも、カッと目を見開き、ジッと凝ぎよう視しし続けている。目をそらしたくてもそらせないのだろう。悲鳴を出す力も失っているようだ。

「黒媛、見ちゃダメだ」

　理刀は、彼女の頭を無理やり胸に抱き寄せた。

　黒媛が、額ひたいを強く押しつけてくる。

「り、理刀。も、もうダメだ。地球は、お、お終しまいだ。

　オ、オリハルコン・クラスが、で、出てきてしまった。

　傲おごり高ぶった人類が、む、むむ、報むくいを受けるときがきた。

　自然を大切にしないから、ば、罰が当たったんだ。

　自然界の悲痛な叫びに耳を貸さなかったから、こんなことになったんだ。

　虫の怒いかりは、し、自然界の怒りだから、人間にはもう、な、為なす術すべがない。

　地球にとって、人間の存在は、いったい……」

　黒媛が体を押しつけてくる。肩を震わせ、声を震わせ、理刀に助けを求めるように。

　うぞ、うぞぞぞ、ずぅぞぞぞぉぉぉ、と親玉ダンゴムシが再び動き始めた。

　そして、どべしゃっ、と子分たちの上に勢いよく落下したあと、すぐにまたボールのように大きな目を理刀と黒媛にむけてくる。

　突撃してくるのか？

　理刀と親玉の間合いは、一メートルもない。足を伸ばせば余裕で届く距離だ。つまり、蹴けり飛ばすことも可能、ということになる。

　親玉が落ちてきた音で、黒媛がチラッと肩越しに振り返った。虫ばかりだとわかってるはずなのに、目をむけずにはいられなかったのだろう。

　見て、親玉を視界に収めるなり、彼女が手を動かした。おそらくは、反射的だったのだろう。

　理刀に押しつけていた胸をわずかに引き、シャツの胸ポケットからコンパクトをとり出すなり、それを開いて後方へむけた。

　が、親玉どころか、子分の一匹さえその動きをとめることができない。

　それもそのはず。『混沌とした実在カオテイツク・リアル』の能力者とくっついているのだから。理り刀とと体を離さなければ、時間停止能力は使えない。

「とまれ、とまってくれ、あれ？　どうしてとまらないんだ？　どうして……」

　黒くろ媛ひめはいま、自分が、だれとどのような状態になっているのか、わからなくなっているようだ。

　理刀から離れれば、能力を使うことが可能になるけど……、虫を前にしてそんなことなどできないだろうから……。

　理刀は、黒媛を抱きしめたまま、親分と視線をぶつけた。

　エレベーターの床はいま、重なり合った子分ダンゴムシたちによって覆おおい尽くされている。だが、理刀と黒媛の足に這はい上ってこようとはしない。

　なぜ？　獲物の反撃を恐れている？　親分の指示を待っている？　なんであれ、統とう率そつはとれているようだけど……。

　命令系統のトップは、間違いなく目の前の親分だろう。

　そう考えると、ふたつの巨大な眼球にはどこか、利口な生物がもつ愛あい嬌きようのようなものが隠されているような気がしてくる。

　魔界の虫だから、もしかしたら言葉を理解できるかもしれない。キュートやスイートたちをはじめ、魔界人は感動的なほど素晴らしい言語能力をもっているから、ひょっとすると虫も……、と理刀はそう思った。

　思ったから、期待を胸に、

「や、やあ。こんにちは」

　そう話しかけてみた。

　巨大な眼球は……、ピクリとも動かない。

　小さな眼球たちも、動かない。

「オレたち、エレベーターに閉じ込められたんだけど、どうすればいいかな？　なかなか助けがこなくてさ、外に出る方法、知ってる？」

　虫たちは、やはり無反応。

　自分でも、バカなことをしたという自覚はある。虫に話しかけるなんて。ここはおとぎの国じゃない。虫は虫でしかないのだ。

　理刀は、あきらめの息をついた。と、そのときだった。

　ヴゥゥゥン、ヴゥゥゥン、ヴゥゥゥン、ヴゥゥゥン、ヴゥゥゥン、ヴゥゥゥン、ヴゥゥゥン、ヴゥゥゥンと虫たちが異様な音を発し始めた。ズシン、と腹に響く重低音だ。

「お、おお、怒ったぞっ！　羽をこすり合わせて、敵を威い嚇かくしてるんだ。こ、こんな音が聞こえたら、いそいで逃げなきゃ、こ、攻撃されるっ！」

　黒くろ媛ひめが、理り刀とにグリグリと体を押しつけてきた。胸を圧迫されるから、息が苦しくなる。

　そんな彼女の体を抱きしめ、どうにか勢いを抑えながらも、理刀は虫の動きに注意を払った。

　羽なんてもってないけど……。外皮と外皮をこすり合わせて音を出しているのか？

　ヴゥゥゥン、ヴゥゥゥン、ヴゥゥゥン、ヴゥゥゥン、ヴゥゥゥン、ヴゥゥゥン。

　虫たちが体を小こ刻きざみに震わせながら、カタツムリのような目を波打つように動かし始めた。ざわざわっ。ざわざわっ。ざわざわざわっ。

　くるのか？　嚙かまれる前に、先手を打つか？　体重をかければ、踏み潰つぶせるだろう。だが、この数に群むらがってこられたら、おそらく……。

　ヴゥゥゥン、ヴゥゥゥン、ヴゥゥゥン、ヴゥゥゥン、ヴゥゥゥン、ヴゥゥゥン。

「大好きだ、って、この先、毎日、百もも香かに伝えられるって、思ってたんだが、な」

　黒媛が、気弱なことを口にした。

「大丈夫だって。きょうも、あしたも、あさっても、ずっと言えるから、大丈夫だから」

　ヴゥゥゥン、ヴゥゥゥン、ヴゥゥゥン、ヴゥゥゥン、ヴゥゥゥン、ヴゥゥゥン。

　強こわ張ばっていた黒媛の体から、力が抜けた。

「どうせ最後なら、理刀にも、百香とはべつの意味で……」

　言いながら、黒媛が顔を近づけてきた。

「？　黒媛？」

「理刀、わ、わたしは……」

　彼女の潤うるんだ瞳ひとみが、紅をにじませた頰ほおが、震える唇が、ゆっくりと近づいてくる。

「く、黒、ひ………」

「さ、最後のく、く、くちづ……」

　理刀と黒媛の唇が重な……………………………………………、ろうとした瞬間だった。

　エレベーターのドアが開いた。

「「っ!?」」

　黒媛が、弾はじかれるように理刀から顔を離した。が、体は離さない。

　天からの贈り物のような光の筋が、虫たちに降り注そそぐ。もちろん理刀と黒媛にも。

「きゅっ！　なにしてんの!?」

　清らかな光を背に立っていたのは、キュートだった。

　光の中には、スイート、巴ともえ、百香の姿も見えた。

　ヴゥゥゥン、ヴゥゥゥン、ヴゥゥゥン、ヴゥゥゥン、ヴゥゥゥン、ヴゥゥゥン。

　虫たちは飽きる様子もなく、奇妙な重低音を発し続けている。

　キュートたちの責めるような視線が、ちょっと痛いけど……………、助かったの？












エピローグ




　いつの間にか動いていたエレベーターが、ようやく地下一階に到着したらしい。

「ガード・ワームたち、すごく喜んでるみたいね」

　うぞうぞゾロゾロがさごそとエレベーターから出ていくビッグな虫たちを見下ろしながら、キュートがぼそりと言った。

「ガード・ワーム？」

「そ、この子たち、地下学院アンダーレゾンを警備してるガード・ワームなの」

　理り刀との問いに、キュートが〝日常のなんでもないこと〟といった顔でこたえてくれた。

「あれって、喜んでたの？」

　ヴゥゥゥンという、五ご臓ぞう六ろつ腑ぷにのしかかってくるような重低音は、ガード・ワームにとって喜びの表現だったようだ。まさに〝歓喜に打ち震えていた〟ということ？

「まあ、久し振りの仕事らしい仕事でしたから、嬉うれしかったのでしょう。女王自らも、張りきって出てきたようですし。これは、とても珍しいことですわ」

　スイートが、横を通り過ぎようとしていた親分ガード・ワームの背を、ポンポン、と軽く叩たたいた。

　親分が、飛び出した目で、きょろ、とスイートを見上げた。だがすぐに、何事もなかったかのように廊下の先へ進んでいく。

　親分……、ではなく女王様だったようだ。

　百もも香かが、恐こわ々ごわと、だが興味津々といった様子で、女王についていくガード・ワームたちを指でつついている。

　巴ともえは怯ひるむ様子もなく、ガード・ワームの群れをジ───ッと見下ろしたまま動かない。

　百香がいきなり、一匹のガード・ワームをつかみ上げ、わしゃわしゃと動く足を観察しながら、

「この子たちって、すごく大人おとなしいですね。触っても嫌がりませんし、人間を少しも恐こわがってないみたいです」

　ニパッと笑みを浮かべた。姉とは大違いである。

　その姉はいま、ぎゅっと目を閉じたまま理刀の後ろで石像のように固まっている。虫でもガード・ワームでも、呼び方なんてなんでもいいから、少しでも早く消えてくれ、と閉じたまぶたの裏で願っているに違いない。

　スイートが、廊下を進む女王ガード・ワームの後ろ姿へ視線を投げながら、言った。

「ガード・ワームは、極めて知能が高く、温厚な性格をしています。地下学院の警備や設備の点検、生徒の忘れ物チェックなどをしてくれるのですが、彼らが最も喜ぶ仕事は人助けなのです」

「人助け、ですか？」

　つかんでいたガード・ワームを床に放したあと、百もも香かがぴょこんと両りよう眉まゆを跳ね上げた。

「黒くろ姉ねえ様さま、聞いた？　人助けが大好きなんだって」

　妹の声に、黒くろ媛ひめがふるふると小こ刻きざみに首を振っている。目を開けようとはしない。

「黒姉様の虫嫌いって、筋金入りだね」

　百香が、腕組みをして顔をしかめた。

　人助けが好きな虫なんて、素晴らしいじゃないか。先手必勝なんてことを考えて蹴けり飛ばさなくてよかった。と理り刀とは胸をなで下ろしながらも、肩越しに黒媛の様子を窺うかがった。

　彼女はいま、「すべての虫は、大至急わたしの視界から消えて下さい！　お願いします！」といった感じできつく目を閉じ、全身を強こわ張ばらせている。プルプル震えながら。

　キュートたちが、そんな黒媛を心配そうに見ている。

「心の底から虫が嫌いなのね」

　キュートが、わずかに肩をすくめた。

「ガード・ワームを初めてご覧になったのでしょ？　驚くのも無理はありませんわ」

　スイートが、ふ～っと長い息を吐き出した。

「黒媛、虫、もうすぐいなくなるからね」

　巴ともえが、プルプル状態の黒媛とガード・ワームたちの間で、何度も視線を往復させている。

　エレベーターさえとまらなければ、こんなことにはならなかったのに。そう考えると、いまなお虫に怯おびえている黒媛が可哀かわい相そうになってくる。

　ここで理刀は、頭に引っかかっていた疑問をたずねることにした。

「ところで、どうしてエレベーターがとまったの？」

　問いにこたえてくれたのは、スイートだった。

「もしかして、いちばん下にあるボタンに触れたのではありませんか？」

「あのボタンって、確かいちばん下の階の……」

「カカお姉様がおつくりになった教室は、現在は使用されておりません。ですから、あのボタンは緊急用につくり替えられたのです」

「緊急用？」

　そういえば、ボタンの下に魔界の文字でなにやら書いてあったのを思い出す。もしかして、『緊急の際には、このボタンを押して下さい』なんてことが書かれてあったのか？

　日本語でも書いててほしかった……。

　巴と百香が、顔を見合わせ肩をすくめている。

　スイートが言葉を続けた。

「だれかがボタンに触れれば、なにかしらのアクシデントが発生したとみなされ、まずエレベーターがとめられます。

　その後、ガード・ワームが駆けつけることになっているのです。

　ただ、地下の生徒がエレベーターを使っていたのは、物珍しがっていた入学当初の数日間だけでしたから、結局、あのボタンはまだ一度も使われたことがありません。

　理り刀とたちが使用者第一号ですわね。

　ガード・ワームたちが張り切るのも、無理はありませんわ。

　彼らは、人助けを生き甲が斐いにしていますから。

　わたくしも、女王の姿を見たのはこの学院にきて初めてです。それはそれで、貴重な体験でしたわ」

　スイートが、ひょいと肩をすくめた。

　キュートも、唇をちょっとだけ曲げて、肩をすくめている。だれが悪いとも言えない、とんだ災難だったわね、とでも言いたげに。

　巴ともえと百もも香かも、「大変だったね。お疲れ様」といった目をむけてくる。

　と、後ろから、

「あと、ちょっとだったのに……」

　ぽそっ、と黒くろ媛ひめのつぶやきが聞こえてきた。

　それは、理刀にだけようやく聞きとれるような小声で……。

　あと、ちょっと？

　えっと、それって……。

　キ、ス、のこと？





あとがき







『きゅーきゅーキュート！』シリーズから派生した『ＳＳ　クールに黒くろ媛ひめ！』ですが……。


①主人公に大だい抜ばつ擢てきされた黒媛は、本当に〝クール〟を貫つらぬき通すことができるのか？

②どうして短編集なんだ？

③スイートや巴ともえや百もも香かにしなかった理由は？

④スピンオフなんて一〇年早いんじゃないか？

⑤『ＳＳ』の意味は？



　といったご質問を関係者筋から頂ちよう戴だいしましたので、この場をお借りしておこたえしたいと思います。




　まず①は……。

　サブタイトルに偽いつわりなし！　と胸を張って言えるのか？　どうなんだ野の島じま!?　なんてことを訊きかれたら、「本編を読んでね（本音）」と返しておけば十分なのですが、やはりそれだけではサービス精神がなさすぎます。

　クールな子が、そのクールさを崩すことなく、クールのクールによるクールのためのストーリー内で活躍したとしても、オモシロさは少ないとボクは考えています。

　クールな子が●○したり、▲△したり、■□したりするからこそオモシロいし、挙あげ句くの果てには●△■※っ！　のような展開になったりするから楽しいんであって……。

　つまり、そういうことです。




　次に②は……。

　ボクが手て数かず重視派だからです。

　格闘技も、ナンパも、営業も、勧誘も、手数は重要です。ナンパや営業や勧誘なんて、やったことありませんが……、人生は手数を出し続けることが大切だとボクは信じています。くじけそうになっても、たとえ倒れても、再び体勢を立て直して手数手数手数です。




　続けて③は……。

　ジャンケンで決めました。ちなみに、スイート、巴、百香の三人がチョキを出し、黒媛ひとりがグー。勝負は一瞬でした。黒媛ガッツポーズ！

　負けた三人は、笑顔で彼女を祝福していました。目め尻じりをピクピク痙けい攣れんさせながら……。




　そして④は……。

　一〇年後に後悔したくなかったので、いまやれることに全力で挑戦してみました。

　チャンスの女神様は、おかっぱ頭なのです。目の前を通りすぎたあと、彼女の後ろ髪をつかもうとしても手遅れです。

　ちなみにボクの好みは、ロングヘアの女性です！（黒くろ媛ひめとか、黒媛とか、黒媛とか……）




　ラストの⑤は……。

　①ショート・ストーリー　②スペシャル・ストーリー　③サクラ・サク　④サービス・サービス　⑤セルフ・サービス　⑥シークレット・セレナーデ　⑦その他ほか

　①～⑦の中から、ご自由にお選び下さい。自由度大です！




　最後になりましたが、謝辞を。

『きゅーきゅーキュート！』＆『ＳＳ　クールに黒媛！』のビジュアル面を一手に担になって下さっている武む藤とう此史くりひと先生。

　迷走ばかりしている作者に、しっかりとした道を示して下さる担当の笹ささ尾おさん。ならびに陰ながら支えて下さっている編集部の皆様。

『ＳＳ』の世界に興味を示して下さった読者の皆々様。

　本当にありがとうございました！
















　著者

　野島けんじ（のじま・けんじ）

　　出窓に鉢植えのアロエを置いてます。最初は、手のひらサイズの小さな子でした。それなのに……。

　　夏を越すたびに遠慮なく成長し、鉢の外までガンガン根っこを伸ばし、激しく存在感をアピールするようになり、５年経ったいまでは10株以上も仲間を増やしてます。

　　我が家のアロエ軍団は、昼夜を問わず出窓から外敵に目を光らせてくれたり、ときどきアロエ酒になったり、と大活躍です。




　イラストレーター

　武藤此史（むとう・くりひと）

　　挿絵などを描いて生活してます。

　　主な仕事は「オオカミは懐かない!?」（ファミ通文庫）、「繰り世界のエトランジェ」（角川スニーカー文庫）等。

　　待望の黒媛祭りと聞いて！

　　引っ越してから作業部屋にエアコンがまだありません。

　　送風機の風が生ぬるいです。

　　流石にそろそろ限界でござる！　買うよもう！

　　http://kuripoko.blog78.fc2.com/
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